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理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

米
国
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
群
像
①

Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
長
と
世
界
初
の
単
独
会
見

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
③

１
９
７
１
年
か
ら
３
年
間
の
日
本
経
済
新
聞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
、
経
済
界
を
中
心

に
米
国
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
50
名
以
上
へ
の
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
２
度
の
ニ
ク
ソ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
中
国
の
国
連
代
表
権
問
題
な

ど
多
忙
な
報
道
活
動
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
月
１
・

５
人
の
単
独
会
見
を
こ
な
し
た
計
算
に
な
る
。

当
時
の
日
米
関
係
は
、
わ
が
国
が
１
９
６
８

年
に
西
独
を
抜
き
米
国
に
次
ぐ
世
界
２
位
の
経

済
大
国
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
貿
易
、
資
本

の
対
外
開
放
の
テ
ン
ポ
が
遅
い
一
方
、
円
安
を

利
し
て
の
対
米
輸
出
急
増
を
続
け
、
米
国
経
済

界
指
導
者
は
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
私
は
、
伝
聞
情
報
で
な
く
、
生
（
ナ

マ
）
の
声
を
わ
が
国
指
導
層
の
必
読
紙
、
日
本

経
済
新
聞
に
掲
載
す
べ
き
と
考
え
た
。
赴
任
１

０
０
日
間
で
私
が
真
っ
先
に
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
の
は
ペ
プ
シ
コ
会
長
で
、
経
済
界

首
脳
で
構
成
す
る
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｔ（
緊
急
貿
易
対
策
委

員
会
）
会
長
を
務
め
、
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
に
近
い
ケ
ン
ド
ー
ル
氏
、
日
米
繊
維
交
渉
で

米
繊
維
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
、
マ
ッ
カ

ラ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｉ（
米
繊
維
製
造
業
者
協
会
）
会
長
、

全
米
商
業
連
盟
の
シ
ャ
ム
ウ
エ
イ
会
長
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
任
後
３
日
目
に
、
訪
米

中
の
牧
田
三
菱
重
工
社
長
か
ら
、
２
日
後
の
土

曜
日
の
夜
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
で
パ
ー
テ
ィ
を
す

る
の
で
ど
う
し
て
も
来
て
く
れ
」
と
の
電
話
が

あ
り
、
引
き
継
ぎ
期
間
中
の
多
忙
な
日
程
を
や

り
く
り
し
て
出
か
け
た
。
そ
の
席
で
三
菱
重
工

と
提
携
関
係
に
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
リ
カ
ー

ド
社
長
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ブ

ラ
ッ
キ
ー
会
長
を
紹
介
さ
れ
、
２
人
と
も
１
カ

月
以
内
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
出
来
た
。

要
人
と
の
単
独
会
見
で
私
は
「
通
訳
を
つ
け

な
い
」、「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
も
使
わ
な
い
」

の
２
点
を
貫
き
通
し
た
。
私
の
英
語
の
発
音
は

完
璧
で
は
な
い
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
秘
か
な

自
信
が
あ
っ
た
。
先
方
も
通
訳
、テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
無
し
の
私
に
敬
意
を
持
ち
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
対
応
、
い
ず
れ
も
中
味
の
濃
い
会
見
に
な
っ

た
。Ｇ

Ｍ（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
）
の
ガ
ス
テ

ン
バ
ー
グ
会
長
、
エ
ッ
ソ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
の
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
会
長
ら
世
界
一
企
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
も
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
経
済
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
人
物
紹
介
の
「
ワ
ー
ル

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
に
紹
介
。
内
外
か
ら
評

価
を
得
た
と
こ
ろ
で
私
が
ね
ら
い
を
定
め
た
の

は
、
ト
ッ
プ
が
単
独
会
見
し
な
い
ポ
リ
シ
ー
を

堅
持
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ー
ン
）
の
ケ
リ
ー
会
長
だ
。

１
９
７
２
年
夏
、Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
海
外
事
業
総
括
会

社
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
社
の
デ
ュ
ー

ン
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
に
ケ
リ
ー
会

長
の
紹
介
を
依
頼
し
た
が
「
本
社
の
歴
代
ト
ッ

プ
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
と
も
会
っ
た
こ
と

が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
ケ
リ
ー
会
長

へ
の
要
請
文
書
を
数
度
出
し
た
。

１
９
７
２
年
夏
の
終
わ
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

日
経
オ
フ
ィ
ス
に
、
米
国
屈
指
の
企
業
ト
ッ
プ

斡
旋
会
社
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
会
長
が
訪
ね
て
来

た
。「
Mr.
菅
谷
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
を
代
表
す
る

特
派
員
で
日
本
企
業
の
ト
ッ
プ
と
親
し
い
と
聞

い
て
い
る
。
私
は
日
本
の
商
社
活
動
に
強
い
関

心
が
あ
り
、
在
米
の
商
社
ト
ッ
プ
を
紹
介
し
て

欲
し
い
」
と
の
こ
と
。
私
は
旧
知
の
木
戸
米
国

三
菱
商
事
社
長
に
そ
の
場
で
電
話
し
、
引
き
合

わ
せ
た
。

数
日
後
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
会
長
か
ら
お
礼
の
夕

食
会
を
と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
近
い
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
自
宅
に
招
か
れ
た
。
そ
の
時
私

は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ケ
リ
ー
会
長
を
知
っ
て
い
た
ら

紹
介
し
て
欲
し
い
」
と
問
う
と
「
フ
ラ
ン
ク
（
ケ

リ
ー
氏
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
）
な
ら
友
人
だ
、

コ
ン
タ
ク
ト
す
る
」
と
の
返
事
。

一
週
間
後
「
フ
ラ
ン
ク
は
О
Ｋ
し
た
。
但
し

菅
谷
特
派
員
の
人
柄
を
知
り
た
い
の
で
、
２
人

が
メ
ン
バ
ー
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
プ

レ
ー
し
た
い
」
と
の
電
話
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
ゴ
ル
フ
場
で
出
会
っ
た

ケ
リ
ー
会
長
は
私
に
ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
上
限
３
ド

ル
の
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
提
案
。
結
果
は
大
接
戦

の
末
、
私
が
１
ド
ル
を
獲
得
し
て
ケ
リ
ー
会
長

に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
っ
た
の
が
、
写
真
の
一

ド
ル
紙
幣
で
あ
る
。

プ
レ
ー
終
了
後
食
堂
で
雑
談
し
た
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
「
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」。
年

末
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ー
ド
で
１
時
間
余
、
世
界
の
マ
ス
コ
ミ
で

初
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
長
単
独
会
見
と
な
り
、
内
外
に

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
取
締
役
、
テ
レ
ビ
東
京

代
表
取
締
役
社
長
・
会
長
を
歴
任
し
、
現
在
渡

辺
学
園
理
事
長
）

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
④

「
米
国
ト
ッ
プ
経
営
者
群
像
②
」
で
す
。

IBMケリー会長（当時）からの手紙

IBMケリー会長（当時）のサイン入り1ドル札
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学校法人渡辺学園・東京家政大学　理事長　菅谷 定彦

昭和 32 年 3 月　甲陽学院高校卒業 
昭和 36 年 3 月　早稲田大学　第一政治経済学部卒業 
昭和 36 年 4 月　日本経済新聞社　入社 
昭和 46 年 3 月　日本経済新聞社　ニューヨーク特派員 
昭和 62 年 3 月　日本経済新聞社　米州編集総局長（在ニューヨーク） 
平成   2 年 3 月　日本経済新聞社　取締役　大阪本社編集局長 
平成   5 年 3 月　日本経済新聞社　常務取締役　名古屋支社代表 
平成 10 年 3 月　日本経済新聞社　専務取締役　大阪本社代表 
平成 13 年 6 月　テレビ東京　代表取締役社長 
平成 19 年 6 月　テレビ東京　代表取締役会長 
平成 23 年 6 月　テレビ東京　取締役相談役 
平成 29 年 6 月　テレビ東京　特別顧問 
平成 28 年 4 月　学校法人渡辺学園　理事長　就任

　
渡
辺
学
園
の
「
教
育
」「
財
政
」「
意
識
」

の
三
大
改
革
を
２
０
２
０
年
は
一
段
と
加

速
し
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
本
格
化
し
た
18
歳
人

口
の
減
少
、
政
府
の
東
京
23
区
の
私
立
大

学
定
員
規
制
に
よ
り
、
過
去
20
年
間
で
既

に
22
校
減
っ
て
72
校
に
な
っ
た
四
年
制
私

立
女
子
大
は
構
造
不
況
の
最
中
に
あ
り
ま

す
。
東
京
家
政
大
学
を
中
核
と
し
、

1
3
9
年
の
伝
統
、
実
績
の
あ
る
渡
辺
学

園
と
い
え
ど
も
、
改
革
の
進
展
な
し
に
は

激
動
の
嵐
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。

　
こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
る
に
は
、

三
つ
の
改
革
を
学
園
関
係
者
全
員
が
力
を

合
わ
せ
て
断
行
す
る
以
外
に
勝
ち
残
る
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
年
、
学
園
関
係

者
全
員
が
気
を
引
き
締
め
、
改
革
を
前
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
教
育
改
革
で
は
、
山
本
和
人
学
長
の
主

導
に
よ
り
、
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
ひ

と
の
生
（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
学
」
の

遂
行
が
２
０
１
８
年
7
月
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
針
の
下
、
優
れ
た
特
色
を
強

化
し
つ
つ
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、地
球
環
境
悪
化
に
対
応
し
う
る
学
部
、

学
科
再
編
成
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
財
政
改
革
で
は
附
属
中
学
・
高
校
の
恒

常
赤
字
解
消
を
目
指
し
教
員
、
労
働
組
合

の
協
力
も
得
て
、
定
員
の
半
分
に
ま
で
落

ち
込
ん
だ
生
徒
確
保
へ
教
育
力
充
実
、
教

員
に
よ
る
近
隣
中
高
校
か
ら
の
生
徒
勧
誘

努
力
と
あ
わ
せ
、
教
員
と
理
事
長
、
常
務

理
事
の
賞
与
カ
ッ
ト
と
教
育
研
究
費
の
削

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
6
月
、
生
徒
数
の
激
減
に

比
べ
過
大
な
教
員
数
67
名
を
20
名
、
特
別

の
早
期
退
職
優
遇
制
度
を
新
設
の
上
退
職

し
て
い
た
だ
く
方
針
を
決
め
教
員
、
組
合

に
提
示
し
ま
し
た
。

来
春
の
新
入
生
が
篠
澤
文
雄
校
長
は
じ
め

教
職
員
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
の

水
準
ま
で
回
復
せ
ず
、
展
望
も
見
通
せ
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
さ
ら
に
厳
し
い
コ

ス
ト
削
減
策
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

 2020年 　年頭所感

　
こ
の
間
長
年
、
赤
字
を
続
け
て
き
た
幼

稚
園
・
ナ
ー
ス
リ
ー
は
板
橋
区
の
補
助
金

を
得
て
定
員
を
増
や
す
新
方
式
で
、
収
支

均
衡
に
近
付
け
る
目
途
が
た
ち
ま
し
た
。

　
意
識
改
革
で
は
、
２
０
１
６
年
の
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
の
展
開
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
一
昨
年
春
の
大
学
人
文
学
部

の
定
員
オ
ー
バ
ー
に
よ
る
補
助
金
カ
ッ
ト

は
、
関
係
者
の
情
報
収
集
力
、
教
職
員
間

伝
達
力
の
内
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
原
因
で
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
全
面

禁
止
も
そ
の
重
要
な
柱
で
す
。

　
私
は
か
ね
て
か
ら
組
織
活
性
化
の
第
一

歩
は
内
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化

に
あ
る
と
考
え
、実
践
も
し
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
10
〜
11
月
に
続
き
昨
年
同
時
期
に

日
本
経
済
新
聞
紙
で
、
学
園
初
の
本
格
宣

伝
広
告
を
掲
載
、
企
業
な
ど
へ
の
知
名
度

向
上
を
図
っ
て
い
る
の
も
そ
の
一
環
で

す
。

　
新
年
は
こ
う
し
た
「
教
育
」「
財
政
」「
意

識
」
改
革
の
さ
ら
な
る
浸
透
に
力
点
を
置

き
ま
す
。

東京家政大学・東京家政大学短期大学部　学長　山本 和人

昭和 49 年 3 月　埼玉大学教育学部小学校教員養成課程（教育学専修）卒業
昭和 53 年 3 月　東京教育大学大学院　修士課程教育学研究科社会教育専修修了［教育学修士］
昭和 54 年 3 月　筑波大学博士課程大学院　教育学研究科社会教育学専修博士課程単位取得後退学
昭和 54 年 4 月　金沢大学・大学教育開放センター助手 （昭和 62 年 3 月まで）
昭和 62 年 4 月から本学に勤務
　　　　　　　　 文学部長、図書館長、地域連携推進センター所長、人文学部長を歴任
平成 29 年 4 月　東京家政大学・東京家政大学短期大学部　学長　就任

謹
賀
新
年
　
来
年
令
和
3
年
度
は
、
本

学
創
立
1
4
0
周
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
目
前
に
、
東
京
家
政
大
学
に
と
っ
て
令

和
元
年
度
は
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

大
学
は
、
板
橋
校
舎
2
学
部
で
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
併
せ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
が
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
に
は
新
た
な
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
更
に

学
生
の
英
語
力
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

教
学
組
織
の
会
議
体
系
見
直
し
を
始
め
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
6
月
以

降
、
協
議
会
と
切
り
分
け
た
、
全
学
的
・

総
合
的
な
課
題
等
を
検
討
す
る
最
高
位
の

会
議
と
し
て
全
学
運
営
会
議
を
定
め
、
そ

の
も
と
に
4
つ
の
特
別
委
員
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、将
来
構
想
検
討
、

改
組
検
討
、
会
議
規
程
等
検
討
、
教
育
の

質
保
証
検
討
の
4
種
類
の
委
員
会
で
す
。

そ
れ
ら
の
委
員
会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
提
案
を
ま
と
め
て
頂
い
て
い
ま
す
。

激
動
は
今
年
も
続
き
ま
す
。
と
い
う
よ

り
も
、
本
学
は
「
激
動
期
に
入
っ
た
」
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
年
、
P
D
C
A

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
検
討
を
加
え
、
更
に

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
り
魅
力
あ
る
大
学
へ
と

変
化
す
る
た
め
、「
ひ
と
の
生（
L
i
f
e
） 

を
支
え
る
学
の
構
築
」
を
目
指
し
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
を
行
う
東
京

家
政
大
学
へ
と
改
組
を
検
討
中
で
す
。

そ
し
て
、
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
た

よ
う
に
、諸
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
が
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
と
し
て
の
活
動
を

開
始
し
ま
す
。
包
括
協
定
を
結
ん
で
い
る

自
治
体
の
首
長
様
か
ら
も
、
機
構
の
活
動

に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂
き
、
産
官
学
民
と

の
連
携
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、

先
生
方
や
学
生
た
ち
が
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
活
動
を
生
か
し
、
総
力
を
挙
げ

て
、
本
学
ら
し
い
教
育
・
研
究
の
「
家
政

大
ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
学
と
し
て
誕
生
し
た
本
学
は
、
家
政

学
部
か
ら
始
ま
り
、短
期
大
学
部
を
併
設
、

人
文
学
部
、
看
護
学
部
（
現
在
は
健
康
科

学
部
）、
子
ど
も
学
部
を
加
え
、
4
学
部

の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
大
学
院

も
設
置
し
、
本
格
的
な
総
合
大
学
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
こ
の
時
に
、
栄
養

学
、
児
童
学
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
分
野

の
充
実
・
拡
大
を
図
り
、
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
た
学
部
体
制
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

大
学
は
、
教
職
員
だ
け
で
創
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
、
卒
業
生
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
社
会
的
な
承
認

と
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
皆
様
か
ら
の

お
力
を
得
て
、
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
園
の
三
大
改
革
を
加
速

理
事
長
　菅
谷 

定
彦

東
京
家
政
大
学
は
変
わ
り
ま
す
！

学
長
　山
本 

和
人
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学校法人渡辺学園・東京家政大学　理事長　菅谷 定彦

昭和 32 年 3 月　甲陽学院高校卒業 
昭和 36 年 3 月　早稲田大学　第一政治経済学部卒業 
昭和 36 年 4 月　日本経済新聞社　入社 
昭和 46 年 3 月　日本経済新聞社　ニューヨーク特派員 
昭和 62 年 3 月　日本経済新聞社　米州編集総局長（在ニューヨーク） 
平成   2 年 3 月　日本経済新聞社　取締役　大阪本社編集局長 
平成   5 年 3 月　日本経済新聞社　常務取締役　名古屋支社代表 
平成 10 年 3 月　日本経済新聞社　専務取締役　大阪本社代表 
平成 13 年 6 月　テレビ東京　代表取締役社長 
平成 19 年 6 月　テレビ東京　代表取締役会長 
平成 23 年 6 月　テレビ東京　取締役相談役 
平成 29 年 6 月　テレビ東京　特別顧問 
平成 28 年 4 月　学校法人渡辺学園　理事長　就任

　
渡
辺
学
園
の
「
教
育
」「
財
政
」「
意
識
」

の
三
大
改
革
を
２
０
２
０
年
は
一
段
と
加

速
し
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
本
格
化
し
た
18
歳
人

口
の
減
少
、
政
府
の
東
京
23
区
の
私
立
大

学
定
員
規
制
に
よ
り
、
過
去
20
年
間
で
既

に
22
校
減
っ
て
72
校
に
な
っ
た
四
年
制
私

立
女
子
大
は
構
造
不
況
の
最
中
に
あ
り
ま

す
。
東
京
家
政
大
学
を
中
核
と
し
、

1
3
9
年
の
伝
統
、
実
績
の
あ
る
渡
辺
学

園
と
い
え
ど
も
、
改
革
の
進
展
な
し
に
は

激
動
の
嵐
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。

　
こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
る
に
は
、

三
つ
の
改
革
を
学
園
関
係
者
全
員
が
力
を

合
わ
せ
て
断
行
す
る
以
外
に
勝
ち
残
る
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
年
、
学
園
関
係

者
全
員
が
気
を
引
き
締
め
、
改
革
を
前
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
教
育
改
革
で
は
、
山
本
和
人
学
長
の
主

導
に
よ
り
、
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
ひ

と
の
生
（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
学
」
の

遂
行
が
２
０
１
８
年
7
月
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
針
の
下
、
優
れ
た
特
色
を
強

化
し
つ
つ
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、地
球
環
境
悪
化
に
対
応
し
う
る
学
部
、

学
科
再
編
成
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
財
政
改
革
で
は
附
属
中
学
・
高
校
の
恒

常
赤
字
解
消
を
目
指
し
教
員
、
労
働
組
合

の
協
力
も
得
て
、
定
員
の
半
分
に
ま
で
落

ち
込
ん
だ
生
徒
確
保
へ
教
育
力
充
実
、
教

員
に
よ
る
近
隣
中
高
校
か
ら
の
生
徒
勧
誘

努
力
と
あ
わ
せ
、
教
員
と
理
事
長
、
常
務

理
事
の
賞
与
カ
ッ
ト
と
教
育
研
究
費
の
削

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
6
月
、
生
徒
数
の
激
減
に

比
べ
過
大
な
教
員
数
67
名
を
20
名
、
特
別

の
早
期
退
職
優
遇
制
度
を
新
設
の
上
退
職

し
て
い
た
だ
く
方
針
を
決
め
教
員
、
組
合

に
提
示
し
ま
し
た
。

来
春
の
新
入
生
が
篠
澤
文
雄
校
長
は
じ
め

教
職
員
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
の

水
準
ま
で
回
復
せ
ず
、
展
望
も
見
通
せ
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
さ
ら
に
厳
し
い
コ

ス
ト
削
減
策
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

 2020年 　年頭所感

　
こ
の
間
長
年
、
赤
字
を
続
け
て
き
た
幼

稚
園
・
ナ
ー
ス
リ
ー
は
板
橋
区
の
補
助
金

を
得
て
定
員
を
増
や
す
新
方
式
で
、
収
支

均
衡
に
近
付
け
る
目
途
が
た
ち
ま
し
た
。

　
意
識
改
革
で
は
、
２
０
１
６
年
の
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
の
展
開
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
一
昨
年
春
の
大
学
人
文
学
部

の
定
員
オ
ー
バ
ー
に
よ
る
補
助
金
カ
ッ
ト

は
、
関
係
者
の
情
報
収
集
力
、
教
職
員
間

伝
達
力
の
内
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
原
因
で
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
全
面

禁
止
も
そ
の
重
要
な
柱
で
す
。

　
私
は
か
ね
て
か
ら
組
織
活
性
化
の
第
一

歩
は
内
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化

に
あ
る
と
考
え
、実
践
も
し
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
10
〜
11
月
に
続
き
昨
年
同
時
期
に

日
本
経
済
新
聞
紙
で
、
学
園
初
の
本
格
宣

伝
広
告
を
掲
載
、
企
業
な
ど
へ
の
知
名
度

向
上
を
図
っ
て
い
る
の
も
そ
の
一
環
で

す
。

　
新
年
は
こ
う
し
た
「
教
育
」「
財
政
」「
意

識
」
改
革
の
さ
ら
な
る
浸
透
に
力
点
を
置

き
ま
す
。

東京家政大学・東京家政大学短期大学部　学長　山本 和人

昭和 49 年 3 月　埼玉大学教育学部小学校教員養成課程（教育学専修）卒業
昭和 53 年 3 月　東京教育大学大学院　修士課程教育学研究科社会教育専修修了［教育学修士］
昭和 54 年 3 月　筑波大学博士課程大学院　教育学研究科社会教育学専修博士課程単位取得後退学
昭和 54 年 4 月　金沢大学・大学教育開放センター助手 （昭和 62 年 3 月まで）
昭和 62 年 4 月から本学に勤務
　　　　　　　　 文学部長、図書館長、地域連携推進センター所長、人文学部長を歴任
平成 29 年 4 月　東京家政大学・東京家政大学短期大学部　学長　就任

謹
賀
新
年
　
来
年
令
和
3
年
度
は
、
本

学
創
立
1
4
0
周
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
目
前
に
、
東
京
家
政
大
学
に
と
っ
て
令

和
元
年
度
は
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

大
学
は
、
板
橋
校
舎
2
学
部
で
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
併
せ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
が
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
に
は
新
た
な
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
更
に

学
生
の
英
語
力
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

教
学
組
織
の
会
議
体
系
見
直
し
を
始
め
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
6
月
以

降
、
協
議
会
と
切
り
分
け
た
、
全
学
的
・

総
合
的
な
課
題
等
を
検
討
す
る
最
高
位
の

会
議
と
し
て
全
学
運
営
会
議
を
定
め
、
そ

の
も
と
に
4
つ
の
特
別
委
員
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、将
来
構
想
検
討
、

改
組
検
討
、
会
議
規
程
等
検
討
、
教
育
の

質
保
証
検
討
の
4
種
類
の
委
員
会
で
す
。

そ
れ
ら
の
委
員
会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
提
案
を
ま
と
め
て
頂
い
て
い
ま
す
。

激
動
は
今
年
も
続
き
ま
す
。
と
い
う
よ

り
も
、
本
学
は
「
激
動
期
に
入
っ
た
」
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
年
、
P
D
C
A

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
検
討
を
加
え
、
更
に

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
り
魅
力
あ
る
大
学
へ
と

変
化
す
る
た
め
、「
ひ
と
の
生（
L
i
f
e
） 

を
支
え
る
学
の
構
築
」
を
目
指
し
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
を
行
う
東
京

家
政
大
学
へ
と
改
組
を
検
討
中
で
す
。

そ
し
て
、
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
た

よ
う
に
、諸
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
が
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
と
し
て
の
活
動
を

開
始
し
ま
す
。
包
括
協
定
を
結
ん
で
い
る

自
治
体
の
首
長
様
か
ら
も
、
機
構
の
活
動

に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂
き
、
産
官
学
民
と

の
連
携
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、

先
生
方
や
学
生
た
ち
が
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
活
動
を
生
か
し
、
総
力
を
挙
げ

て
、
本
学
ら
し
い
教
育
・
研
究
の
「
家
政

大
ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
学
と
し
て
誕
生
し
た
本
学
は
、
家
政

学
部
か
ら
始
ま
り
、短
期
大
学
部
を
併
設
、

人
文
学
部
、
看
護
学
部
（
現
在
は
健
康
科

学
部
）、
子
ど
も
学
部
を
加
え
、
4
学
部

の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
大
学
院

も
設
置
し
、
本
格
的
な
総
合
大
学
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
こ
の
時
に
、
栄
養

学
、
児
童
学
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
分
野

の
充
実
・
拡
大
を
図
り
、
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
た
学
部
体
制
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

大
学
は
、
教
職
員
だ
け
で
創
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
、
卒
業
生
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
社
会
的
な
承
認

と
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
皆
様
か
ら
の

お
力
を
得
て
、
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
園
の
三
大
改
革
を
加
速

理
事
長
　菅
谷 

定
彦

東
京
家
政
大
学
は
変
わ
り
ま
す
！

学
長
　山
本 
和
人
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東京家政大学で過ごした日 と々、
わたしからの「ありがとう」
３月に卒業を迎える大学 4年生、短大 2年生。
東京家政大学・東京家政大学短期大学部で過ごした日々を振り返り、
感謝を伝えたい相手にその思いを伝えてもらいます。
本学の生活信条「愛情・勤勉・聡明」が漂う、
令和元年度卒業生のメッセージを是非ご一読ください。

高
校
生
の
時
に
文
化
祭
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
う
部
活
動
「
服
飾
部
」
に
所
属
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
服
飾
関
係
の
進
路
を
選

び
ま
し
た
。
専
門
学
校
の
選
択
肢
も
あ
り
ま
し

た
が
、
よ
り
自
由
に
幅
広
く
学
べ
る
4
年
制
大

学
を
選
び
ま
し
た
。
実
際
に
、
共
通
科
目
を
通

じ
て
「
日
本
国
憲
法
」
の
よ
う
な
大
人
で
あ
れ

ば
身
に
着
け
て
お
く
べ
き
教
養
を
改
め
て
大
学

で
学
べ
た
こ
と
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
、
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
年
間
で
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
大
学
3

年
の
前
期
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
製
作
す
る
「
服
飾

造
形
Ⅲ
」
の
授
業
で
す
。
ウ
ー
ル
生
地
は
他
の

生
地
と
比
べ
て
扱
い
づ
ら
く
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は

製
作
工
程
も
多
い
こ
と
に
加
え
、
裏
側
を
丁
寧

に
処
理
し
な
い
と
表
面
が
き
れ
い
に
仕
上
が
ら

な
い
と
い
っ
た
縫
製
技
術
も
求
め
ら
れ
、
苦
労

し
ま
し
た
。
授
業
が
あ
っ
た
土
曜
日
は
朝
か
ら

夜
ま
で
、
大
学
に
こ
も
っ
て
製
作
に
励
み
ま
し

た
。
2
年
後
期
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
同
じ
生
地
で

製
作
し
た
パ
ン
ツ
と
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
で
も
使
え
、

就
職
活
動
で
も
着
用
し
た
思
い
入
れ
の
あ
る
一

着
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
株
式
会
社
ル
ミ
ネ
に
内
定
し
て

い
ま
す
。
ル
ミ
ネ
に
就
職
し
た
先
輩
の
話
を
聞

い
て
興
味
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
飲
食
や
雑

貨
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
、
洋
服
以

外
の
興
味
も
生
か
し
な
が
ら
可
能
性
を
広
げ
て

仕
事
が
で
き
そ
う
と
思
い
、
採
用
試
験
を
受
け

ま
し
た
。
内
定
者
懇
親
会
で
会
っ
た
キ
ラ
キ
ラ

し
た
オ
ー
ラ
を
放
つ
女
性
社
員
の
「
友
達
の
誰

よ
り
も
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
自
信
が
あ
る
」

と
語
る
姿
に
憧
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
自
身
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
、
仕
事
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

卒
業
研
究
で
は
、
履
修
し
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
ブ
ラ
ン
ド
企
画
を
立
案
し
、
そ
の
企
画
書

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
柄
物
で
個

性
を
持
た
せ
な
が
ら
も
上
品
さ
を
忘
れ
な
い
ブ

ラ
ン
ド
」
で
す
。
各
ア
イ
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
画
を

描
き
、
使
用
す
る
カ
ラ
ー
の
世
界
観
を
絞
り
な

が
ら
プ
リ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
を
作
成
、
デ
ザ
イ
ン

画
へ
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
せ
、
最
終
的
に
は
取
り
扱

う
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
決
め
て
企
画
書
に

ま
と
め
ま
す
。
内
定
先
の
ル
ミ
ネ
で
、メ
ー
カ
ー

と
協
業
で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
い
る
事
業

に
い
つ
か
携
わ
っ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

る
の
で
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

就職活動で心が折れかけていた時にアドバイスをくれた、アル
バイト先の店長に感謝しています。書類選考が通らなかったり、
手応えを感じていた面接で落ちてしまったり、就職活動を続ける
のが辛い時期がありました。そんなとき、社会人経験を積んだ女
性店長が「そのままの佐藤さんで良いんだよ。自然体で無理に飾
ることなくありのままで話せば、絶対に面接官に伝わって上手く
いくはず」と声をかけてくれました。この言葉はわたしの胸にス
トンと落ち、気持ちがスッと晴れたのを覚えています。そこから、
肩の力を抜いて臨むことを意識するようになると、結果が変わっ
てきました。あのときの店長の言葉があったからこそ、今に繋がっ
ています。ありがとうございました。

中
学
生
の
頃
か
ら
友
達
の
悩
み
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
話
を
聞
く
だ
け
で
も
人

の
心
に
は
変
化
が
生
じ
る
と
感
じ
て
い
て
、
高

校
の
職
業
別
講
演
会
で
臨
床
心
理
士
の
話
を
聞

き
、
大
学
で
は
心
理
学
を
学
ぼ
う
と
決
め
て
い

ま
し
た
。

大
学
に
入
学
し
て
最
初
に
実
感
し
た
の
は
、

心
理
学
の
奥
深
さ
。
一
口
に
心
理
学
と
い
っ
て

も
、
学
習
心
理
や
社
会
心
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
科
学
的
な
分

析
や
、
哲
学
的
に
捉
え
る
科
目
も
あ
り
、
非
常

に
興
味
深
い
学
問
で
す
。
特
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
、
発
達
心
理
学
と
障
害
者
・
障
害
児
心
理

学
で
、
実
際
に
発
達
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
学

習
支
援
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
と
、
ど
う

し
て
こ
の
子
は
こ
う
い
う
行
動
に
出
る
の
だ
ろ

う
と
か
、
わ
た
し
だ
っ
た
ら
同
じ
こ
と
を
言
わ

れ
れ
ば
理
解
で
き
る
の
に
ど
う
し
て
こ
の
子
に

は
伝
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
か
、
様
々
な
疑
問

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
疑
問
を
図
書
館
で

調
べ
た
り
、
周
り
の
人
に
聞
い
て
み
た
り
す
る

こ
と
で
、
心
理
学
の
知
識
を
深
め
ら
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

目
指
し
て
い
る
臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
に

は
大
学
院
修
了
が
必
須
な
の
で
、
卒
業
後
の
進

路
は
お
の
ず
と
大
学
院
進
学
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
を
す
る
中
で
大
学
2
年
の
終
わ
り
頃

に
学
問
領
域
や
研
究
内
容
か
ら
九
州
大
学
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
熊
本
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
大
学
卒
業
後
は
東
京
を
離
れ
、
静
か
な
環

境
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

受
験
に
向
け
て
、
3
年
生
の
夏
休
み
か
ら
専
門

科
目
の
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
、
願
書
提
出
時

に
必
要
な
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苦
し
い
受
験

準
備
期
間
を
経
て
、
昨
年
9
月
に
九
州
大
学
大

学
院
へ
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
立

の
大
学
院
は
、
外
部
の
大
学
か
ら
の
学
生
受
け

入
れ
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
合
格

し
た
時
に
は
本
当
に
嬉
し
く
て
安
堵
し
ま
し
た
。

将
来
に
つ
い
て
は
、
発
達
障
害
を
持
つ
人
と

そ
の
家
族
の
生
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
よ
う
な

支
援
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
発
達
障
害
に
か
か
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど

も
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
短
絡
的
に
特
性
を
障

害
に
結
び
付
け
る
こ
と
な
く
、「
人
が
持
つ
特
性

は
個
性
な
の
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
良

い
ん
だ
よ
」
と
い
う
認
識
が
広
が
る
社
会
に
な

れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

上田 綾香さん

人文学部心理カウンセリング学科4年

臨床心理士を目指し、 　　　
九州大学大学院へ進学

大学生活で多くの時間をともに過ごした友人に感謝して
います。熊本から上京して心細かったですが、友人に聞け
ばいろいろな情報を教えてくれました。特に、大学院への
進学を一緒に目指していた友人とは、受験の期間、毎晩遅
くまで図書館やパソコン室で一緒に勉強。隣で勉強に打ち
込む友人の姿を見て奮起できましたし、時にはふざけ合っ
て息抜きもできました。大学院合格も一緒に喜んでくれ、
大阪・京都へお疲れ様の旅行にも出かけました。あいにく
雨だったのに、それでも本当に楽しかった！大学で出会っ
たほとんどの友人とは、卒業後は離れてしまうけれど、時
間を見つけてお互いに会いに行き来する仲でいたいです。

祝
卒 業

一生懸命学んできた学生が夢をつかむためのキャリア支援
〈多彩なプログラム〉
板橋キャンパスでは「学生が主役」の発想で、1年次からキャリア形成に関する
知識や就業意識を高める多彩なプロブラムを用意しています。狭山キャンパス
では、学科の特色を踏まえ、業界の理解を深めるプログラムが特徴です。

〈個別指導の徹底〉
小学校校長・管理栄養士・保育園園長・看護師など、様々な経歴と実践経験を
持つ進路アドバイザーが在籍。自身の経験も踏まえた進路指導を行い、学生一人
ひとりが描くキャリアプランを、ともに実現させていきます。

佐藤 冴さん

家政学部服飾美術学科4年

内定先のルミネでも携わってみたい
ブランド企画を卒業研究で立案

大学・短大 ✿ 卒業学年特集大学・短大 ✿ 卒業学年特集



0405 Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.83Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.83

東京家政大学で過ごした日 と々、
わたしからの「ありがとう」
３月に卒業を迎える大学 4年生、短大 2年生。
東京家政大学・東京家政大学短期大学部で過ごした日々を振り返り、
感謝を伝えたい相手にその思いを伝えてもらいます。
本学の生活信条「愛情・勤勉・聡明」が漂う、
令和元年度卒業生のメッセージを是非ご一読ください。

高
校
生
の
時
に
文
化
祭
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
う
部
活
動
「
服
飾
部
」
に
所
属
し
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た
こ
と
も
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り
、
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た
。
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ま
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憲
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べ
た
こ
と
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非
常
に
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っ
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と
、
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返
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と
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ま
す
。

4
年
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で
最
も
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変
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っ
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の
は
、
大
学
3
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の
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期
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
製
作
す
る
「
服
飾

造
形
Ⅲ
」
の
授
業
で
す
。
ウ
ー
ル
生
地
は
他
の

生
地
と
比
べ
て
扱
い
づ
ら
く
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は

製
作
工
程
も
多
い
こ
と
に
加
え
、
裏
側
を
丁
寧

に
処
理
し
な
い
と
表
面
が
き
れ
い
に
仕
上
が
ら

な
い
と
い
っ
た
縫
製
技
術
も
求
め
ら
れ
、
苦
労

し
ま
し
た
。
授
業
が
あ
っ
た
土
曜
日
は
朝
か
ら

夜
ま
で
、
大
学
に
こ
も
っ
て
製
作
に
励
み
ま
し

た
。
2
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後
期
に
ジ
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と
同
じ
生
地
で

製
作
し
た
パ
ン
ツ
と
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
で
も
使
え
、

就
職
活
動
で
も
着
用
し
た
思
い
入
れ
の
あ
る
一

着
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
株
式
会
社
ル
ミ
ネ
に
内
定
し
て

い
ま
す
。
ル
ミ
ネ
に
就
職
し
た
先
輩
の
話
を
聞

い
て
興
味
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
飲
食
や
雑

貨
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
、
洋
服
以

外
の
興
味
も
生
か
し
な
が
ら
可
能
性
を
広
げ
て

仕
事
が
で
き
そ
う
と
思
い
、
採
用
試
験
を
受
け

ま
し
た
。
内
定
者
懇
親
会
で
会
っ
た
キ
ラ
キ
ラ

し
た
オ
ー
ラ
を
放
つ
女
性
社
員
の
「
友
達
の
誰

よ
り
も
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
自
信
が
あ
る
」

と
語
る
姿
に
憧
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
自
身
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
、
仕
事
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

卒
業
研
究
で
は
、
履
修
し
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
ブ
ラ
ン
ド
企
画
を
立
案
し
、
そ
の
企
画
書

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
柄
物
で
個

性
を
持
た
せ
な
が
ら
も
上
品
さ
を
忘
れ
な
い
ブ

ラ
ン
ド
」
で
す
。
各
ア
イ
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
画
を

描
き
、
使
用
す
る
カ
ラ
ー
の
世
界
観
を
絞
り
な

が
ら
プ
リ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
を
作
成
、
デ
ザ
イ
ン

画
へ
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
せ
、
最
終
的
に
は
取
り
扱

う
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
決
め
て
企
画
書
に

ま
と
め
ま
す
。
内
定
先
の
ル
ミ
ネ
で
、メ
ー
カ
ー

と
協
業
で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
い
る
事
業

に
い
つ
か
携
わ
っ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

る
の
で
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

就職活動で心が折れかけていた時にアドバイスをくれた、アル
バイト先の店長に感謝しています。書類選考が通らなかったり、
手応えを感じていた面接で落ちてしまったり、就職活動を続ける
のが辛い時期がありました。そんなとき、社会人経験を積んだ女
性店長が「そのままの佐藤さんで良いんだよ。自然体で無理に飾
ることなくありのままで話せば、絶対に面接官に伝わって上手く
いくはず」と声をかけてくれました。この言葉はわたしの胸にス
トンと落ち、気持ちがスッと晴れたのを覚えています。そこから、
肩の力を抜いて臨むことを意識するようになると、結果が変わっ
てきました。あのときの店長の言葉があったからこそ、今に繋がっ
ています。ありがとうございました。

中
学
生
の
頃
か
ら
友
達
の
悩
み
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
話
を
聞
く
だ
け
で
も
人

の
心
に
は
変
化
が
生
じ
る
と
感
じ
て
い
て
、
高

校
の
職
業
別
講
演
会
で
臨
床
心
理
士
の
話
を
聞

き
、
大
学
で
は
心
理
学
を
学
ぼ
う
と
決
め
て
い

ま
し
た
。

大
学
に
入
学
し
て
最
初
に
実
感
し
た
の
は
、

心
理
学
の
奥
深
さ
。
一
口
に
心
理
学
と
い
っ
て

も
、
学
習
心
理
や
社
会
心
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
科
学
的
な
分

析
や
、
哲
学
的
に
捉
え
る
科
目
も
あ
り
、
非
常

に
興
味
深
い
学
問
で
す
。
特
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
、
発
達
心
理
学
と
障
害
者
・
障
害
児
心
理

学
で
、
実
際
に
発
達
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
学

習
支
援
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
と
、
ど
う

し
て
こ
の
子
は
こ
う
い
う
行
動
に
出
る
の
だ
ろ

う
と
か
、
わ
た
し
だ
っ
た
ら
同
じ
こ
と
を
言
わ

れ
れ
ば
理
解
で
き
る
の
に
ど
う
し
て
こ
の
子
に

は
伝
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
か
、
様
々
な
疑
問

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
疑
問
を
図
書
館
で

調
べ
た
り
、
周
り
の
人
に
聞
い
て
み
た
り
す
る

こ
と
で
、
心
理
学
の
知
識
を
深
め
ら
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

目
指
し
て
い
る
臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
に

は
大
学
院
修
了
が
必
須
な
の
で
、
卒
業
後
の
進

路
は
お
の
ず
と
大
学
院
進
学
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
を
す
る
中
で
大
学
2
年
の
終
わ
り
頃

に
学
問
領
域
や
研
究
内
容
か
ら
九
州
大
学
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
熊
本
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
大
学
卒
業
後
は
東
京
を
離
れ
、
静
か
な
環

境
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

受
験
に
向
け
て
、
3
年
生
の
夏
休
み
か
ら
専
門

科
目
の
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
、
願
書
提
出
時

に
必
要
な
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苦
し
い
受
験

準
備
期
間
を
経
て
、
昨
年
9
月
に
九
州
大
学
大

学
院
へ
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
立

の
大
学
院
は
、
外
部
の
大
学
か
ら
の
学
生
受
け

入
れ
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
合
格

し
た
時
に
は
本
当
に
嬉
し
く
て
安
堵
し
ま
し
た
。

将
来
に
つ
い
て
は
、
発
達
障
害
を
持
つ
人
と

そ
の
家
族
の
生
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
よ
う
な

支
援
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
発
達
障
害
に
か
か
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど

も
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
短
絡
的
に
特
性
を
障

害
に
結
び
付
け
る
こ
と
な
く
、「
人
が
持
つ
特
性

は
個
性
な
の
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
良

い
ん
だ
よ
」
と
い
う
認
識
が
広
が
る
社
会
に
な

れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

上田 綾香さん

人文学部心理カウンセリング学科4年

臨床心理士を目指し、 　　　
九州大学大学院へ進学

大学生活で多くの時間をともに過ごした友人に感謝して
います。熊本から上京して心細かったですが、友人に聞け
ばいろいろな情報を教えてくれました。特に、大学院への
進学を一緒に目指していた友人とは、受験の期間、毎晩遅
くまで図書館やパソコン室で一緒に勉強。隣で勉強に打ち
込む友人の姿を見て奮起できましたし、時にはふざけ合っ
て息抜きもできました。大学院合格も一緒に喜んでくれ、
大阪・京都へお疲れ様の旅行にも出かけました。あいにく
雨だったのに、それでも本当に楽しかった！大学で出会っ
たほとんどの友人とは、卒業後は離れてしまうけれど、時
間を見つけてお互いに会いに行き来する仲でいたいです。

祝
卒 業

一生懸命学んできた学生が夢をつかむためのキャリア支援
〈多彩なプログラム〉
板橋キャンパスでは「学生が主役」の発想で、1年次からキャリア形成に関する
知識や就業意識を高める多彩なプロブラムを用意しています。狭山キャンパス
では、学科の特色を踏まえ、業界の理解を深めるプログラムが特徴です。

〈個別指導の徹底〉
小学校校長・管理栄養士・保育園園長・看護師など、様々な経歴と実践経験を
持つ進路アドバイザーが在籍。自身の経験も踏まえた進路指導を行い、学生一人
ひとりが描くキャリアプランを、ともに実現させていきます。

佐藤 冴さん

家政学部服飾美術学科4年

内定先のルミネでも携わってみたい
ブランド企画を卒業研究で立案
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中
学
生
の
時
の
入
院
が
き
っ
か
け
で
、
看
護

師
を
目
指
し
ま
し
た
。
色
々
な
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き
、
在
学
生
の
雰
囲
気
や

勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
に
惹
か
れ
て
東
京
家

政
大
学
に
決
め
ま
し
た
。

大
学
4
年
に
な
っ
た
今
は
、
看
護
師
に
加
え

保
健
師
を
目
指
し
て
保
健
師
課
程
（
選
抜
制
）

を
履
修
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
実
習
で
は
、
乳
幼
児
教
室
に
参
加
さ
れ
た

お
母
さ
ん
か
ら
「
初
め
て
の
子
ど
も
で
不
安
も

多
い
け
れ
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
場
所
」
と
の
声
を
聞
き
、
住
民
に
寄

り
添
う
保
健
師
の
役
割
を
現
場
で
実
感
で
き
た

こ
と
は
印
象
深
い
出
来
事
で
し
た
。

大
学
生
活
を
振
り
返
る
と
、
想
像
し
て
い
た

よ
り
も
何
十
倍
も
楽
し
く
て
、
充
実
の
毎
日
で

し
た
。
学
業
優
先
で
勉
強
に
励
み
な
が
ら
、
球

技
同
好
会
に
所
属
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル
で
汗
を
流

し
、
試
食
販
売
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
初
対
面
の

方
に
話
し
か
け
る
度
胸
も
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
4
年
間
は
実
家
を
離
れ
て
学
寮
で
過
ご
し

た
の
で
、
金
銭
感
覚
や
洗
濯
・
掃
除
な
ど
日
常

生
活
で
も
成
長
が
あ
り
ま
し
た
し
、
学
年
・
学

部
を
超
え
た
交
友
関
係
を
築
け
た
こ
と
が
何
よ

り
自
分
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
家
政
大
学
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
断
言

で
き
る
理
由
は
、
教
職
員
と
の
距
離
が
近
い
こ

と
。
学
業
や
実
習
の
こ
と
、
生
活
面
や
経
済
面

の
こ
と
も
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
、
親
身
に
話

を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
何
か
新
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
け
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
応
援
し
て

も
ら
え
ま
す
。
今
年
度
の
後
期
に
「
球
技
祭
」

を
企
画
・
実
施
し
た
際
に
も
、
惜
し
み
な
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

か
ら
、
母
校
と
な
る
大
学
へ
恩
返
し
が
し
た
く

て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
毎
回
参
加
し
、
受
験
生
へ
大
学
の
魅
力
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
千
葉
県
の
総
合
病
院
で
働
く
予
定

で
す
。
大
学
1
年
の
頃
か
ら
様
々
な
病
院
や
保

健
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
ね
、

10
ヵ
所
以
上
で
体
験
し
ま
し
た
。
自
分
が
納
得

で
き
る
就
職
が
し
た
い
と
の
想
い
が
強
く
あ
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
施
設
ご
と
の

雰
囲
気
や
特
徴
を
知
り
な
が
ら
、
自
分
が
ど
こ

で
ど
う
働
き
た
い
の
か
を
深
掘
り
す
る
こ
と
も

で
き
、
そ
の
結
果
新
人
看
護
師
の
育
成
を
大
事

に
し
て
く
れ
る
、
今
の
内
定
先
に
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
は
、
2
月
の
国
家
試
験
に
向
け
て

勉
強
の
日
々
で
す
。
学
寮
の
自
室
に
は
、「
試
験

の
目
標
点
数
」
と
「
起
き
て
い
る
時
間
は
机
に

座
っ
て
勉
強
！
」
と
書
い
た
紙
を
貼
っ
て
、
自

分
自
身
を
鼓
舞
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
と
努
力
の

姿
勢
、
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

こ
の
先
も
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

看護学科は学費も高いこともあり、大学に

通わせてくれた両親には感謝を伝えたいです。

自身もアルバイトをしていましたが、現在履

修している保健師課程は選抜試験があり、そ

れに向けて学業を優先することができたのも、

両親のおかげです。また、保健師の実習で、

育児の大変さを目の当たりにし、3 人の子ど

もを育てた両親の偉大さを実感しました。い

つも応援してくれて、ありがとう。

私
が
小
学
生
の
頃
に
生
ま
れ
た
従
弟
と
一
緒

に
遊
び
面
倒
を
見
る
中
で
、
子
ど
も
の
可
愛
さ

に
気
づ
い
た
こ
と
が
保
育
士
を
目
指
す
き
っ
か

け
で
し
た
。
東
京
家
政
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
た
た
か
い
校
風
だ
と
感
じ
、
特
別

支
援
や
健
康
保
育
に
関
す
る
科
目
構
成
に
も
惹

か
れ
て
、
子
ど
も
支
援
学
科
に
入
学
を
決
意
し

ま
し
た
。

大
学
生
活
で
最
も
濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
の

は
、
3
年
次
の
保
育
実
習
で
す
。
新
た
な
発
見

や
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
た
期
間
で
し
た
。
例
え

ば
、「
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
と
い
う
絵
本
を

題
材
に
し
て
3
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
画
用
紙

に
書
い
た
絵
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
ぐ
る
ぐ
る
し
た

丸
や
線
で
し
た
。
何
を
書
い
た
の
？
と
子
ど
も

に
尋
ね
る
と
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
新
幹
線
な
ど

の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
描
か
れ
た
絵
に

は
、
子
ど
も
た
ち
な
り
の
世
界
が
あ
る
の
だ
と
、

興
味
深
い
発
見
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
に
は
、
そ
の
場
限
り

の
幕
引
き
で
は
な
く
て
、
成
長
機
会
に
繋
げ
る

た
め
の
保
育
士
か
ら
の
言
葉
が
け
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
専
門
的
な
勉
強
を
し
た

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
気
づ
き
で
し
た
。

卒
論
の
テ
ー
マ
設
定
も
実
習
中
の
気
づ
き
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
発
す
る
言

葉
に
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
や
擬
態
語
な
ど

の
総
称
）
を
使
っ
た
面
白
い
言
葉
が
多
く
、
さ
ら

に
保
育
者
も
「
う
さ
ぎ
に
な
り
き
っ
て
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
し
よ
う
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
保
育
の
中

で
頻
繁
に
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
注
目
し
て
、
卒

論
は
「
遊
び
に
見
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
よ
る
子

ど
も
の
育
ち
〜
自
由
遊
び
場
面
の
観
察
を
通
し
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
静
岡
県
出
身
な
の
で
高
校
卒
業
後

は
実
家
を
離
れ
、
大
学
2
年
ま
で
は
学
寮
で
過

ご
し
、
3
年
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

す
。
学
寮
は
、
学
部
と
学
年
が
混
在
し
た
4
人

部
屋
で
し
た
。
授
業
を
受
け
る
だ
け
の
学
生
生

活
で
は
絶
対
に
知
り
合
え
な
い
学
部
を
超
え
た

友
達
や
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
先

輩
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
と
も
食
事
に
出
掛
け

た
り
、
消
灯
前
ま
で
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
学
生
生
活
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
2
年
目
に
な
る
一
人
暮
ら
し
は
、
ど

ん
な
に
疲
れ
て
帰
っ
て
も
家
事
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
慣
れ

て
き
た
今
は
自
分
の
自
由
な
時
間
を
楽
し
め
て

い
ま
す
。

卒
業
後
は
都
内
の
私
立
保
育
園
で
保
育
士
と

し
て
働
く
予
定
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
考
え
る
力
や
豊
か
な
発
想
を
大
切
に
し
て
、

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
け
る
保
育
者
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

経済的にも精神的にも支えてくれている両親には、本
当に感謝しています。一人暮らしを始めてからは、母に
電話で、体調を崩して発熱したときに熱を早く下げる方
法を教えてもらったり、決断に迷っているときに話を聞
いてもらったりしています。何か困ったことがあったら、
遠くにいても助けてくれる、というのは心強いです。も
ちろん、普段でも、ご飯のアレンジ方法を聞くなど、家
事や生活の知恵も教えてもらっています。小さい頃から、
わたしがやってみたいことに両親はノーと言うことなく、
環境を用意してくれたことで、今の自分があります。様々
な経験をさせてくれたこと、一人暮らしをさせてくれた
こと、大学で勉強させてくれたことに、感謝しています。

松原 舞さん

健康科学部看護学科4年

教職員の惜しみないサポートに
感謝、大学への恩返しも

平田 莉奈さん

子ども学部子ども支援学科4年

子どもの考える力や発想を大切に
可能性を広げる保育者を目指して

自然豊かな環境に、子どものための施設を併設
〈かせい森のおうち〉
０～６歳の乳幼児たちが毎日元気に過ごす狭山市の認可保育所

〈かせい森のクリニック〉
小児・アレルギー科、小児神経内科（発達障がい）、内科、循環器内科を診療・
研究する医療機関（※予約制）

〈かせい森の放課後等デイサービス「つくし」〉
特別支援学級・通級指導教室などに在籍している小中学生（高校生）を対象に、
発達・成長を支援する施設かせい森のおうち（保育所）

2018年に健康科学部へ、
リハビリテーション学科も開設

狭山キャンパス6号館（リハビリテーション学科）

2016 年入学の現大学４年生が入学した当時、現在の健康科学部は看
護学部でした。２年後の 2018 年４月に健康科学部へ名称を変更し、
リハビリテーション学科を開設。作業療法士と理学療法士の２職種
を養成する大学は、日本の女子大学において本学が初めてです。
「自分らしく生活する」を支える看護およびリハビリテーションサー
ビスが実践できる専門職者の育成が健康科学部のミッションです。
2019年 6月には「かせい森の産後ケアサロン」も開設しました。
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中
学
生
の
時
の
入
院
が
き
っ
か
け
で
、
看
護

師
を
目
指
し
ま
し
た
。
色
々
な
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き
、
在
学
生
の
雰
囲
気
や

勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
に
惹
か
れ
て
東
京
家

政
大
学
に
決
め
ま
し
た
。

大
学
4
年
に
な
っ
た
今
は
、
看
護
師
に
加
え

保
健
師
を
目
指
し
て
保
健
師
課
程
（
選
抜
制
）

を
履
修
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
実
習
で
は
、
乳
幼
児
教
室
に
参
加
さ
れ
た

お
母
さ
ん
か
ら
「
初
め
て
の
子
ど
も
で
不
安
も

多
い
け
れ
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
場
所
」
と
の
声
を
聞
き
、
住
民
に
寄

り
添
う
保
健
師
の
役
割
を
現
場
で
実
感
で
き
た

こ
と
は
印
象
深
い
出
来
事
で
し
た
。

大
学
生
活
を
振
り
返
る
と
、
想
像
し
て
い
た

よ
り
も
何
十
倍
も
楽
し
く
て
、
充
実
の
毎
日
で

し
た
。
学
業
優
先
で
勉
強
に
励
み
な
が
ら
、
球

技
同
好
会
に
所
属
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル
で
汗
を
流

し
、
試
食
販
売
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
初
対
面
の

方
に
話
し
か
け
る
度
胸
も
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
4
年
間
は
実
家
を
離
れ
て
学
寮
で
過
ご
し

た
の
で
、
金
銭
感
覚
や
洗
濯
・
掃
除
な
ど
日
常

生
活
で
も
成
長
が
あ
り
ま
し
た
し
、
学
年
・
学

部
を
超
え
た
交
友
関
係
を
築
け
た
こ
と
が
何
よ

り
自
分
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
家
政
大
学
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
断
言

で
き
る
理
由
は
、
教
職
員
と
の
距
離
が
近
い
こ

と
。
学
業
や
実
習
の
こ
と
、
生
活
面
や
経
済
面

の
こ
と
も
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
、
親
身
に
話

を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
何
か
新
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
け
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
応
援
し
て

も
ら
え
ま
す
。
今
年
度
の
後
期
に
「
球
技
祭
」

を
企
画
・
実
施
し
た
際
に
も
、
惜
し
み
な
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

か
ら
、
母
校
と
な
る
大
学
へ
恩
返
し
が
し
た
く

て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
毎
回
参
加
し
、
受
験
生
へ
大
学
の
魅
力
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
千
葉
県
の
総
合
病
院
で
働
く
予
定

で
す
。
大
学
1
年
の
頃
か
ら
様
々
な
病
院
や
保

健
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
ね
、

10
ヵ
所
以
上
で
体
験
し
ま
し
た
。
自
分
が
納
得

で
き
る
就
職
が
し
た
い
と
の
想
い
が
強
く
あ
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
施
設
ご
と
の

雰
囲
気
や
特
徴
を
知
り
な
が
ら
、
自
分
が
ど
こ

で
ど
う
働
き
た
い
の
か
を
深
掘
り
す
る
こ
と
も

で
き
、
そ
の
結
果
新
人
看
護
師
の
育
成
を
大
事

に
し
て
く
れ
る
、
今
の
内
定
先
に
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
は
、
2
月
の
国
家
試
験
に
向
け
て

勉
強
の
日
々
で
す
。
学
寮
の
自
室
に
は
、「
試
験

の
目
標
点
数
」
と
「
起
き
て
い
る
時
間
は
机
に

座
っ
て
勉
強
！
」
と
書
い
た
紙
を
貼
っ
て
、
自

分
自
身
を
鼓
舞
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
と
努
力
の

姿
勢
、
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

こ
の
先
も
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

看護学科は学費も高いこともあり、大学に

通わせてくれた両親には感謝を伝えたいです。

自身もアルバイトをしていましたが、現在履

修している保健師課程は選抜試験があり、そ

れに向けて学業を優先することができたのも、

両親のおかげです。また、保健師の実習で、

育児の大変さを目の当たりにし、3 人の子ど

もを育てた両親の偉大さを実感しました。い

つも応援してくれて、ありがとう。

私
が
小
学
生
の
頃
に
生
ま
れ
た
従
弟
と
一
緒

に
遊
び
面
倒
を
見
る
中
で
、
子
ど
も
の
可
愛
さ

に
気
づ
い
た
こ
と
が
保
育
士
を
目
指
す
き
っ
か

け
で
し
た
。
東
京
家
政
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
た
た
か
い
校
風
だ
と
感
じ
、
特
別

支
援
や
健
康
保
育
に
関
す
る
科
目
構
成
に
も
惹

か
れ
て
、
子
ど
も
支
援
学
科
に
入
学
を
決
意
し

ま
し
た
。

大
学
生
活
で
最
も
濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
の

は
、
3
年
次
の
保
育
実
習
で
す
。
新
た
な
発
見

や
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
た
期
間
で
し
た
。
例
え

ば
、「
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
と
い
う
絵
本
を

題
材
に
し
て
3
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
画
用
紙

に
書
い
た
絵
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
ぐ
る
ぐ
る
し
た

丸
や
線
で
し
た
。
何
を
書
い
た
の
？
と
子
ど
も

に
尋
ね
る
と
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
新
幹
線
な
ど

の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
描
か
れ
た
絵
に

は
、
子
ど
も
た
ち
な
り
の
世
界
が
あ
る
の
だ
と
、

興
味
深
い
発
見
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
に
は
、
そ
の
場
限
り

の
幕
引
き
で
は
な
く
て
、
成
長
機
会
に
繋
げ
る

た
め
の
保
育
士
か
ら
の
言
葉
が
け
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
専
門
的
な
勉
強
を
し
た

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
気
づ
き
で
し
た
。

卒
論
の
テ
ー
マ
設
定
も
実
習
中
の
気
づ
き
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
発
す
る
言

葉
に
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
や
擬
態
語
な
ど

の
総
称
）
を
使
っ
た
面
白
い
言
葉
が
多
く
、
さ
ら

に
保
育
者
も
「
う
さ
ぎ
に
な
り
き
っ
て
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
し
よ
う
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
保
育
の
中

で
頻
繁
に
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
注
目
し
て
、
卒

論
は
「
遊
び
に
見
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
よ
る
子

ど
も
の
育
ち
〜
自
由
遊
び
場
面
の
観
察
を
通
し
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
静
岡
県
出
身
な
の
で
高
校
卒
業
後

は
実
家
を
離
れ
、
大
学
2
年
ま
で
は
学
寮
で
過

ご
し
、
3
年
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

す
。
学
寮
は
、
学
部
と
学
年
が
混
在
し
た
4
人

部
屋
で
し
た
。
授
業
を
受
け
る
だ
け
の
学
生
生

活
で
は
絶
対
に
知
り
合
え
な
い
学
部
を
超
え
た

友
達
や
、
学
生
生
活
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
先

輩
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
と
も
食
事
に
出
掛
け

た
り
、
消
灯
前
ま
で
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
学
生
生
活
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
2
年
目
に
な
る
一
人
暮
ら
し
は
、
ど

ん
な
に
疲
れ
て
帰
っ
て
も
家
事
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
慣
れ

て
き
た
今
は
自
分
の
自
由
な
時
間
を
楽
し
め
て

い
ま
す
。

卒
業
後
は
都
内
の
私
立
保
育
園
で
保
育
士
と

し
て
働
く
予
定
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
考
え
る
力
や
豊
か
な
発
想
を
大
切
に
し
て
、

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
け
る
保
育
者
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

経済的にも精神的にも支えてくれている両親には、本
当に感謝しています。一人暮らしを始めてからは、母に
電話で、体調を崩して発熱したときに熱を早く下げる方
法を教えてもらったり、決断に迷っているときに話を聞
いてもらったりしています。何か困ったことがあったら、
遠くにいても助けてくれる、というのは心強いです。も
ちろん、普段でも、ご飯のアレンジ方法を聞くなど、家
事や生活の知恵も教えてもらっています。小さい頃から、
わたしがやってみたいことに両親はノーと言うことなく、
環境を用意してくれたことで、今の自分があります。様々
な経験をさせてくれたこと、一人暮らしをさせてくれた
こと、大学で勉強させてくれたことに、感謝しています。

松原 舞さん

健康科学部看護学科4年

教職員の惜しみないサポートに
感謝、大学への恩返しも

平田 莉奈さん

子ども学部子ども支援学科4年

子どもの考える力や発想を大切に
可能性を広げる保育者を目指して

自然豊かな環境に、子どものための施設を併設
〈かせい森のおうち〉
０～６歳の乳幼児たちが毎日元気に過ごす狭山市の認可保育所

〈かせい森のクリニック〉
小児・アレルギー科、小児神経内科（発達障がい）、内科、循環器内科を診療・
研究する医療機関（※予約制）

〈かせい森の放課後等デイサービス「つくし」〉
特別支援学級・通級指導教室などに在籍している小中学生（高校生）を対象に、
発達・成長を支援する施設かせい森のおうち（保育所）

2018年に健康科学部へ、
リハビリテーション学科も開設

狭山キャンパス6号館（リハビリテーション学科）

2016 年入学の現大学４年生が入学した当時、現在の健康科学部は看
護学部でした。２年後の 2018 年４月に健康科学部へ名称を変更し、
リハビリテーション学科を開設。作業療法士と理学療法士の２職種
を養成する大学は、日本の女子大学において本学が初めてです。
「自分らしく生活する」を支える看護およびリハビリテーションサー
ビスが実践できる専門職者の育成が健康科学部のミッションです。
2019年 6月には「かせい森の産後ケアサロン」も開設しました。
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今
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
る
「
学
生
赤
十
字

奉
仕
団
」は
、約
80
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
10
月
30
日
（
水
）
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
功
労
者
の
功
績
を
表
彰
す
る
「
令
和
元
年
度

東
京
都
赤
十
字
大
会
」
に
て
、
壇
上
に
登
壇
す
る

受
賞
代
表
に
選
ば
れ
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
部
長
の
宮
本
由
佳

子
さ
ん
と
副
部
長
の
鈴
木
綾
さ
ん
（
両
名
と
も
家

政
学
部
栄
養
学
科
栄
養
学
専
攻
3
年
）
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
よ
り
強
く

Ｑ
：
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
感
謝
状
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
都
赤
十
字
大
会
は
い

か
が
で
し
た
か
？

Ａ
：
会
場
は
明
治
神
宮
会
館
で
行
わ
れ
、
表
彰
受

賞
者
な
ど
約
千
人
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
経
験
で
き
な
い
機
会
に
恵
ま
れ
光
栄

で
し
た
し
、
日
本
赤
十
字
の
活
動
が
多
く
の

方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る

こ
と
も
実
感

し
、
自
分
た

ち
の
活
動
を

誇
り
に
思
う

気
持
ち
が
よ

り
強
く
な
り

ま
し
た
。

（
宮
本
さ
ん
）

Ｑ
：
普
段
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
日
本
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
中

で
も
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
と
い
う
位
置
づ
け

で
、
そ
こ
に
所
属
す
る
他
大
学
と
も
交
流
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
都
内
を

中
心
に
、①
献
血
推
進 

②『
フ
レ
ン
ズ
』（
詳
し

く
は
後
述
参
照
） 

③
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
と

の
交
流
（
日
野
市
） 

④
老
人
ホ
ー
ム 

⑤
児
童

館 

⑥
日
本
赤
十
字
社
の
協
議
会
・
講
習
会
へ

の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
宮
本
さ
ん
）

人
間
関
係
を
築
き
深
め
る
こ
と
を
楽
し
む

Ｑ
：
他
大
学
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
？

Ａ
：
人
脈
が
広
が
り
、
自
分
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
大
学
の
仲
間
は
同
じ
よ
う
な
志
向

性
や
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
比
較
的
多

く
、
だ
か
ら
こ
そ
意
気
投
合
で
き
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
分
と
は
全

く
違
う
感
性
を
持
ち
行
動
す
る
人
と
の
触
れ
合

い
が
、
ま
さ
に
大
学
生
活
と
い
っ
た
感
じ
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

色
々
な
感
情
も
沸
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
し
、
で

も
そ
の
分
だ
け
自
分
の
世
界
が
広
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。（
鈴
木
さ
ん
）

Ｑ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

Ａ
：『
フ
レ
ン
ズ
』
と
い
う
活
動
で
は
、
同
年
代
の

車
い
す
の
方
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

過
ご
し
ま
す
。
食
事
や
お
手
洗
い
の
介
助
も

す
る
の
で
す
が
、
最
初
は
と
て
も
不
安
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
子
に
対
し
て
わ
た
し
に
介
助

さ
れ
る
の
は
嫌
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
っ

て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
一
緒
に
数
時
間
レ

ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
過
ご
す
こ
と
で

徐
々
に
打
ち
解
け
て
、
最
後
に
は
そ
の
子
が

手
を
つ
な
い
で
き
て
く
れ
て
。
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
他
の
方
と
も
交
流
で
き
た
ら

も
っ
と
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
、
活
動

を
継
続
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
で

し
た
。
今
で
は『
フ
レ
ン
ズ
』は
わ
た
し
に
と
っ

て
の
居
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。（
宮
本
さ
ん
）

Ｑ
：
介
助
を
す
る
際
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
相
手
の

望
む
こ
と
を
汲
み
取
り
な
が
ら
介
助
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
愛
の
な

い
話
を
し
な
が
ら
お
互
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
関
係
性
を
築
い
て
い
く
の
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
初
め
は
少
し
つ
ん
け
ん
し
た
態

度
だ
っ
た
車
い
す
の
方
が
、
交
流
の
時
間
を

重
ね
る
中
で
、
柔
和
な
顔
つ
き
で
自
ら
わ
た

し
た
ち
に
話
し
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
の
周
囲
と
の

人
間
関
係
や
生
活
が
良
い
方
向
に
変
わ
っ
た

の
か
な
と
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
と
人
助
け
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
楽
し
く
な
い
と
続
か
な
く
て
、

人
間
関
係
を
築
き
深
め
る
こ
と
を
楽
し
む
、

そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
根
源
で
す
。

（
鈴
木
さ
ん
）

Ｑ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
を
見

る
目
も
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
：『
フ
レ
ン
ズ
』
の
活
動
で
は
夏
に
旅
行
を
す
る

の
で
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
っ
た
観
光

施
設
が
少
な
い
、
も
し
く
は
地
域
に
よ
っ
て

は
無
い
場
合
も
多
く
て
、
旅
行
を
企
画
す
る

の
に
四
苦
八
苦
し
ま
す
。
み
ん
な
が
気
兼
ね

な
く
楽
し
め
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
も
っ
と
増

え
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
自
分
と
し

て
も
そ
の
分
野
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
鈴
木
さ
ん
）

成
分
献
血
と
い
う
選
択
肢
も

Ｑ
：
学
内
で
た
ま
に
献
血
バ
ス
が
来
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
が
？

Ａ
：
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
年
に
3
回
ほ
ど
献
血
推

進
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
献
血
い
た
だ
く
方
の

健
康
を
守
る
た
め
に
4
0
0
m
L
献
血
は
体
重

50
㎏
以
上
と
い
う
基
準
も
あ
り
、
そ
れ
で
断
念

す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
血
小
板
や
血

漿
と
い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け
を
採
血
す
る
成

分
献
血
な
ら

体
重
40
㎏
以

上
で
あ
れ
ば

で
き
る
の
で
、

健
康
な
方
に

献
血
の
ご
協

力
を
是
非
お

願
い
し
た
い

で
す
。

（
宮
本
さ
ん
）

東京都赤十字大会にて受賞の様子

板橋キャンパス85周年記念館前

部長の宮本さん（右）、副部長の鈴木さん（左）

日
本
赤
十
字
社
か
ら

感
謝
状
、受
賞
代
表
と
し
て

東
京
都
大
会
に
登
壇

公認サークル
「学生赤十字奉仕団」

短期大学部から
東京家政大学への編入（3年次）も可能
さらに学びを深めたい場
合には、併設短大推薦編
編入の制度があります。
２年次に編入学試験を受
験し合格すれば、保育科・
栄養科から東京家政大学
への編入が可能です。

●保育科の編入先
児童学科（児童学専攻、育児支援専攻）、児童教育学科、環境教育学
科、英語コミュニケーション学科、心理カウンセリング学科、教育
福祉学科
●栄養科の編入先
栄養学科（栄養学専攻、管理栄養士専攻）環境教育学科、英語コ
ミュニケーション学科、心理カウンセリング学科、教育福祉学科

小
学
校
の
頃
か
ら
保
育
士
に
な
る
の
が
夢
で
、

高
校
入
学
当
初
か
ら
東
京
家
政
大
学
短
期
大
学

部
保
育
科
を
目
指
し
、
指
定
校
推
薦
で
入
学
し

ま
し
た
。

短
大
保
育
科
は
2
年
間
で
幼
稚
園
教
諭
２
種
・

保
育
士
の
2
つ
の
資
格
を
取
得
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
特
に
1
年
次
は
1
限
か
ら
5
限

ま
で
全
て
授
業
が
あ
る
日
も
多
く
、
入
学
し
た

て
の
頃
は
ど
う
や
っ
て
こ
な
し
て
い
こ
う
か
と

途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
わ
た
し
が
工
夫
し
た
の
は
時
間
の
使
い
方

で
す
。
帰
り
の
電
車
で
、
そ
の
日
の
ノ
ー
ト
を

見
な
が
ら
記
憶
が
鮮
明
な
う
ち
に
内
容
を
整
理

し
て
復
習
し
、
帰
宅
後
は
翌
日
の
予
習
に
あ
て

ま
し
た
。
予
習
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
、
先

生
は
こ
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
な
と
予
測
で
き
、
余
裕
を
も
っ
て
よ
り
多
く

の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
高
校
ま
で
と
は
違
っ

て
、
専
門
知
識
や
実
践
的
な
こ
と
を
学
ぶ
短
大

生
活
で
は
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
自
分
の
も
の
と

し
て
確
実
に
身
に
着
け
な
い
と
い
け
な
い
で
す

し
、
し
か
も
多
く
の
授
業
を
並
行
し
て
履
修
す

る
の
で
、
短
時
間
で
も
集
中
し
て
勉
強
す
る
、

こ
れ
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
2
年
間
で
特
に
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
「
実
習
」
で
、
新
し
い
視
点
で
保
育

士
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
し
た
。

大
事
な
の
は
、
保
育
士
が
何
か
を
し
て
あ
げ
よ

う
、
何
か
を
し
な
き
ゃ
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

子
ど
も
が
成
長
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
な
の

か
、
子
ど
も
を
し
っ
か
り
と
観
察
す
る
こ
と
で

し
た
。
実
際
の
現
場
で
、
子
ど
も
を
相
手
に
し

て
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
以
外
の
学
生
生
活
も
、
欲
張
っ
て
い
ろ

い
ろ
と
経
験
し
ま
し
た
。
個
人
的
に
洋
服
が
大

好
き
で
、
ア
パ
レ
ル
販
売
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

経
験
す
る
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る

時
間
も
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

時
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
、
勉
強
に
も
よ
り

一
層
集
中
し
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

卒
業
後
は
私
立
保
育
園
に
就
職
予
定
で
す
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
と
同
時
に
、
短
大
で
教

わ
っ
た
子
ど
も
に
関
す
る
知
識
や
関
わ
り
方
以

外
に
も
、
必
要
な
こ
と
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
待

ち
構
え
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
就
職
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
、
だ
か
ら
こ
の
先
も
努
力
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。

この 2 年間を振り返り、一番に感謝したいのは母です。
とりわけ、実習期間にはたくさん支えてもらいました。帰
宅後は日誌に集中して良いからと、その期間だけは母が家
事を全て担当してくれ、実習先で指導員の方から受けたア
ドバイスについて相談すると「働いてからじゃなくて、今
わかったからこそ良かった。次に生かせばプラスになる！」
と前向きな言葉を掛けてくれました。おいしい料理を作っ
て待っていてくれて、「おかえり」の言葉だけで、安心す
ることができました。小さいころから保育士になりたいと
言ってきたわたしを、自分がやりたいことをやりなさいと、
応援し続けてくれる母に感謝の気持ちでいっぱいです。

就職がゴールではない
この先も努力し続けなければ

安井 華綺さん

短期大学部保育科2年

大学・短大 ✿ 卒業学年特集大学 ✿ サークル紹介
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今
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
る
「
学
生
赤
十
字

奉
仕
団
」は
、約
80
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
10
月
30
日
（
水
）
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
功
労
者
の
功
績
を
表
彰
す
る
「
令
和
元
年
度

東
京
都
赤
十
字
大
会
」
に
て
、
壇
上
に
登
壇
す
る

受
賞
代
表
に
選
ば
れ
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
部
長
の
宮
本
由
佳

子
さ
ん
と
副
部
長
の
鈴
木
綾
さ
ん
（
両
名
と
も
家

政
学
部
栄
養
学
科
栄
養
学
専
攻
3
年
）
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
よ
り
強
く

Ｑ
：
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
感
謝
状
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
都
赤
十
字
大
会
は
い

か
が
で
し
た
か
？

Ａ
：
会
場
は
明
治
神
宮
会
館
で
行
わ
れ
、
表
彰
受

賞
者
な
ど
約
千
人
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
経
験
で
き
な
い
機
会
に
恵
ま
れ
光
栄

で
し
た
し
、
日
本
赤
十
字
の
活
動
が
多
く
の

方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る

こ
と
も
実
感

し
、
自
分
た

ち
の
活
動
を

誇
り
に
思
う

気
持
ち
が
よ

り
強
く
な
り

ま
し
た
。

（
宮
本
さ
ん
）

Ｑ
：
普
段
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
日
本
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
中

で
も
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
と
い
う
位
置
づ
け

で
、
そ
こ
に
所
属
す
る
他
大
学
と
も
交
流
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
都
内
を

中
心
に
、①
献
血
推
進 

②『
フ
レ
ン
ズ
』（
詳
し

く
は
後
述
参
照
） 

③
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
と

の
交
流
（
日
野
市
） 

④
老
人
ホ
ー
ム 

⑤
児
童

館 

⑥
日
本
赤
十
字
社
の
協
議
会
・
講
習
会
へ

の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
宮
本
さ
ん
）

人
間
関
係
を
築
き
深
め
る
こ
と
を
楽
し
む

Ｑ
：
他
大
学
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
？

Ａ
：
人
脈
が
広
が
り
、
自
分
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
大
学
の
仲
間
は
同
じ
よ
う
な
志
向

性
や
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
比
較
的
多

く
、
だ
か
ら
こ
そ
意
気
投
合
で
き
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
分
と
は
全

く
違
う
感
性
を
持
ち
行
動
す
る
人
と
の
触
れ
合

い
が
、
ま
さ
に
大
学
生
活
と
い
っ
た
感
じ
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

色
々
な
感
情
も
沸
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
し
、
で

も
そ
の
分
だ
け
自
分
の
世
界
が
広
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。（
鈴
木
さ
ん
）

Ｑ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

Ａ
：『
フ
レ
ン
ズ
』
と
い
う
活
動
で
は
、
同
年
代
の

車
い
す
の
方
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

過
ご
し
ま
す
。
食
事
や
お
手
洗
い
の
介
助
も

す
る
の
で
す
が
、
最
初
は
と
て
も
不
安
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
子
に
対
し
て
わ
た
し
に
介
助

さ
れ
る
の
は
嫌
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
っ

て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
一
緒
に
数
時
間
レ

ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
過
ご
す
こ
と
で

徐
々
に
打
ち
解
け
て
、
最
後
に
は
そ
の
子
が

手
を
つ
な
い
で
き
て
く
れ
て
。
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
他
の
方
と
も
交
流
で
き
た
ら

も
っ
と
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
、
活
動

を
継
続
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
で

し
た
。
今
で
は『
フ
レ
ン
ズ
』は
わ
た
し
に
と
っ

て
の
居
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。（
宮
本
さ
ん
）

Ｑ
：
介
助
を
す
る
際
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
相
手
の

望
む
こ
と
を
汲
み
取
り
な
が
ら
介
助
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
愛
の
な

い
話
を
し
な
が
ら
お
互
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
関
係
性
を
築
い
て
い
く
の
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
初
め
は
少
し
つ
ん
け
ん
し
た
態

度
だ
っ
た
車
い
す
の
方
が
、
交
流
の
時
間
を

重
ね
る
中
で
、
柔
和
な
顔
つ
き
で
自
ら
わ
た

し
た
ち
に
話
し
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
の
周
囲
と
の

人
間
関
係
や
生
活
が
良
い
方
向
に
変
わ
っ
た

の
か
な
と
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
と
人
助
け
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
楽
し
く
な
い
と
続
か
な
く
て
、

人
間
関
係
を
築
き
深
め
る
こ
と
を
楽
し
む
、

そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
根
源
で
す
。

（
鈴
木
さ
ん
）

Ｑ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
を
見

る
目
も
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
：『
フ
レ
ン
ズ
』
の
活
動
で
は
夏
に
旅
行
を
す
る

の
で
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
っ
た
観
光

施
設
が
少
な
い
、
も
し
く
は
地
域
に
よ
っ
て

は
無
い
場
合
も
多
く
て
、
旅
行
を
企
画
す
る

の
に
四
苦
八
苦
し
ま
す
。
み
ん
な
が
気
兼
ね

な
く
楽
し
め
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
も
っ
と
増

え
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
自
分
と
し

て
も
そ
の
分
野
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
鈴
木
さ
ん
）

成
分
献
血
と
い
う
選
択
肢
も

Ｑ
：
学
内
で
た
ま
に
献
血
バ
ス
が
来
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
が
？

Ａ
：
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
年
に
3
回
ほ
ど
献
血
推

進
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
献
血
い
た
だ
く
方
の

健
康
を
守
る
た
め
に
4
0
0
m
L
献
血
は
体
重

50
㎏
以
上
と
い
う
基
準
も
あ
り
、
そ
れ
で
断
念

す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
血
小
板
や
血

漿
と
い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け
を
採
血
す
る
成

分
献
血
な
ら

体
重
40
㎏
以

上
で
あ
れ
ば

で
き
る
の
で
、

健
康
な
方
に

献
血
の
ご
協

力
を
是
非
お

願
い
し
た
い

で
す
。

（
宮
本
さ
ん
）

東京都赤十字大会にて受賞の様子

板橋キャンパス85周年記念館前

部長の宮本さん（右）、副部長の鈴木さん（左）

日
本
赤
十
字
社
か
ら

感
謝
状
、受
賞
代
表
と
し
て

東
京
都
大
会
に
登
壇

公認サークル
「学生赤十字奉仕団」

短期大学部から
東京家政大学への編入（3年次）も可能
さらに学びを深めたい場
合には、併設短大推薦編
編入の制度があります。
２年次に編入学試験を受
験し合格すれば、保育科・
栄養科から東京家政大学
への編入が可能です。

●保育科の編入先
児童学科（児童学専攻、育児支援専攻）、児童教育学科、環境教育学
科、英語コミュニケーション学科、心理カウンセリング学科、教育
福祉学科
●栄養科の編入先
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薦
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。
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２
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・

保
育
士
の
2
つ
の
資
格
を
取
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あ
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憶
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と
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憶
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す
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す
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イ
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と
思
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卒
業
後
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育
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に
就
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予
定
で
す
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
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と
同
時
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教
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ど
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関
す
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識
や
関
わ
り
方
以

外
に
も
、
必
要
な
こ
と
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
待

ち
構
え
て
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る
で
し
ょ
う
し
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就
職
が
ゴ
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ル
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だ
か
ら
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の
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努
力
し
な
け
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ば
い
け
な
い
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
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この 2 年間を振り返り、一番に感謝したいのは母です。
とりわけ、実習期間にはたくさん支えてもらいました。帰
宅後は日誌に集中して良いからと、その期間だけは母が家
事を全て担当してくれ、実習先で指導員の方から受けたア
ドバイスについて相談すると「働いてからじゃなくて、今
わかったからこそ良かった。次に生かせばプラスになる！」
と前向きな言葉を掛けてくれました。おいしい料理を作っ
て待っていてくれて、「おかえり」の言葉だけで、安心す
ることができました。小さいころから保育士になりたいと
言ってきたわたしを、自分がやりたいことをやりなさいと、
応援し続けてくれる母に感謝の気持ちでいっぱいです。

就職がゴールではない
この先も努力し続けなければ

安井 華綺さん

短期大学部保育科2年

大学・短大 ✿ 卒業学年特集大学 ✿ サークル紹介



東京家政大学グローバル教育センター 板橋キャンパス16号館２階
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1011

高い専門性＋英語力・グローバル マインド を築く

過去２回の研修に参加した学生からも、「初めてヨーロッパに行き、毎日服飾関連施設を巡って学べる芸術的な研修で
日々感動していた」、「勇気を出して行ってよかった」、「様々なものを見て、自分が興味を持っているものを具体的に知る
ことができた」、「同世代の海外の学生と交流して自分の未熟さに気づきもっと勉強したいと思った」、など、今後につな
がるような研修へのフィードバックを多数もらっています。
服飾を専門とする先生方と、フランスの服飾関連施設をめぐることができる貴重な機会です。ぜひ多くの方に参加して
もらいたいと思っています。

　　フランス服飾美術研修
ヨーロッパの服飾文化と技術を学ぶ 帰国後、英語学習に励む学生も

研修に参加した学生の
成長を感じた場面はありますか。
フランスの服飾文化への理解はもちろんですが、学

生間交流を通して、日本人学生とフランス人学生の

考え方の違いや共通点を理解し、各都市と施設の訪

問から文化の違いや多様性を感じて帰ってきた学生

が多いと感じています。これらの経験を通して異文

化を肌で感じることで、異なる環境や他人に対する

受容性や適応性が養われているように感じます。ま

た、学生間交流は英語で行いますが、高い英会話力

があればさらに深い交流ができたと感じる学生が多

く、帰国後に英語学習に更に力を入れる学生も多く

なっています。

A

Q 多くのことを吸収できる
大学生の今こそ
参加を迷っている学生に
メッセージをお願いします。
フランス服飾美術研修は、フランス人学生との交流

や服飾・染織品に関連した多様な施設の訪問と、短

期間で効率的に多くの学びが得られる研修になって

います。そして、個人旅行では経験できないプログ

ラムを多く含んでいるところが本研修の魅力です。

時間が取れて、多くのことを吸収できる大学生の今

に、ぜひ多くの皆さんに参加して頂きたいと思って

います。

A

Q
他国の伝統や異文化を
直接見る、聞く、話す
今年度で 3 回目となるフランス服飾美術研
修ですが、フランスで服飾美術研修を実施
することになった経緯を教えてください。
服飾美術の専門研修として、せっかく他国まで赴く

のだから、他国のファッションや染織文化を肌で感

じ、他国の学生と直接の交流を行って欲しいと考え

ました。そこで、現地学生との交流を行い、現地の

布地工場、伝統刺繍の博物館や織物美術館などを巡

り、他国の伝統や異文化を直接見る、聞く、話すこ

とにより、異文化や多様性を理解し、日本では得ら

れない経験と知識を修得できる研修にしたいと考え、

本研修を企画しました。フランスを選んだ理由は、

ファッションに造詣が深い国であることはもちろん

ですが、本研修で訪れるアルザス地方、リヨン、南

仏は、どの都市も服飾や染織品に大変関連が深い都

市であるからです。

A

Q

フランスの学生との交流、
個人では行けない施設訪問
研修の魅力を教えてください。　　

一つは、フランスの学生と直接交流ができることで

す。リヨン繊維科学技術大学やファッション系の専

門学校を訪れ、現地の学生に日本の伝統衣装の着付

けをしたり、日本文化を紹介するワークショップを

行っています。大学内の織機や実験装置の見学もし

ています。

もう一つは、個人旅行では訪れることのできない、

服飾や染織品に関連した様々な施設を訪問できるこ

とです。アルザス地方は、歴史的にも染織産業が盛

んな地域ですが、研修で訪れるミュールーズ染織博

物館は、捺染* の染織品のコレクションで世界最高峰

の評価を得ているところです。また、リヨンは絹織

物産地として有名な都市で、同じく絹織物生産が盛

んであった日本とのつながりもあり、富岡製糸場は

リヨン近郊出身のフランス人技術者を招いて造られ

ています。南仏では、プロヴァンス・プリントを代

表するブランドのソレイアードやプロヴァンス衣装

の美術館見学、プロヴァンス地方で伝統的に作られ

てきたブティ刺繍の実演の見学も行っています。
*なっせん・・・染色方法の一つ

A

Q

フランス服飾美術研修は今年度で３回目を迎えます。フランスの北から南まで様々な街を訪れ、各地の美

術館・博物館や工場見学をしたり、フランス第２の都市であるリヨンにある繊維科学技術系の大学 ITECH

の学生との文化交流をしたり、と短い期間で専門分野と異文化交流について学べる研修になっています。今

回はフランス服飾美術研修の立ち上げに関わった、服飾美術学科の濱田仁美准教授にお話を伺いました。

東京家政大学グローバル教育センター

Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.83Tokyo Kasei Press なでしこ Vol.83

着物や忍者の衣装で

現地学生と集合写真折り紙レクチャー

プロヴァンス衣装と宝石美術館ソレイアードミュゼドテキスタイル

服飾美術学科
濱田准教授
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大学・短大 ✿ キャリア支援

就活のためだけでなく、様々な体験を

企業の人事担当者より
学生生活を過ごすヒント
（2018年度　参加企業アンケートより一部抜粋）

2020年 学内企業セミナー参加企業一覧

例年、学内企業セミナーにご参加の
ブルドックソース株式会社 総務人事部 部長 新開正道様からのメッセージ

キャンパス内で、
本学の学生に興味を持つ
約160社の企業セミナーに
参加できるチャンス!!

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
は
例
年
、
2
月
初
旬
か
ら
3
月

の
6
日
間
、
約
1
6
0
社
の
人
事
担
当
者
様
に
御
来
校

い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
の
あ
る
16
号
館
を
会
場
に
、
午
前
と
午
後

で
参
加
企
業
様
が
入
れ
替
わ
り
、
1
日
で
6
社
、
6
日

間
で
最
大
36
社
の
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。学

生
に
対
し
て
は
、
時
間
や
交
通
費
な
ど
の
観
点
か

ら
も
、
効
率
的
に
参
加
で
き
る
学
内
だ
か
ら
こ
そ
積
極

的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
企
業
へ

も
足
を
運
び
、
企
業
の
説
明
会
で
は
聞
き
に
く
い
情
報

を
得
て
、
さ
ら
に
少
人
数
で
話
が
聞
け
る
た
め
自
分
を

印
象
づ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
実
施
ゆ
え
、
企
業
が
実
施
す
る
説

明
会
と
比
較
し
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
緊
張
感
が
和
ら
い

だ
雰
囲
気
で
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
学
生

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま
す
。

企
業
の
ご
担
当
者
様
か
ら
は
、
広
報
活
動
開
始
前
に

行
わ
れ
る
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
い
た
だ
き
採
用
選
考
活
動
に
関
す
る
説
明
を
除
い
た

内
容
で
、①
会
社
概
要
・
仕
事
内
容
、②
求
め
る
人
材
像
、

③
採
用
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。
各
企
業
の
個

別
説
明
前
に
は
、
全
参
加
学
生
に
対
し
て
企
業
紹
介
を

し
て
い
た
だ
く
2
分
間
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
採
用
の
動
向
を
受
け
て
、
低
学

年
層
の
参
加
受
け
入
れ
に
も
ご
理
解
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
企
業
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
。さ
ら
に
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
内
企
業
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
新
規
参
加
企
業
の
開
拓
も
含
め
、
学
生
の
就

職
活
動
に
役
立
つ
よ
う
、
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
等
に
も
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

日頃より当社製品をご愛

顧いただきまして有難うご

ざいます。本日は、採用担当者として皆さんに求めてい

ることについて書かせていただきます。

ブルドックソース株式会社は、今年で 117 年という

歴史のある会社です。歴史があるからこそ変化に対して

はとても慎重でした。しかしながら、３年前に社長が交

代したこともあり、現在当社は大きな社内の常識改革に

取り組んでいます。

ですので、新しいことに積極的に挑戦して、取り組ん

でもらえる人を求めています。変革させることはとても

パワーが必要です。一緒にブルドックソース株式会社を

人に自慢できる会社に変革したいと本気で思って、本気

で取り組める、そんな人が当社には必要です。だからこそ、

今学生の皆さんには様々な体験をして欲しいと思います。

就活に必要とか、就活のためにではなく、何でも良い

ので新しいこと、経験

したことがないことに

取り組んでください。

必ず今後の自分の人生

の糧になるはずです。

企業が
求める

人物像

•学外でも様々なコミュニティ、年齢、立場の方と関わり、
多様な世界観を受け入れる心を育んでみてください。

•目の前の経験を「なぜ」「何のために」行うのかという視
点で考え、実りのあるものに変えていく力を養いましょう。

•美味しいものをただ「美味しい」と楽しむだけではなく、
ビジネス的な視点から見るよう意識してみましょう。

•インターンシップや留学、課外活動などを通して、変化へ
の適応能力を身に付け、人脈を広げてください。

大学・短大 ✿ キャリア支援
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アッシュ・ペー・フランス株式会社
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グリーンハウスグループ
ケンコーマヨネーズ株式会社
株式会社神戸屋
国分グループ
株式会社サザビーリーグ
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城北信用金庫
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住友生命保険相互会社
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積水ハウス株式会社
双日インフィニティ株式会社
第一屋製パン株式会社
大樹生命保険株式会社
株式会社高木商会
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株式会社高山
滝沢ハム株式会社
東京信用金庫
タリーズコーヒージャパン株式会社
株式会社チノー
株式会社東京インテリア家具
東京シティ信用金庫
東京信用保証協会
東京地下鉄株式会社（東京メトロ）
東京納品代行株式会社
東京ベイ信用金庫
株式会社トゥモローランド
東洋冷蔵株式会社
株式会社東横イン
東京東信用金庫
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トランス・コスモス株式会社
株式会社トンボ
株式会社ナルミヤ・インターナショナル
株式会社日京クリエイト
日清医療食品株式会社
日清オイリオグループ株式会社
ニッポンハムグループ
一般財団法人日本食品分析センター
日本食研ホールディングス株式会社
日本ステリ株式会社
日本生命保険相互会社
株式会社ノーリーズ
株式会社白洋舍
株式会社パソナグループ
株式会社八芳園
パルシステムグループ（生活協同組合）
株式会社ピー・エス・コープ
田島ルーフィング株式会社
株式会社ビームス
東日本旅客鉄道株式会社
株式会社ピックルスコーポレーション
株式会社ファンケル
株式会社フォーラル
富士産業株式会社
藤田観光株式会社
富士通ＩＳサービス株式会社

ブルドックソース株式会社
一般財団法人ボーケン品質評価機構
マツオインターナショナル株式会社
株式会社マッシュホールディングス
丸三証券株式会社
丸眞株式会社
株式会社マルニトータルサービス
株式会社三城
株式会社ミキハウス
株式会社美高商事
三井食品株式会社
三井住友トラスト・ビジネスサービス株式会社
株式会社三越伊勢丹
株式会社三井不動産ホテルマネジメント
株式会社三松
株式会社明治
明治安田生命保険相互会社
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ユザワヤ商事株式会社
株式会社ユナイテッドアローズ
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株式会社レパスト
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ロイヤルホールディングス株式会社
ロクシタンジャポン株式会社
株式会社ロココ
株式会社ロック・フィールド
株式会社ワコール
株式会社Ｃ．Ｄ．ＵＮＩＴＥＤ
株式会社 IKG プロフェッショナルパートナーズ【イケガミグループ】
医療法人ＩＭＳグループ
株式会社ＬＥＯＣ
株式会社ルイ・ヴィトン　ジャパン
ＭＳ＆ＡＤ事務サービス株式会社
株式会社ＮＳＤ
株式会社ＴＡＳＡＫＩ
※「株式会社」を除く五十音順
※予告なく変更される可能性があります。

2019年度 学内企業セミナー 2020年
2/7㈮、10㈪、12㈬、13㈭
3/3㈫、4㈬
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大学・短大 ✿ キャリア支援

就活のためだけでなく、様々な体験を

企業の人事担当者より
学生生活を過ごすヒント
（2018年度　参加企業アンケートより一部抜粋）

2020年 学内企業セミナー参加企業一覧

例年、学内企業セミナーにご参加の
ブルドックソース株式会社 総務人事部 部長 新開正道様からのメッセージ

キャンパス内で、
本学の学生に興味を持つ
約160社の企業セミナーに
参加できるチャンス!!

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
は
例
年
、
2
月
初
旬
か
ら
3
月

の
6
日
間
、
約
1
6
0
社
の
人
事
担
当
者
様
に
御
来
校

い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
の
あ
る
16
号
館
を
会
場
に
、
午
前
と
午
後

で
参
加
企
業
様
が
入
れ
替
わ
り
、
1
日
で
6
社
、
6
日

間
で
最
大
36
社
の
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。学

生
に
対
し
て
は
、
時
間
や
交
通
費
な
ど
の
観
点
か

ら
も
、
効
率
的
に
参
加
で
き
る
学
内
だ
か
ら
こ
そ
積
極

的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
企
業
へ

も
足
を
運
び
、
企
業
の
説
明
会
で
は
聞
き
に
く
い
情
報

を
得
て
、
さ
ら
に
少
人
数
で
話
が
聞
け
る
た
め
自
分
を

印
象
づ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
実
施
ゆ
え
、
企
業
が
実
施
す
る
説

明
会
と
比
較
し
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
緊
張
感
が
和
ら
い

だ
雰
囲
気
で
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
学
生

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま
す
。

企
業
の
ご
担
当
者
様
か
ら
は
、
広
報
活
動
開
始
前
に

行
わ
れ
る
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
い
た
だ
き
採
用
選
考
活
動
に
関
す
る
説
明
を
除
い
た

内
容
で
、①
会
社
概
要
・
仕
事
内
容
、②
求
め
る
人
材
像
、

③
採
用
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。
各
企
業
の
個

別
説
明
前
に
は
、
全
参
加
学
生
に
対
し
て
企
業
紹
介
を

し
て
い
た
だ
く
2
分
間
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
採
用
の
動
向
を
受
け
て
、
低
学

年
層
の
参
加
受
け
入
れ
に
も
ご
理
解
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
企
業
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
。さ
ら
に
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
内
企
業
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
新
規
参
加
企
業
の
開
拓
も
含
め
、
学
生
の
就

職
活
動
に
役
立
つ
よ
う
、
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
等
に
も
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

日頃より当社製品をご愛

顧いただきまして有難うご

ざいます。本日は、採用担当者として皆さんに求めてい

ることについて書かせていただきます。

ブルドックソース株式会社は、今年で 117 年という

歴史のある会社です。歴史があるからこそ変化に対して

はとても慎重でした。しかしながら、３年前に社長が交

代したこともあり、現在当社は大きな社内の常識改革に

取り組んでいます。

ですので、新しいことに積極的に挑戦して、取り組ん

でもらえる人を求めています。変革させることはとても

パワーが必要です。一緒にブルドックソース株式会社を

人に自慢できる会社に変革したいと本気で思って、本気

で取り組める、そんな人が当社には必要です。だからこそ、

今学生の皆さんには様々な体験をして欲しいと思います。

就活に必要とか、就活のためにではなく、何でも良い

ので新しいこと、経験

したことがないことに

取り組んでください。

必ず今後の自分の人生

の糧になるはずです。

企業が
求める

人物像

•学外でも様々なコミュニティ、年齢、立場の方と関わり、
多様な世界観を受け入れる心を育んでみてください。

•目の前の経験を「なぜ」「何のために」行うのかという視
点で考え、実りのあるものに変えていく力を養いましょう。

•美味しいものをただ「美味しい」と楽しむだけではなく、
ビジネス的な視点から見るよう意識してみましょう。

•インターンシップや留学、課外活動などを通して、変化へ
の適応能力を身に付け、人脈を広げてください。

大学・短大 ✿ キャリア支援

株式会社アーカー
アース環境サービス株式会社
アイア株式会社
株式会社アダストリア
アッシュ・ペー・フランス株式会社
株式会社あとらす二十一
株式会社アバハウスインターナショナル
株式会社アルファシステムズ
一冨士フードサービス株式会社
イトキン株式会社
岩谷産業株式会社
株式会社イング
株式会社エイ・ネット
株式会社エーアンドエス
エームサービス株式会社
株式会社エスクリ
株式会社エフ・ディ・シィ・フレンズ
株式会社オカダヤ
株式会社オンワード樫山
一般財団法人カケンテストセンター
片倉工業株式会社
株式会社カドリールインターナショナル
株式会社かねまつ
カネ美食品株式会社
川口信用金庫
株式会社カワチ薬品
株式会社きちりホールディングス
清原株式会社
株式会社銀座コージーコーナー
株式会社久世
株式会社クリーク・アンド・リバー社
グリーンハウスグループ
ケンコーマヨネーズ株式会社
株式会社神戸屋
国分グループ
株式会社サザビーリーグ
山喜株式会社
株式会社サンデリカ
株式会社ジーシー
敷島製パン株式会社
株式会社システムサポート
シダックス株式会社
株式会社シップス
株式会社シティーヒル
株式会社ジャヴァコーポレーション
株式会社ジュン
株式会社ジュンアシダ
株式会社ジョイックスコーポレーション
城北信用金庫
株式会社叙々苑
株式会社スープストックトーキョー
巣鴨信用金庫
スターツグループ
株式会社ストライプインターナショナル

住友生命保険相互会社
西洋フード・コンパスグループ株式会社
積水ハウス株式会社
双日インフィニティ株式会社
第一屋製パン株式会社
大樹生命保険株式会社
株式会社高木商会
高見株式会社
株式会社高山
滝沢ハム株式会社
東京信用金庫
タリーズコーヒージャパン株式会社
株式会社チノー
株式会社東京インテリア家具
東京シティ信用金庫
東京信用保証協会
東京地下鉄株式会社（東京メトロ）
東京納品代行株式会社
東京ベイ信用金庫
株式会社トゥモローランド
東洋冷蔵株式会社
株式会社東横イン
東京東信用金庫
株式会社豊島屋
戸田中央医科グループ
株式会社栃木屋
株式会社ドトールコーヒー
株式会社虎屋
トランス・コスモス株式会社
株式会社トンボ
株式会社ナルミヤ・インターナショナル
株式会社日京クリエイト
日清医療食品株式会社
日清オイリオグループ株式会社
ニッポンハムグループ
一般財団法人日本食品分析センター
日本食研ホールディングス株式会社
日本ステリ株式会社
日本生命保険相互会社
株式会社ノーリーズ
株式会社白洋舍
株式会社パソナグループ
株式会社八芳園
パルシステムグループ（生活協同組合）
株式会社ピー・エス・コープ
田島ルーフィング株式会社
株式会社ビームス
東日本旅客鉄道株式会社
株式会社ピックルスコーポレーション
株式会社ファンケル
株式会社フォーラル
富士産業株式会社
藤田観光株式会社
富士通ＩＳサービス株式会社

ブルドックソース株式会社
一般財団法人ボーケン品質評価機構
マツオインターナショナル株式会社
株式会社マッシュホールディングス
丸三証券株式会社
丸眞株式会社
株式会社マルニトータルサービス
株式会社三城
株式会社ミキハウス
株式会社美高商事
三井食品株式会社
三井住友トラスト・ビジネスサービス株式会社
株式会社三越伊勢丹
株式会社三井不動産ホテルマネジメント
株式会社三松
株式会社明治
明治安田生命保険相互会社
株式会社メフォス
株式会社メリーチョコレートカムパニー
株式会社モリタ
株式会社モンテール
薬樹株式会社
ヤマサ醤油株式会社
ヤマトインターナショナル
有機合成薬品工業株式会社
ユザワヤ商事株式会社
株式会社ユナイテッドアローズ
株式会社ヨコオ
吉野石膏株式会社
株式会社ヨックモック
株式会社らいふホールディングス
リコージャパン株式会社
リゾートトラスト株式会社
りそなグループ
株式会社ルックホールディングス
株式会社ルミネ
株式会社レナウン
株式会社レパスト
株式会社レリアン
ロイヤルホールディングス株式会社
ロクシタンジャポン株式会社
株式会社ロココ
株式会社ロック・フィールド
株式会社ワコール
株式会社Ｃ．Ｄ．ＵＮＩＴＥＤ
株式会社 IKG プロフェッショナルパートナーズ【イケガミグループ】
医療法人ＩＭＳグループ
株式会社ＬＥＯＣ
株式会社ルイ・ヴィトン　ジャパン
ＭＳ＆ＡＤ事務サービス株式会社
株式会社ＮＳＤ
株式会社ＴＡＳＡＫＩ
※「株式会社」を除く五十音順
※予告なく変更される可能性があります。

2019年度 学内企業セミナー 2020年
2/7㈮、10㈪、12㈬、13㈭
3/3㈫、4㈬



●
入
学
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
挑
戦

卒
業
ま
で
の
大
学
生
活
は
残
り
一
年
余
り
。
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ

る
そ
う
で
、
今
年
の
冬
休
み
に
は
同
級
生
の
友
人

5
人
と
原
宿
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
借
り
て
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
し
ま
し
た
。「
先
輩
や
友
人
が
グ
ル
ー
プ

展
を
し
て
い
る
の
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
仲

の
良
い
友
人
と
『
自
分
た
ち
も
い
つ
か
は
や
っ
て

み
た
い
ね
』
と
以
前
か
ら
話
し
て
い
て
。
他
の
友

人
も
誘
っ
て
、
今
回
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
に
入
学
す
る
前
に
は
、
自
分
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
作
品
を
展
示
す
る
な
ん
て
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
実
現
で
き
る
な
ん

て
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
！
」

4
年
間
と
い
う
長
く
も
短
い
限
ら
れ
た
大
学
生

活
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
そ
し
て
そ
の
一

つ
一
つ
を
丁
寧
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
強
さ
が
、

浅
倉
さ
ん
の
学
生
生
活
を
ま
た
一
歩
前
進
さ
せ
て

い
ま
す
。
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大学 ✿ 在学生紹介大学 ✿ 在学生紹介

本
号
の
在
学
生
紹
介
は
、
家
政
学
部
造
形
表
現

学
科
3
年
生
の
浅
倉
里
菜
さ
ん
。
2
0
1
8
年
度

お
よ
び
2
0
1
9
年
度
の
2
年
連
続
で
「
在
学
生

特
待
生
奨
学
金
」（
前
年
度
の
成
績
優
秀
者
か
ら
決

定
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
っ
と
物
腰
柔
ら
か

に
語
っ
て
く
れ
る
一
方
で
、
う
ち
に
は
熱
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
浅
倉
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の

大
学
生
活
な
ど
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
造
形
表
現
の
総
合
力
に
惹
か
れ
て

東
京
家
政
大
学
の
造
形
表
現
学
科
に
入
学
し
た

理
由
を
尋
ね
る
と
、「
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
、
中
学
校
で
は
美
術
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
高
校
は
普
通
科
に
進
み
ま
し
た
が
、

高
校
3
年
で
進
路
を
真
剣
に
考
え
始
め
た
と
き
、

や
っ
ぱ
り
美
術
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
、
そ
の

と
き
に
東
京
家
政
大
学
の
造
形
表
現
学
科
を
見
つ

け
ま
し
た
」

1
年
次
に
多
く
の
造
形
表
現
を
体
験
し
、
も
の

づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
を
基
礎
か
ら
学
び
、

そ
の
後
に
自
分
の
専
門
性
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う

造
形
表
現
の
総
合
力
を
身
に
つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
惹
か
れ
、
東
京
家
政
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

実
際
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
は
、「
高
校
は
普
通

科
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
自

分
の
好
き
な
造
形
表
現
の
勉
強
ば
か
り
を
学
べ
る

環
境
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る

の
は
、
本
当
に
楽
し
い
。
と
は
い
え
、
1
・
2
年

次
に
は
、
自
分
の
得
手
不
得
手
や
好
き
嫌
い
に
関

わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
ま
ん
べ
ん
な
く
取
り

組
む
の
で
、
正
直
に
言
う
と
、
と
て
も
苦
労
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
写
真
の
よ

う
な
作
品
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、「
金
工
の

授
業
で
は
銀
や
銅
を
火
で
溶
か
す
の
で
す
が
、
1

専門的な授業を
受けられるのは
大学生の時だけ
好きなことも
苦手なこともやり切る

年
次
の
最
初
の
授
業
で
は
そ
も
そ
も
バ
ナ
ー
の
火

す
ら
怖
く
て
点
け
ら
れ
な
く
て
。
そ
こ
か
ら
の
始

ま
り
で
し
た（
笑
）」こ
ん
な
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●
独
自
の
表
現
を
追
求
す
る
難
し
さ

現
在
履
修
し
て
い
る
授
業
で
興
味
深
い
の
は

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
表
現
Ⅱ
」。
科
目
名
か
ら
は
洋
服

を
作
る
の
授
業
を
想
像
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

実
際
は
む
し
ろ
正
反
対
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
あ

く
ま
で
も
「
纏
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
固
定
概
念
に

捉
わ
れ
な
い
独
自
の
表
現
を
追
求
し
、素
材
・
技
法
・

形
の
関
係
を
考
慮
し
て
身
に
纏
う
作
品
を
展
開
す

る
授
業
内
容
で
す
。「
デ
ザ
イ
ン
案
を
先
生
に
見
せ

て
も
全
然
O
K
が
出
ず
、
何
度
も
や
り
直
し
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
洋
服
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
の
発
想
を
『
纏
う
』
と
い

う
表
現
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
の
に
苦
心
し
ま
し
た
」

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る

の
か
を
聞
い
て
み
る
と
、「
途
中
で
投
げ
出
し
た
り

あ
き
ら
め
た
り
は
し
た
く
な
く
て
、
乗
り
越
え
た

後
に
は
絶
対
に
良
い
作
品
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の

仕
上
が
っ
た
作
品
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
、
や

り
続
け
ま
す
。
好
き
な
こ
と
も
苦
手
な
こ
と
も
や

り
切
る
っ
て
い
う
の
を
常
に
思
っ
て
い
て
、
取
り

組
ん
だ
か
ら
に
は
知
識
や
技
法
を
自
分
の
も
の
に

し
た
い
と
い
う
の
も
根
本
に
あ
り
ま
す
」

作
品
は
、
生
き
物
か
ら
発
想
す
る
と
い
う
課
題

で
、浅
倉
さ
ん
の
題
材
は
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
。「
題

材
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
肌
の
透
け
感
や
色
合

い
も
か
わ
い
い
と
思
っ
て
、
雰
囲
気
も
気
に
入
っ

て
設
定
し
ま
し
た
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
そ

う
で
す
。
透
き
通
る
素
材
の
質
感
、
ま
あ
る
い
立

体
の
形
、ま
さ
に
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
の
世
界
観
！

●
イ
タ
リ
ア
研
修
は
そ
の
全
て
に
圧
倒

高
校
生
の
特
に
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
と
き
か
ら
イ
タ
リ
ア
文
化
・
美
術
研
修
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
、
今
年
の
春
休
み
に

参
加
し
ま
し
た
。「
イ
タ
リ
ア
の
街
並
み
や
建
築
と

い
っ
た
そ
の
全
て
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
期

間
は
2
週
間
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
が
足
り
な
い

く
ら
い
美
術
館
や
教
会
な
ど
を
た
く
さ
ん
巡
り
、

特
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
祭
壇
に
描
か
れ
た

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
最
後
の
審
判
」
は
、
生
で

見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
！
」
と
語
る

そ
の
熱
弁
ぶ
り
が
、
研
修
の
充
実
度
・
満
足
度
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
に
は
現
地
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の

学
生
と
の
交
流
機
会
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
普
段
は

外
国
の
方
と
接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

貴
重
な
経
験
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
大
学
生
は
自

分
と
年
齢
な
の
に
大
人
び
て
い
て
し
っ
か
り
し
た

考
え
を
持
っ
て
い
て
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
」
と
同
年
代
の
現
地
大
学
生
か
ら
刺
激
を

受
け
た
そ
う
で
す
。

●
や
り
残
す
こ
と
な
く
悔
い
な
く

浅
倉
さ
ん
の
時
間
割
は
3
年
生
の
今
で
も
授
業

が
び
っ
し
り
。
か
な
り
多
く
の
授
業
を
履
修
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
せ
っ
か
く
大
学

に
入
学
し
て
勉
強
で
き
る
環
境
が
目
の
前
に
広

が
っ
て
い
て
、
同
じ
学
費
を
払
う
の
で
あ
れ
ば
、

い
っ
ぱ
い
色
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
た
い
。
も
ち
ろ

ん
空
き
コ
マ
の
時
間
に
自
主
学
習
す
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
す
が
、
自
分
の
好
き
な
分
野
の
専
門
的

な
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の
は
大
学
生
の
時
だ
け
。

だ
か
ら
、
や
り
残
す
こ
と
な
く
悔
い
な
く
過
ご
し

た
い
ん
で
す
」

造
形
表
現
学
科
で
取
得
で
き
る
学
芸
員
資
格
の

課
程
も
履
修
。
自
分
の
目
の
前
に
広
が
る
チ
ャ
ン

ス
を
決
し
て
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
の
積

み
重
ね
が
、浅
倉
さ
ん
の
大
学
生
活
を
色
濃
く
彩
っ

て
い
ま
す
。

●
教
員
の
適
切
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

造
形
表
現
学
科
の
教
員
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

は
、「
作
品
制
作
や
課
題
で
行
き
詰
っ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
先
生
へ
相

談
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
高
学
年

に
な
っ
て
く
る
と
、
最
近
は
『
も
う
ち
ょ
っ
と
考

え
て
み
た
ら
ど
う
？
浅
倉
さ
ん
な
ら
で
き
る
で

し
ょ
！
』
と
、
は
っ
ぱ
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
ね
」
と
言
い
、
3
年
生
に
な
っ
た
今
で
は

先
生
と
の
関
係
性
も
成
熟
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
絵
を
描
く
際
に
は
遠
く
か
ら
客
観
的
に

見
よ
う
と
し
て
は
み
る
も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、「
授
業
中
に
先
生
が
後
ろ
か

ら
見
て
い
て
、
自
分
で
も
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
と

思
っ
た
そ
の
瞬
間
に
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が

飛
ん
で
き
ま
す
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
し
か
も

的
確
な
内
容
で
、
信
頼
し
て
指
導
を
仰
げ
る
先
生

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
環
境
は
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
先
生
へ
の
尊
敬
の
念
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

浅倉 里菜さん

家政学部造形表現学科3年

〈イタリア文化・美術研修〉

内 容
例年2月末～3月上旬にかけて、イタリアの
ボローニャ大学やヴァチカン市国、オルチャ
渓谷、アッシジ、フィレンツェ、ヴェネツィア
を巡る14日間の研修

募集人数
24名（全学部・科対象ですが、応募者多数
の場合は造形表現学科優先枠を20名、他
学科優先枠を4名）

引 率 者 全期間、本学専任教員が引率

事前・　
事後学修

事前レクチャー、オリエンテーション、異文
化理解講座、危機管理セミナー、公開帰国
報告会

問合せ先 東京家政大学グローバル教育センター
（03-3961-1861）

〈作品〉ペンダント

〈作品〉指輪

〈作品〉身に纏う

〈作品〉装飾マスク

〈作品〉油絵
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造
形
表
現

学
科
3
年
生
の
浅
倉
里
菜
さ
ん
。
2
0
1
8
年
度

お
よ
び
2
0
1
9
年
度
の
2
年
連
続
で
「
在
学
生

特
待
生
奨
学
金
」（
前
年
度
の
成
績
優
秀
者
か
ら
決

定
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
っ
と
物
腰
柔
ら
か

に
語
っ
て
く
れ
る
一
方
で
、
う
ち
に
は
熱
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
浅
倉
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の

大
学
生
活
な
ど
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
造
形
表
現
の
総
合
力
に
惹
か
れ
て

東
京
家
政
大
学
の
造
形
表
現
学
科
に
入
学
し
た

理
由
を
尋
ね
る
と
、「
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
、
中
学
校
で
は
美
術
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
高
校
は
普
通
科
に
進
み
ま
し
た
が
、

高
校
3
年
で
進
路
を
真
剣
に
考
え
始
め
た
と
き
、

や
っ
ぱ
り
美
術
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
、
そ
の

と
き
に
東
京
家
政
大
学
の
造
形
表
現
学
科
を
見
つ

け
ま
し
た
」

1
年
次
に
多
く
の
造
形
表
現
を
体
験
し
、
も
の

づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
を
基
礎
か
ら
学
び
、

そ
の
後
に
自
分
の
専
門
性
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う

造
形
表
現
の
総
合
力
を
身
に
つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
惹
か
れ
、
東
京
家
政
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

実
際
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
は
、「
高
校
は
普
通

科
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
自

分
の
好
き
な
造
形
表
現
の
勉
強
ば
か
り
を
学
べ
る

環
境
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る

の
は
、
本
当
に
楽
し
い
。
と
は
い
え
、
1
・
2
年

次
に
は
、
自
分
の
得
手
不
得
手
や
好
き
嫌
い
に
関

わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
ま
ん
べ
ん
な
く
取
り

組
む
の
で
、
正
直
に
言
う
と
、
と
て
も
苦
労
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
写
真
の
よ

う
な
作
品
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、「
金
工
の

授
業
で
は
銀
や
銅
を
火
で
溶
か
す
の
で
す
が
、
1

専門的な授業を
受けられるのは
大学生の時だけ
好きなことも
苦手なこともやり切る

年
次
の
最
初
の
授
業
で
は
そ
も
そ
も
バ
ナ
ー
の
火

す
ら
怖
く
て
点
け
ら
れ
な
く
て
。
そ
こ
か
ら
の
始

ま
り
で
し
た（
笑
）」こ
ん
な
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●
独
自
の
表
現
を
追
求
す
る
難
し
さ

現
在
履
修
し
て
い
る
授
業
で
興
味
深
い
の
は

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
表
現
Ⅱ
」。
科
目
名
か
ら
は
洋
服

を
作
る
の
授
業
を
想
像
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

実
際
は
む
し
ろ
正
反
対
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
あ

く
ま
で
も
「
纏
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
固
定
概
念
に

捉
わ
れ
な
い
独
自
の
表
現
を
追
求
し
、素
材
・
技
法
・

形
の
関
係
を
考
慮
し
て
身
に
纏
う
作
品
を
展
開
す

る
授
業
内
容
で
す
。「
デ
ザ
イ
ン
案
を
先
生
に
見
せ

て
も
全
然
O
K
が
出
ず
、
何
度
も
や
り
直
し
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
洋
服
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
の
発
想
を
『
纏
う
』
と
い

う
表
現
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
の
に
苦
心
し
ま
し
た
」

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る

の
か
を
聞
い
て
み
る
と
、「
途
中
で
投
げ
出
し
た
り

あ
き
ら
め
た
り
は
し
た
く
な
く
て
、
乗
り
越
え
た

後
に
は
絶
対
に
良
い
作
品
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の

仕
上
が
っ
た
作
品
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
、
や

り
続
け
ま
す
。
好
き
な
こ
と
も
苦
手
な
こ
と
も
や

り
切
る
っ
て
い
う
の
を
常
に
思
っ
て
い
て
、
取
り

組
ん
だ
か
ら
に
は
知
識
や
技
法
を
自
分
の
も
の
に

し
た
い
と
い
う
の
も
根
本
に
あ
り
ま
す
」

作
品
は
、
生
き
物
か
ら
発
想
す
る
と
い
う
課
題

で
、浅
倉
さ
ん
の
題
材
は
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
。「
題

材
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
肌
の
透
け
感
や
色
合

い
も
か
わ
い
い
と
思
っ
て
、
雰
囲
気
も
気
に
入
っ

て
設
定
し
ま
し
た
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
そ

う
で
す
。
透
き
通
る
素
材
の
質
感
、
ま
あ
る
い
立

体
の
形
、ま
さ
に
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
の
世
界
観
！

●
イ
タ
リ
ア
研
修
は
そ
の
全
て
に
圧
倒

高
校
生
の
特
に
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
と
き
か
ら
イ
タ
リ
ア
文
化
・
美
術
研
修
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
、
今
年
の
春
休
み
に

参
加
し
ま
し
た
。「
イ
タ
リ
ア
の
街
並
み
や
建
築
と

い
っ
た
そ
の
全
て
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
期

間
は
2
週
間
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
が
足
り
な
い

く
ら
い
美
術
館
や
教
会
な
ど
を
た
く
さ
ん
巡
り
、

特
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
祭
壇
に
描
か
れ
た

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
最
後
の
審
判
」
は
、
生
で

見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
！
」
と
語
る

そ
の
熱
弁
ぶ
り
が
、
研
修
の
充
実
度
・
満
足
度
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
に
は
現
地
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の

学
生
と
の
交
流
機
会
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
普
段
は

外
国
の
方
と
接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

貴
重
な
経
験
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
大
学
生
は
自

分
と
年
齢
な
の
に
大
人
び
て
い
て
し
っ
か
り
し
た

考
え
を
持
っ
て
い
て
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
」
と
同
年
代
の
現
地
大
学
生
か
ら
刺
激
を

受
け
た
そ
う
で
す
。

●
や
り
残
す
こ
と
な
く
悔
い
な
く

浅
倉
さ
ん
の
時
間
割
は
3
年
生
の
今
で
も
授
業

が
び
っ
し
り
。
か
な
り
多
く
の
授
業
を
履
修
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
せ
っ
か
く
大
学

に
入
学
し
て
勉
強
で
き
る
環
境
が
目
の
前
に
広

が
っ
て
い
て
、
同
じ
学
費
を
払
う
の
で
あ
れ
ば
、

い
っ
ぱ
い
色
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
た
い
。
も
ち
ろ

ん
空
き
コ
マ
の
時
間
に
自
主
学
習
す
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
す
が
、
自
分
の
好
き
な
分
野
の
専
門
的

な
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の
は
大
学
生
の
時
だ
け
。

だ
か
ら
、
や
り
残
す
こ
と
な
く
悔
い
な
く
過
ご
し

た
い
ん
で
す
」

造
形
表
現
学
科
で
取
得
で
き
る
学
芸
員
資
格
の

課
程
も
履
修
。
自
分
の
目
の
前
に
広
が
る
チ
ャ
ン

ス
を
決
し
て
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
の
積

み
重
ね
が
、浅
倉
さ
ん
の
大
学
生
活
を
色
濃
く
彩
っ

て
い
ま
す
。

●
教
員
の
適
切
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

造
形
表
現
学
科
の
教
員
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

は
、「
作
品
制
作
や
課
題
で
行
き
詰
っ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
先
生
へ
相

談
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
高
学
年

に
な
っ
て
く
る
と
、
最
近
は
『
も
う
ち
ょ
っ
と
考

え
て
み
た
ら
ど
う
？
浅
倉
さ
ん
な
ら
で
き
る
で

し
ょ
！
』
と
、
は
っ
ぱ
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
ね
」
と
言
い
、
3
年
生
に
な
っ
た
今
で
は

先
生
と
の
関
係
性
も
成
熟
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
絵
を
描
く
際
に
は
遠
く
か
ら
客
観
的
に

見
よ
う
と
し
て
は
み
る
も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、「
授
業
中
に
先
生
が
後
ろ
か

ら
見
て
い
て
、
自
分
で
も
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
と

思
っ
た
そ
の
瞬
間
に
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が

飛
ん
で
き
ま
す
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
し
か
も

的
確
な
内
容
で
、
信
頼
し
て
指
導
を
仰
げ
る
先
生

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
環
境
は
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
先
生
へ
の
尊
敬
の
念
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

浅倉 里菜さん

家政学部造形表現学科3年

〈イタリア文化・美術研修〉

内 容
例年2月末～3月上旬にかけて、イタリアの
ボローニャ大学やヴァチカン市国、オルチャ
渓谷、アッシジ、フィレンツェ、ヴェネツィア
を巡る14日間の研修

募集人数
24名（全学部・科対象ですが、応募者多数
の場合は造形表現学科優先枠を20名、他
学科優先枠を4名）

引 率 者 全期間、本学専任教員が引率

事前・　
事後学修

事前レクチャー、オリエンテーション、異文
化理解講座、危機管理セミナー、公開帰国
報告会

問合せ先 東京家政大学グローバル教育センター
（03-3961-1861）

〈作品〉ペンダント

〈作品〉指輪

〈作品〉身に纏う

〈作品〉装飾マスク

〈作品〉油絵
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大
学
で
は
挑
戦
を
重
ね

「
F
a
c
t
を
つ
く
る
」

Ｑ
：
東
京
家
政
大
学
を
選
ん
だ
理
由
や
大
学
時
代

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
東
京
家
政
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、
当
時
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
海
外
で

活
躍
す
る
先
輩
の
話
を
読
み
、
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
緑
豊

か
で
広
く
、
自
分
が
こ
こ
で
羽
を
伸
ば
し
て

勉
強
し
て
い
る
姿
が
想
像
で
き
た
の
も
理
由

の
一
つ
で
す
。

大
学
時
代
は
、
特
に
「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
授
業
内
で
行
っ
た

英
語
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
普
段
の
生
活
で
好
き

嫌
い
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
理
由
ま
で

は
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
授
業
は

大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
意
見
や

考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
が
習

慣
化
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
暮
ら
し
な
が
ら

外
資
系
に
勤
務
し
て
い
る
今
、
な
お
さ
ら
に

そ
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
、
有
益
な
授
業
だ
っ

た
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
航
空
業
界
に
向
け
た
就
職
対
策
を
振
り
返
る

と
、
何
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
：
ど
の
業
界
を
目
指
す
に
し
て
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、「
F
a
c
t
を
つ
く
る
」
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
主
催
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

で
聞
い
た
言
葉
で
す
。
わ
た
し
自
身
、
大
学

時
代
は
長
期
の
休
み
を
利
用
し
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
セ
ブ
島
へ
2
か
月
間
留
学
し
た
り
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
り
、
他
に
も
国
際
料
理
教
室
へ

の
参
加
や
富
士
山
登
頂
な
ど
、
色
々
と
挑
戦

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
目
指
し
て
い
た
航
空

業
界
は
シ
フ
ト
制
な
の
で
早
朝
勤
務
に
も
対

応
で
き
る
か
を
探
る
た
め
、
授
業
の
前
に
早

朝
の
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
か
ら

外
資
系
C
A
へ
の
転
職

Ｑ
：
卒
業
後
に
経
験
さ
れ
た
全
日
空
の
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
大
学
卒
業
後
、
本
当
は
す
ぐ
に
で
も
海
外
で
働

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
経
験

も
な
か
っ
た
の
で
、
心
の
準
備
が
つ
く
ま
で
は

日
本
で
働
く
選
択
を
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
の
業
務
は
、チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
搭
乗
口
、

保
安
検
査
場
等
で
し
た
。
北
海
道
の
大
雪
の
影

響
で
全
便
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
明
け
方
ま

で
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
安
全
保
安

上
の
理
由
で
お
客
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い

場
合
に
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
お
断
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
応

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
同
期
の
仲

間
と
支
え
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
た
こ
と
は
今

で
も
良
い
思
い
出
で
す
。

Ｑ
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
の
C
A
へ
の
転
職
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
全
日
空
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
は
国
内
線
の

担
当
で
し
た
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
対
応

も
し
て
い
た
の
で
、
様
々
な
方
と
の
接
し
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
対
応
の

自
信
が
つ
い
て
き
た
頃
か
ら
、
海
外
で
の
仕

事
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
昔
か
ら
C
A
に
は

少
し
憧
れ
を
持
っ
て
い
て
、
航
空
業
界
の
シ

フ
ト
制
勤
務
も
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
て
い
ま
す
し
、
海
外
で
働
き
な
が
ら
日

本
の
家
族
に
た
ま
に
会
え
る
こ
と
に
も
魅
力

を
感
じ
て
、
C
A
へ
の
転
職
を
決
め
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
を
選
ん
だ
の
は
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
か
ら
で
す
！
制
服

に
も
惹
か
れ
、
全
日
空
時
代
の
ヒ
ー
ル
靴
が

辛
か
っ
た
の
で
、
サ
ン
ダ
ル
ス
タ
イ
ル
も
決

め
手
で
し
た
（
笑
）

Ｑ
：
実
際
に
C
A
の
仕
事
を
し
て
み
て
、
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
飛
行
機
が
空
港
に
到
着
し
て
か
ら
、
次
の
便

の
お
客
様
が
搭
乗
す
る
ま
で
、
30
分
弱
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
清
掃
ス
タ
ッ
フ
の
間
を
駆
け

抜
け
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
の
確
認
、

雑
誌
・
新
聞
・
イ
ヤ
ホ
ン
・
ト
イ
レ
の
セ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
の
温
め
、
食
事
数
や
安
全
面
の
確
認

な
ど
を
こ
な
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
航
空
で
は
ト
レ
ー
に
30
個
ほ
ど
の
ド
リ
ン

ク
が
入
っ
た
カ
ッ
プ
を
乗
せ
、
片
手
で
支
え

て
給
仕
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
最
初
は
重

く
て
腕
が
プ
ル
プ
ル
と
小
刻
み
に
揺
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
訓
練
中
に
同
期
と
家
で
自
主

練
習
を
重
ね
た
甲
斐
も
あ
り
、
今
で
は
自
信

を
持
っ
て
ド
リ
ン
ク
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

主
張
し
す
ぎ
ず
、
さ
り
げ
な
く

Ｑ
：
外
資
系
航
空
会
社
の
C
A
と
し
て
の
勤
務
に

つ
い
て
、
現
在
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
外
資
系
と
日
本
企
業
の
違
い
と
し
て
は
、
例
え

ば
、
20
歳
以
上
も
年
上
の
ベ
テ
ラ
ン
C
A
と
同

じ
機
内
で
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
平
等
に

会
話
が
で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
針
を
受
け
て

業
務
に
あ
た
り
ま
す
が
、
ジ
ョ
ー
ク
を
言
う
な

ど
、
堅
苦
し
く
な
い
と
こ
ろ
が
日
本
企
業
と
の

違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
外
資
系
で
は
特

に
「
個
性
を
出
し
て
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
人

C
A
は
日
本
便
を
多
く
担
当
し
ま
す
の
で
、
日

本
人
の
心
も
忘
れ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
し
、

英
語
力
は
自
分
を
守
る
た
め
に
も
必
須
で
す
。

わ
た
し
自
身
は
、
心
配
り
を
す
る
こ
と
が
好

き
な
の
で
、
お
客
様
に
何
て
言
っ
て
差
し
上
げ

た
ら
嬉
し
い
か
な
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
な
と
考
え
る
こ
と
が
楽
し
く
、
個
性
を
い
か

し
て
自
分
の
ま
ま
で
居
ら
れ
る
こ
と
が
C
A
に

な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
は
個
人
的
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ
り
、
お
客
様
か
ら
会
社
を
通
じ
て
自
分
宛

て
に
コ
メ
ン
ト
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い

た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
さ
ら
に
や

る
気
を
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、〝
主
張
し

す
ぎ
ず
、
さ
り
げ
な
く
〞
目
配
り
気
配
り
が
で

き
る
C
A
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
方
を
選
ん
で

一
歩
を
踏
み
出
そ
う

Ｑ
：
後
輩
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

シンガポールの風景

Ａ
：
興
味
や
好
奇
心
が
あ
る
こ
と
は
、
大
学
生
の

う
ち
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
で
す
。
特
に
春
休

み
の
2
か
月
間
は
貴
重
で
す
。
バ
イ
ト
だ
け

で
な
く
、
一
人
で
旅
を
す
る
な
ど
勇
気
を
出

し
て
一
歩
踏
み
出
す
と
、
同
じ
志
向
を
持
つ

友
達
に
も
出
会
え
ま
す
。
逆
に
、
自
分
に
は

合
わ
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
我
慢
せ
ず
に
や

め
て
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
も
一
つ

の
方
策
で
す
。
わ
た
し
も
サ
ー
ク
ル
を
半
年

で
や
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
や
め
る
勇
気

を
出
し
て
決
断
し
、
違
う
こ
と
に
切
り
替
え

て
時
間
を
使
う
こ
と
が
、
状
況
を
好
転
さ
せ

て
く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
で
も
大
事
な
の
は
、
自
分

に
正
直
に
な
る
こ
と
。
わ
た
し
は
興
味
が
あ

る
こ
と
は
と
り
あ
え
ず
挑
戦
し
ま
す
。
そ
し

て
納
得
す
る
ま
で
全
力
で
や
り
遂
げ
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
に
な
か
な
か
飛
び
込
め
な
い

と
き
は
、
大
学
の
先
生
や
知
人
の
と
こ
ろ
へ

行
き
、
と
に
か
く
話
を
し
ま
し
た
。
最
後
に

頼
れ
る
の
は
、
人
生
の
先
輩
な
の
だ
と
思
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
余
談
で
す
が
、
宇
宙
兄
弟
と
い
う
マ

ン
ガ
で
、
宇
宙
科
学
者
の
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
が

「
迷
っ
た
時
は
楽
し
い
方
を
選
び
な
さ
い
」
と

言
っ
た
言
葉
に
共
感
し
ま
し
た
。
就
活
な
ど
で

行
き
詰
っ
た
ら
、
読
む
と
心
が
ス
ッ
と
穏
や
か

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
。

新井 百香合さん
人文学部英語コミュニケーション学科

2016年卒業

2016年3月 東京家政大学人文学部英語コミュニケーション学科卒業
2016年4月 全日空にグランドスタッフとして勤務
2018年8月 シンガポール航空に客室乗務員として勤務
 （シンガポール在住）

東京家政大学を卒業後、全日空のグランドスタッ
フを経て、現在はシンガポール航空に客室乗務員
（以下、CA）として勤務している新井百香合さん。
エネルギッシュな行動力と気さくな人柄を持ち合
わせた素敵な卒業生をご紹介します。

シンガポール航空　客室乗務員個性を出して、
自分に自信を持つ

新井百香合さんって、こんな人！

座 右 の 銘：  やればできる、やらなきゃできない
好 き な 食 べ 物：タイ料理のトムカー
休日の過ごし方：睡眠、ジム、スペイン語の勉強、Netflix、家事
好きな国や都市： •フィリピンのセブ島（大学の春休みに２か月間留学し、アナザースカイのような場所。

　現地の方は人懐っこくて、スーパーでも誰にでも話しかけるゆるさも絶妙。）
•ベトナムのホーチミン・ダナン・フェイ（大学時代に2週間のボランティアをしながらホームステイも経験。）
•スペイン（街並みがアートで素敵な国、食べ物もおいしい！）
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大
学
で
は
挑
戦
を
重
ね

「
F
a
c
t
を
つ
く
る
」

Ｑ
：
東
京
家
政
大
学
を
選
ん
だ
理
由
や
大
学
時
代

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
東
京
家
政
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、
当
時
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
海
外
で

活
躍
す
る
先
輩
の
話
を
読
み
、
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
緑
豊

か
で
広
く
、
自
分
が
こ
こ
で
羽
を
伸
ば
し
て

勉
強
し
て
い
る
姿
が
想
像
で
き
た
の
も
理
由

の
一
つ
で
す
。

大
学
時
代
は
、
特
に
「
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
授
業
内
で
行
っ
た

英
語
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
普
段
の
生
活
で
好
き

嫌
い
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
理
由
ま
で

は
考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
授
業
は

大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
意
見
や

考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
が
習

慣
化
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
暮
ら
し
な
が
ら

外
資
系
に
勤
務
し
て
い
る
今
、
な
お
さ
ら
に

そ
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
、
有
益
な
授
業
だ
っ

た
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
航
空
業
界
に
向
け
た
就
職
対
策
を
振
り
返
る

と
、
何
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
：
ど
の
業
界
を
目
指
す
に
し
て
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、「
F
a
c
t
を
つ
く
る
」
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
主
催
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

で
聞
い
た
言
葉
で
す
。
わ
た
し
自
身
、
大
学

時
代
は
長
期
の
休
み
を
利
用
し
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
セ
ブ
島
へ
2
か
月
間
留
学
し
た
り
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
り
、
他
に
も
国
際
料
理
教
室
へ

の
参
加
や
富
士
山
登
頂
な
ど
、
色
々
と
挑
戦

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
目
指
し
て
い
た
航
空

業
界
は
シ
フ
ト
制
な
の
で
早
朝
勤
務
に
も
対

応
で
き
る
か
を
探
る
た
め
、
授
業
の
前
に
早

朝
の
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
か
ら

外
資
系
C
A
へ
の
転
職

Ｑ
：
卒
業
後
に
経
験
さ
れ
た
全
日
空
の
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
大
学
卒
業
後
、
本
当
は
す
ぐ
に
で
も
海
外
で
働

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
経
験

も
な
か
っ
た
の
で
、
心
の
準
備
が
つ
く
ま
で
は

日
本
で
働
く
選
択
を
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
の
業
務
は
、チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
搭
乗
口
、

保
安
検
査
場
等
で
し
た
。
北
海
道
の
大
雪
の
影

響
で
全
便
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
明
け
方
ま

で
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
安
全
保
安

上
の
理
由
で
お
客
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い

場
合
に
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
お
断
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
応

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
同
期
の
仲

間
と
支
え
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
た
こ
と
は
今

で
も
良
い
思
い
出
で
す
。

Ｑ
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
の
C
A
へ
の
転
職
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
全
日
空
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
は
国
内
線
の

担
当
で
し
た
が
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
対
応

も
し
て
い
た
の
で
、
様
々
な
方
と
の
接
し
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
対
応
の

自
信
が
つ
い
て
き
た
頃
か
ら
、
海
外
で
の
仕

事
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
昔
か
ら
C
A
に
は

少
し
憧
れ
を
持
っ
て
い
て
、
航
空
業
界
の
シ

フ
ト
制
勤
務
も
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
て
い
ま
す
し
、
海
外
で
働
き
な
が
ら
日

本
の
家
族
に
た
ま
に
会
え
る
こ
と
に
も
魅
力

を
感
じ
て
、
C
A
へ
の
転
職
を
決
め
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
を
選
ん
だ
の
は
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
か
ら
で
す
！
制
服

に
も
惹
か
れ
、
全
日
空
時
代
の
ヒ
ー
ル
靴
が

辛
か
っ
た
の
で
、
サ
ン
ダ
ル
ス
タ
イ
ル
も
決

め
手
で
し
た
（
笑
）

Ｑ
：
実
際
に
C
A
の
仕
事
を
し
て
み
て
、
大
変
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
飛
行
機
が
空
港
に
到
着
し
て
か
ら
、
次
の
便

の
お
客
様
が
搭
乗
す
る
ま
で
、
30
分
弱
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
清
掃
ス
タ
ッ
フ
の
間
を
駆
け

抜
け
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
の
確
認
、

雑
誌
・
新
聞
・
イ
ヤ
ホ
ン
・
ト
イ
レ
の
セ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
の
温
め
、
食
事
数
や
安
全
面
の
確
認

な
ど
を
こ
な
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
航
空
で
は
ト
レ
ー
に
30
個
ほ
ど
の
ド
リ
ン

ク
が
入
っ
た
カ
ッ
プ
を
乗
せ
、
片
手
で
支
え

て
給
仕
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
最
初
は
重

く
て
腕
が
プ
ル
プ
ル
と
小
刻
み
に
揺
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
訓
練
中
に
同
期
と
家
で
自
主

練
習
を
重
ね
た
甲
斐
も
あ
り
、
今
で
は
自
信

を
持
っ
て
ド
リ
ン
ク
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

主
張
し
す
ぎ
ず
、
さ
り
げ
な
く

Ｑ
：
外
資
系
航
空
会
社
の
C
A
と
し
て
の
勤
務
に

つ
い
て
、
現
在
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
外
資
系
と
日
本
企
業
の
違
い
と
し
て
は
、
例
え

ば
、
20
歳
以
上
も
年
上
の
ベ
テ
ラ
ン
C
A
と
同

じ
機
内
で
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
平
等
に

会
話
が
で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
針
を
受
け
て

業
務
に
あ
た
り
ま
す
が
、
ジ
ョ
ー
ク
を
言
う
な

ど
、
堅
苦
し
く
な
い
と
こ
ろ
が
日
本
企
業
と
の

違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
外
資
系
で
は
特

に
「
個
性
を
出
し
て
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
人

C
A
は
日
本
便
を
多
く
担
当
し
ま
す
の
で
、
日

本
人
の
心
も
忘
れ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
し
、

英
語
力
は
自
分
を
守
る
た
め
に
も
必
須
で
す
。

わ
た
し
自
身
は
、
心
配
り
を
す
る
こ
と
が
好

き
な
の
で
、
お
客
様
に
何
て
言
っ
て
差
し
上
げ

た
ら
嬉
し
い
か
な
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
な
と
考
え
る
こ
と
が
楽
し
く
、
個
性
を
い
か

し
て
自
分
の
ま
ま
で
居
ら
れ
る
こ
と
が
C
A
に

な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
は
個
人
的
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ
り
、
お
客
様
か
ら
会
社
を
通
じ
て
自
分
宛

て
に
コ
メ
ン
ト
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い

た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
さ
ら
に
や

る
気
を
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、〝
主
張
し

す
ぎ
ず
、
さ
り
げ
な
く
〞
目
配
り
気
配
り
が
で

き
る
C
A
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
方
を
選
ん
で

一
歩
を
踏
み
出
そ
う

Ｑ
：
後
輩
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

シンガポールの風景

Ａ
：
興
味
や
好
奇
心
が
あ
る
こ
と
は
、
大
学
生
の

う
ち
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
で
す
。
特
に
春
休

み
の
2
か
月
間
は
貴
重
で
す
。
バ
イ
ト
だ
け

で
な
く
、
一
人
で
旅
を
す
る
な
ど
勇
気
を
出

し
て
一
歩
踏
み
出
す
と
、
同
じ
志
向
を
持
つ

友
達
に
も
出
会
え
ま
す
。
逆
に
、
自
分
に
は

合
わ
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
我
慢
せ
ず
に
や

め
て
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
も
一
つ

の
方
策
で
す
。
わ
た
し
も
サ
ー
ク
ル
を
半
年

で
や
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
や
め
る
勇
気

を
出
し
て
決
断
し
、
違
う
こ
と
に
切
り
替
え

て
時
間
を
使
う
こ
と
が
、
状
況
を
好
転
さ
せ

て
く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
で
も
大
事
な
の
は
、
自
分

に
正
直
に
な
る
こ
と
。
わ
た
し
は
興
味
が
あ

る
こ
と
は
と
り
あ
え
ず
挑
戦
し
ま
す
。
そ
し

て
納
得
す
る
ま
で
全
力
で
や
り
遂
げ
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
に
な
か
な
か
飛
び
込
め
な
い

と
き
は
、
大
学
の
先
生
や
知
人
の
と
こ
ろ
へ

行
き
、
と
に
か
く
話
を
し
ま
し
た
。
最
後
に

頼
れ
る
の
は
、
人
生
の
先
輩
な
の
だ
と
思
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
余
談
で
す
が
、
宇
宙
兄
弟
と
い
う
マ

ン
ガ
で
、
宇
宙
科
学
者
の
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
が

「
迷
っ
た
時
は
楽
し
い
方
を
選
び
な
さ
い
」
と

言
っ
た
言
葉
に
共
感
し
ま
し
た
。
就
活
な
ど
で

行
き
詰
っ
た
ら
、
読
む
と
心
が
ス
ッ
と
穏
や
か

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
。

新井 百香合さん
人文学部英語コミュニケーション学科

2016年卒業

2016年3月 東京家政大学人文学部英語コミュニケーション学科卒業
2016年4月 全日空にグランドスタッフとして勤務
2018年8月 シンガポール航空に客室乗務員として勤務
 （シンガポール在住）

東京家政大学を卒業後、全日空のグランドスタッ
フを経て、現在はシンガポール航空に客室乗務員
（以下、CA）として勤務している新井百香合さん。
エネルギッシュな行動力と気さくな人柄を持ち合
わせた素敵な卒業生をご紹介します。

シンガポール航空　客室乗務員個性を出して、
自分に自信を持つ

新井百香合さんって、こんな人！

座 右 の 銘：  やればできる、やらなきゃできない
好 き な 食 べ 物：タイ料理のトムカー
休日の過ごし方：睡眠、ジム、スペイン語の勉強、Netflix、家事
好きな国や都市： •フィリピンのセブ島（大学の春休みに２か月間留学し、アナザースカイのような場所。

　現地の方は人懐っこくて、スーパーでも誰にでも話しかけるゆるさも絶妙。）
•ベトナムのホーチミン・ダナン・フェイ（大学時代に2週間のボランティアをしながらホームステイも経験。）
•スペイン（街並みがアートで素敵な国、食べ物もおいしい！）
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我が国は、少子・高齢化の中、あらゆる分野で高度化、情報化、
国際化が急激に進展しています。ライフスタイルは多様化し、
女性も将来を見すえてどのように生きていくかが問われてい
ます。そのため、中・高生の頃から自分の将来像をイメージし、
さまざまな選択肢の中から自分を輝かせる学びを選択し、自
己を磨いていくことがとても大切です。

附属中高では、この社会の変化を見据え、社会で活躍し貢
献する女性を育成するため、令和２年度から MYP（ミドル・
イヤー・プログラム）候補校として国際バカロレア (IB) 教育
を試行いたします。10の学習者像と全人教育は建学の精神「自
主自律」と生活信条「愛情・勤勉・聡明」と符合するもので、
生徒が「未来を創造し、世界で輝く女性」となるべく、大学

のグローバル教育と連動する新たな「KASEI の学び」として、
国際水準の質の高い教育を推進してまいります。

その学びのコンセプトは、「探究学習」と「英語プレゼン力
育成」です。SDGs などの地球的課題解決を含め、生徒自ら
が課題を設定し解決する探究の学びを通して、リベラルアーツ
の教科横断で、生徒に新しい学力である課題解決力を養成する
思考力、判断力、表現力、情報活用力などをつけ、生徒一人ひ
とりの自己実現を図ってまいります。

附属中高は、今年を「改革元年」と位置付け、「知性と品性
を 備 え、未 来 を 創 造 し、世 界 で 輝 く 自 律 し た「KASEI 
WOMEN」を育てるべく取り組んでまいりますので、宜しく
お願い申し上げます。

2020年 年頭所感

４月より中学校にドリルチーム部を創設し、募集を開始しま
す。指導者には、ABE DANCE PROMOTION からコーチを
招聘します。

チアダンスとは
チアリーディングの中のダンス部分を独立させた競技で、

約２分半の時間内でダンスの技術や振付け構成、チームとし
ての一体感や表現力などが採点の対象となるスポーツです。

（日本チアダンス協会公式サイトより）

中学ドリルチーム部・参加予定の行事
•緑苑祭（本校文化祭）への出演
•ABE DANCE PROMOTION フェスティバルへの出演
•大会への出場
　①JCDA 全日本チアダンス選手権
　②USA の主催する大会
その他、チアイベントやダンス講習会等へ参加します。

心がけたいのは、
笑顔と元気いっぱいのパフォーマンス、
チームの一体感あふれる演技です。

中学にチアダンスの部活動を創設します！
創部30年の伝統がある高校生チアダンスチーム“東京家政INGERS”に中学生チームができます。
4月から部活動としてスタートします。

中 学

INGERS（高校ドリルチーム部） JCDA2018 決勝
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篠澤 文雄
校長

高等学校入試予定高 校

一般入試

推薦入試

進学（i）class

進学（i）class

進学（i）class

特進（E）class

特進（E）class

特進（E）class

区　分

A推薦（単願） １/22（水）

試　験　日 試　験　科　目

１/22・23（水・木）

１/22（水）

１/22・23（水・木）

２/10・13（月・木） ・国・数・英（リスニングあり）（各50分）

B推薦（併願）

A推薦（単願）

B推薦（併願）

単願優遇・
併願優遇含む

・適性検査（国・数・英）３科60分
・グループ面接

中学校入試予定中 学

IB（国際バカロレア） MYP（ミドル・イヤー・プログラム）
認定校に向けて

中 高

第６回

第 5 回

第 4 回

第 3 回

第 2 回

第 1 回

進学（i）class

進学（i）class

特進（E）class

特進（E）class

進学（i）class

特進（E）class

区　分 試　験　日 試　験　科　目

２/10（月） 午前

２/４（火） 午前

２/３（月） 午後

２/２（日） 午後

思考力問題 Ⅰ（国算・思考力）
思考力問題 Ⅱ（問題解決型・論述）

２科目（国語・算数）

適性検査型思考力問題Ⅰ・Ⅱ

①２科目（国語・算数）

進学（i）class

特進（E）class ２科目（国語・算数）または
４科目（国語・算数・社会・理科）

①２科目（国語・算数）　②英語　①～②から１つ選択

進学（i）class
２/１（土） 午後

２/１（土） 午前

特進（E）class

※第4回・第6回入試を新設しました。幅広い層の方に受験いただけます。　　※第2回から第6回の入試は奨学生入試も兼ねます。

進学（i）class

特進（E）class

①２科目（国語・算数）　②４科目（国語・算数・社会・理科）
③適性検査 Ⅰ・Ⅱ　①～③から１つ選択

現在、附属中学校・高等学校では、より質の高い授業を目
指して、校内および校外で教員研修を重ねてきております。
その一環として、世界的に評価の高い国際バカロレア（IＢ）
教育を学ぶ機会も持ちました。本年度は１０名の教員が IBO
主催のカテゴリー別研修会に参加し、探究的な学びに対する
理解を深め、10 月 22 日には IＢ（国際バカロレア）  MYP（ミ
ドル・イヤーズ・プログラム）の候補校になりました。

IＢは日本ではまだ認知度が高くはありませんが、政府の後

押しもあって、認定校は増えております。また、世界的には、
近年、大幅な増加が見られ、5000 校を超える IＢワールド・
スクールがあります。このような背景には、「より良い、より
平和な世界を築くことに貢献する」人の育成を目指すという IＢ
の理念があります。

認定校への道のりは容易なものではありませんが、附属中高
は IＢから多くのことを学びながら、日々の教育活動充実に取
り組んで参りたいと思います。　　　　　（国際部　和田史生）

ＫＡＳＥＩからＳＥＫAＩへ
～ＩＢ教育で「未来を創造し、世界で輝く女性」を育成～
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本学が推進する「ひとの生 (Life) を支える学」を担う学問分野とし て、
AI の急速な進化や SDGs 達成に向けた未来社会で、豊かな人生を過ご
すための生活技術を創造し、一人ひとりの生活を輝かせる人材の育成を
目指します。

・服飾美術学科（現 服飾美術学科）

・環境教育学科（現 環境教育学科）

・造形表現学科（現 造形表現学科）

家政学部（Faculty of Home Economics）

建学の精神である女性の「自主自律」に基づき、「食と健康」における
科学 的で幅の広い知識と実践力を駆使し、ひとの生 (Life) を支援でき
る人材を 養成することを目的とします。

・栄養学科（現 栄養学科栄養学専攻）

・管理栄養学科（現 栄養学科管理栄養士専攻）

栄養学部（Faculty of Nutrition）

多様な背景を持つ子ども一人ひとりの「最善の利益」を考慮できる高い
専門性を備え、教育界・保育界をリードする素養を持った人材を育成し
ます。

・児童学科（現 児童学科児童学専攻）

・子育て支援学科（現 児童学科育児支援専攻）

・初等教育学科（現 児童教育学科）

児童学部（Faculty of Child Education and Care）

・児童学科児童学専攻
・児童学科育児支援専攻
・児童教育学科
・栄養学科栄養学専攻
・栄養学科管理栄養士専攻
・服飾美術学科
・環境教育学科
・造形表現学科

多様な生き方を認め合い、科
学・技術の急速な進歩によっ
て到来する「超スマート社会」
で生きる人を支えるために、
本 学 が 目 指 す「ひ と の 生
(Life) を支える学の構築」を
より一層の求心力を備えて推
進 す る こ と を 目 指 し て、
2021 年４月に家政学部は
生まれ変わります。

～2021年3月
（現）家政学部

（Faculty of Home Economics）

〈2021 年 4 月設置構想中〉

2019 年 10 月～ 12 月に、狭山キャンパスにて「学科対抗球技祭（フット
サル大会）」を初めて開催。学生が発起人となって企画を進め、実現しました。
この大会の目的は、学生同士が学科間・学年間で交流を深め、さらには教職員も
参加することで狭山キャンパス全体の活性化に繋げること。参加チームは、学科
ごとに学年を問わず５人以上で構成された全６チームで、試合は２グループの
リーグ戦を経て、順位決定戦を行いました。1２月４日（水）の決勝戦は、看護
学科のチームが延長戦の末、５対４で勝利し、初代チャンピオンに輝き、表彰状
と景品が贈呈されました。

スポーツを通じて楽しく気軽に交流が図れる場となりました。今後は、バスケッ
トボールなどの他種目での開催を含め、継続的な開催を視野に入れています。

学生企画「フットサル大会」初開催！
in 狭山キャンパス

2019 年８月、東京家政大学博物館が収蔵する「渡辺学園裁縫雛形コレクション」についてコンパクトにまとまった一冊
が発売されました。217種類の衣服や生活用品の裁縫雛形を、和装、洋装、有職類、生活用品に分類して解説。カラー写真、
一部に寸法図入り。「細部へのこだわり」「改良服」「下着」他コラムページも収録しています。
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2019 年 10 月 26 日（土）、東京家政大学附属女子中学校・高等学校に、青森県弘前発祥の桜「弘前雪明かり」が植
樹されました。弘前市からは鎌田副市長、本宮農林部長、本学からは菅谷理事長、篠澤校長が出席しました。

附属女子中高と弘前市との交流は、27 年前に遡ります。1991 年に弘前市のリンゴ農家は台風で甚大な被害を受けま
した。翌 92 年に附属女子中学が修学旅行で弘前市りんご公園を訪れ、リンゴを
緑苑祭（本学文化祭）のバザーで扱うことを弘前市職員が提案。93 年から緑苑祭
でのリンゴ販売を開始、毎年人気を集めています。この収益金は、家庭の事情で
通学が困難となった生徒を支援する基金に役立ててきました。

桜が植えられたのは、十条門から中高校舎へ向かう緩やかなスロープの途中。
弘前市との絆の桜は、附属女子中高生の成長を毎日見守り、春には入学式・卒業
式を祝福することでしょう。

※掲載写真のキャラクター＝弘前城築城 400 年祭のマスコットキャラクター「たか丸くん」

附属中高に「弘前雪明かり」が植樹される

家政学部を再編成し、新しい家政学部に加えて、
児童学部と栄養学部が誕生します

〈目　次〉　•裁縫雛形とは　•和装
　　　　　•洋装　•有職類
　　　　　•生活用品
【コラム】　細部へのこだわり／改良服／

手縫いとミシン縫い／
江戸仕込みの辰五郎、
アメリカ帰りの滋
－洋服裁縫をめぐって－／
下着／民族服の製作
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大学 ✿ 日本経済新聞広告

女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
１
３
８
年

教
育・財
政
力
強
化
へ
改
革
断
行

理
事
長
　菅
谷 

定
彦

大学 ✿ 日本経済新聞広告

日本経済新聞（全国版）への広告掲載
本学の知名度・認知度向上を目的として、昨年に引き続き、日本経済新聞に広告（朝刊・全国版
／全５段）を 6週に渡って連載しました。「しなやかに、凛と生きる。」をテーマに、理事長及び学
長そして学部長が今後のビジョン等について語りました。

第 1 回 2019 年 10 月 16 日（水）
  理事長　菅谷　定彦

第 2 回 2019 年 10 月 23 日（水）
  健康科学部長　今留　　忍

第 3 回 2019 年 10 月 30 日（水）
  子ども学部長　大澤　　力

第 4 回 2019 年 11 月   6 日（水）
  人文学部長　三浦　正江

第 5 回 2019 年 11 月 13 日（水）
  家政学部長　手嶋　尚人

第 6 回 2019 年 11 月 20 日（水）
  学長　山本　和人

　
学
校
法
人
　
渡
辺
学
園
は
、
女
性
の
社
会
で

の
活
躍
を
支
援
す
る
教
育
を
１
３
８
年
間
、
一

貫
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
校
祖
、
渡
邉
辰
五
郎
が
東
京
家
政
大
学
の
源

流
と
な
る
「
和
洋
裁
縫
伝
習
所
」
を
設
立
し
た

の
が
明
治
１
４
年
（
１
８
８
１
年
）。
女
性
の

地
位
が
極
め
て
低
い
時
代
に
「
女
性
の
自
主
自

律
」
と
い
う
先
見
性
の
高
い
理
念
の
下
、
裁
縫

教
師
を
育
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
東
京
家
政
大
学
で
は
真
面
目
で
向
上

心
の
強
い
７
千
人
の
学
生
が
「
愛
情
、
勤
勉
、

聡
明
」
の
生
活
信
条
を
守
り
つ
つ
、
志
高
い
教

職
員
の
指
導
の
下
、
高
度
な
専
門
教
育
を
修
学

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

化
、
環
境
問
題
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
教
養
も
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
、
今
年
４
月
に
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
、
生
き
た

英
会
話
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

国
家
試
験
合
格
率
で
は
、
全
国
女
子
大
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
維
持
。
特
に
平
成
２
６
年
に
創
設

し
た
看
護
学
科
は
、
初
年
度
卒
業
生
の
９
９
％
、

２
年
度
目
の
今
春
は
１
０
０
％
の
国
家
試
験
合

格
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
率
も
高
く
、
大
学
通
信
の
調
査
に
よ
る

と
、
本
年
度
は
９
５
・
６
％
（
本
学
調
査
で
は

９
８
・
３
％
）。
卒
業
生
千
人
以
上
の
大
学
２

４
０
校
中
、
第
１
０
位
、
女
子
大
で
は
第
３
位

に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
卒
業
生
が
設
立
し

た
現
存
す
る
学
校
法
人
は
全
国
約
３
０
校
。「
し

な
や
か
に
凛
と
生
き
る
」
卒
業
生
は
、
企
業
、

学
校
、
官
庁
な
ど
多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の
中
、
現
段
階
で

は
良
好
な
東
京
家
政
大
学
の
財
政
基
盤
を
一
段

と
強
固
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、

教
育
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
強
化
す

る
構
造
改
革
を
推
し
進
め
て
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
女
子
学
生
を
よ
り
多
く
送
り
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４年目に入った
月１回のあいさつ運動

　
２
０
１
４
年
４
月
看
護
学
部
を
開
設
、
完
成

年
度
翌
年
の
２
０
１
８
年
度
に
、
学
部
発
展
を

視
野
に
「
健
康
科
学
部
」
に
改
組
し
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
新
設
。
女
子
大
学
で
は

初
の
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
の
２
職
種
の

育
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
看
護
学
科
は
、
人
々
の
健
康
に
対
す
る
関
心

が
強
ま
り
、
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
、

そ
の
ひ
と
に
注
目
し
、
健
康
問
題
に
対
す
る
そ

の
ひ
と
の
思
い
を
感
じ
と
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
示
唆
を
基
盤
に
、
患
者
と
家
族
が
「
自
分
ら

し
く
生
活
す
る
」
を
支
え
る
看
護
が
実
践
で
き

る
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
を
育
成
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
単
に
身
体

の
機
能
回
復
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
疾
病
や
障
が

い
を
有
し
て
い
て
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
権

利
の
再
獲
得
」
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
概
念
に
基
づ
き
、
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法

士
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
両
学
科
に

共
通
す
る
教
育
の
本
質
は
、
病
気
を
み
る
「
医

療
」
と
生
き
て
い
く
営
み
で
あ
る
「
生
活
」
の

視
点
で
す
。

　
教
育
の
質
を
担
保
し
、
向
上
を
図
る
た
め
に
、

教
員
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、Ｆ
Ｄ

（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
＝

授
業
の
改
善
・
向
上
）
や
自
ら
の
専
門
性
の
研

究
に
対
し
て
常
に
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
完

成
初
年
度
の
２
０
１
８
年
度
の
看
護
師
国
家
試

験
で
は
、
合
格
率
９
９
％
。
設
立
２
度
目
の
受

験
で
合
格
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
、
ひ
と

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
「
自
分
ら
し
く
生
活

す
る
」
こ
と
を
望
み
、そ
し
て
、そ
う
願
う
人
は
、

ま
す
ま
す
増
え
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
の
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
人
々

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
医

療
専
門
職
者
が
必
要
で
す
。

　
科
学
的
根
拠
に
裏
づ
け
さ
れ
た
知
識
・
技
術

や
感
性
、
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
有
し
、
誕
生

か
ら
老
い
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
人
々
が
「
自

分
ら
し
く
生
活
す
る
」
を
支
え
る
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
者
を
育
成
す
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

看護現場で活躍する卒業生

　
東
京
家
政
大
学
は
、
永
き
に
わ
た
り
幼
稚
園

教
諭
や
保
育
士
を
養
成
し
、
多
く
の
有
能
な
卒

業
生
を
保
育
の
現
場
に
送
り
出
し
続
け
て
い
ま

す
。
歴
史
と
伝
統
を
基
に
、
健
常
児
だ
け
で
な

く
多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
含

む
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
せ

る
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
保
育
者
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
発
達
障
が
い
、
異

文
化
や
多
言
語
な
ど
、
多
様
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
に
も
専
門
的
な
対
応
が
で
き
る
、

健
康
・
医
療
、
特
別
支
援
学
校
教
育
な
ど
の
知

識
や
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
ま
す
。
卒
業
生
（
２

０
１
４
年
４
月
１
日
入
学
の
第
一
期
生
お
よ
び

翌
年
第
二
期
生
）
は
就
職
率
１
０
０
％
。
今
後
、

保
育
の
現
場
で
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
東
京
家
政
大
学
は
、
０
歳
〜
未
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
保
育
所
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
・
発
達
障
が
い
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
発

達
障
が
い
学
童
が
通
う
施
設
を
子
ど
も
学
部
の

あ
る
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
併
設
し
て
い
ま

す
。
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
い
ち
早
く
幼
稚
園
、

ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
、
障
が
い
児
母
子
通
所
施

設
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
日
常
的
に
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実

習
の
場
と
し
て
も
活
用
し
実
践
力
を
養
い
ま

す
。
ま
た
、
狭
山
市
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
入
間
市
と
提

携
し
た
子
育
て
支
援
や
保
育
相
談
、
保
育
施
設
・

学
校
と
の
交
流
な
ど
の
実
習
も
進
行
中
で
す
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
加
え
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
の
資
格
・
免
許
、
臨
床
美
術
士
（
受
験

資
格
）
の
取
得
が
で
き
る
こ
と
も
、
子
ど
も
学

部
の
強
み
で
す
。

　
保
健
学
や
医
学
、
保
育
学
や
教
育
学
、
特
別

支
援
学
校
教
育
、
心
理
学
、
社
会
学
、
子
ど
も

の
生
活
・
あ
そ
び
・
表
現
・
環
境
と
い
っ
た
多

岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
、
積
極
的
に
子
ど
も
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
子
ど
も
学
」。
子
ど
も
学
部

で
得
た
学
び
や
専
門
性
は
、
保
育
の
現
場
で
、

必
ず
や
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。保育現場で活躍する卒業生

2019年10月16日
第1回

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」を

支
え
る
医
療
専
門
職
者
の
育
成

健
康
科
学
部
長
　今
留 

忍

多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に

子
ど
も
学
部
長
　大
澤 
力

2019年10月23日
第2回

2019年10月30日
第3回
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大学 ✿ 日本経済新聞広告

女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
１
３
８
年

教
育・財
政
力
強
化
へ
改
革
断
行

理
事
長
　菅
谷 

定
彦

大学 ✿ 日本経済新聞広告

日本経済新聞（全国版）への広告掲載
本学の知名度・認知度向上を目的として、昨年に引き続き、日本経済新聞に広告（朝刊・全国版
／全５段）を 6週に渡って連載しました。「しなやかに、凛と生きる。」をテーマに、理事長及び学
長そして学部長が今後のビジョン等について語りました。

第 1 回 2019 年 10 月 16 日（水）
  理事長　菅谷　定彦

第 2 回 2019 年 10 月 23 日（水）
  健康科学部長　今留　　忍

第 3 回 2019 年 10 月 30 日（水）
  子ども学部長　大澤　　力

第 4 回 2019 年 11 月   6 日（水）
  人文学部長　三浦　正江

第 5 回 2019 年 11 月 13 日（水）
  家政学部長　手嶋　尚人

第 6 回 2019 年 11 月 20 日（水）
  学長　山本　和人

　
学
校
法
人
　
渡
辺
学
園
は
、
女
性
の
社
会
で

の
活
躍
を
支
援
す
る
教
育
を
１
３
８
年
間
、
一

貫
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
校
祖
、
渡
邉
辰
五
郎
が
東
京
家
政
大
学
の
源

流
と
な
る
「
和
洋
裁
縫
伝
習
所
」
を
設
立
し
た

の
が
明
治
１
４
年
（
１
８
８
１
年
）。
女
性
の

地
位
が
極
め
て
低
い
時
代
に
「
女
性
の
自
主
自

律
」
と
い
う
先
見
性
の
高
い
理
念
の
下
、
裁
縫

教
師
を
育
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
東
京
家
政
大
学
で
は
真
面
目
で
向
上

心
の
強
い
７
千
人
の
学
生
が
「
愛
情
、
勤
勉
、

聡
明
」
の
生
活
信
条
を
守
り
つ
つ
、
志
高
い
教

職
員
の
指
導
の
下
、
高
度
な
専
門
教
育
を
修
学

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

化
、
環
境
問
題
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
教
養
も
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
、
今
年
４
月
に
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
、
生
き
た

英
会
話
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

国
家
試
験
合
格
率
で
は
、
全
国
女
子
大
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
維
持
。
特
に
平
成
２
６
年
に
創
設

し
た
看
護
学
科
は
、
初
年
度
卒
業
生
の
９
９
％
、

２
年
度
目
の
今
春
は
１
０
０
％
の
国
家
試
験
合

格
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
率
も
高
く
、
大
学
通
信
の
調
査
に
よ
る

と
、
本
年
度
は
９
５
・
６
％
（
本
学
調
査
で
は

９
８
・
３
％
）。
卒
業
生
千
人
以
上
の
大
学
２

４
０
校
中
、
第
１
０
位
、
女
子
大
で
は
第
３
位

に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
卒
業
生
が
設
立
し

た
現
存
す
る
学
校
法
人
は
全
国
約
３
０
校
。「
し

な
や
か
に
凛
と
生
き
る
」
卒
業
生
は
、
企
業
、

学
校
、
官
庁
な
ど
多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の
中
、
現
段
階
で

は
良
好
な
東
京
家
政
大
学
の
財
政
基
盤
を
一
段

と
強
固
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、

教
育
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
強
化
す

る
構
造
改
革
を
推
し
進
め
て
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
女
子
学
生
を
よ
り
多
く
送
り
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４年目に入った
月１回のあいさつ運動

　
２
０
１
４
年
４
月
看
護
学
部
を
開
設
、
完
成

年
度
翌
年
の
２
０
１
８
年
度
に
、
学
部
発
展
を

視
野
に
「
健
康
科
学
部
」
に
改
組
し
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
新
設
。
女
子
大
学
で
は

初
の
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
の
２
職
種
の

育
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
看
護
学
科
は
、
人
々
の
健
康
に
対
す
る
関
心

が
強
ま
り
、
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
、

そ
の
ひ
と
に
注
目
し
、
健
康
問
題
に
対
す
る
そ

の
ひ
と
の
思
い
を
感
じ
と
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
示
唆
を
基
盤
に
、
患
者
と
家
族
が
「
自
分
ら

し
く
生
活
す
る
」
を
支
え
る
看
護
が
実
践
で
き

る
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
を
育
成
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
単
に
身
体

の
機
能
回
復
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
疾
病
や
障
が

い
を
有
し
て
い
て
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
権

利
の
再
獲
得
」
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
概
念
に
基
づ
き
、
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法

士
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
両
学
科
に

共
通
す
る
教
育
の
本
質
は
、
病
気
を
み
る
「
医

療
」
と
生
き
て
い
く
営
み
で
あ
る
「
生
活
」
の

視
点
で
す
。

　
教
育
の
質
を
担
保
し
、
向
上
を
図
る
た
め
に
、

教
員
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、Ｆ
Ｄ

（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
＝

授
業
の
改
善
・
向
上
）
や
自
ら
の
専
門
性
の
研

究
に
対
し
て
常
に
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
完

成
初
年
度
の
２
０
１
８
年
度
の
看
護
師
国
家
試

験
で
は
、
合
格
率
９
９
％
。
設
立
２
度
目
の
受

験
で
合
格
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
、
ひ
と

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
「
自
分
ら
し
く
生
活

す
る
」
こ
と
を
望
み
、そ
し
て
、そ
う
願
う
人
は
、

ま
す
ま
す
増
え
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
の
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
人
々

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
医

療
専
門
職
者
が
必
要
で
す
。

　
科
学
的
根
拠
に
裏
づ
け
さ
れ
た
知
識
・
技
術

や
感
性
、
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
有
し
、
誕
生

か
ら
老
い
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
人
々
が
「
自

分
ら
し
く
生
活
す
る
」
を
支
え
る
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
者
を
育
成
す
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

看護現場で活躍する卒業生

　
東
京
家
政
大
学
は
、
永
き
に
わ
た
り
幼
稚
園

教
諭
や
保
育
士
を
養
成
し
、
多
く
の
有
能
な
卒

業
生
を
保
育
の
現
場
に
送
り
出
し
続
け
て
い
ま

す
。
歴
史
と
伝
統
を
基
に
、
健
常
児
だ
け
で
な

く
多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
含

む
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
せ

る
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
保
育
者
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
発
達
障
が
い
、
異

文
化
や
多
言
語
な
ど
、
多
様
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
に
も
専
門
的
な
対
応
が
で
き
る
、

健
康
・
医
療
、
特
別
支
援
学
校
教
育
な
ど
の
知

識
や
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
ま
す
。
卒
業
生
（
２

０
１
４
年
４
月
１
日
入
学
の
第
一
期
生
お
よ
び

翌
年
第
二
期
生
）
は
就
職
率
１
０
０
％
。
今
後
、

保
育
の
現
場
で
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
東
京
家
政
大
学
は
、
０
歳
〜
未
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
保
育
所
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
・
発
達
障
が
い
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
発

達
障
が
い
学
童
が
通
う
施
設
を
子
ど
も
学
部
の

あ
る
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
併
設
し
て
い
ま

す
。
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
い
ち
早
く
幼
稚
園
、

ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
、
障
が
い
児
母
子
通
所
施

設
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
日
常
的
に
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実

習
の
場
と
し
て
も
活
用
し
実
践
力
を
養
い
ま

す
。
ま
た
、
狭
山
市
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
」
を
積
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的
に
推
進
す
る
入
間
市
と
提

携
し
た
子
育
て
支
援
や
保
育
相
談
、
保
育
施
設
・

学
校
と
の
交
流
な
ど
の
実
習
も
進
行
中
で
す
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
加
え
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
の
資
格
・
免
許
、
臨
床
美
術
士
（
受
験

資
格
）
の
取
得
が
で
き
る
こ
と
も
、
子
ど
も
学

部
の
強
み
で
す
。

　
保
健
学
や
医
学
、
保
育
学
や
教
育
学
、
特
別

支
援
学
校
教
育
、
心
理
学
、
社
会
学
、
子
ど
も

の
生
活
・
あ
そ
び
・
表
現
・
環
境
と
い
っ
た
多

岐
に
わ
た
る
分
野
か
ら
、
積
極
的
に
子
ど
も
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
子
ど
も
学
」。
子
ど
も
学
部

で
得
た
学
び
や
専
門
性
は
、
保
育
の
現
場
で
、

必
ず
や
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。保育現場で活躍する卒業生

2019年10月16日
第1回

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」を

支
え
る
医
療
専
門
職
者
の
育
成

健
康
科
学
部
長
　今
留 

忍

多
様
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に

子
ど
も
学
部
長
　大
澤 

力

2019年10月23日
第2回

2019年10月30日
第3回
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理事長編広告のサブカット写真で
ご紹介している「あいさつ運動」とは？

学生同士、学生と教職員、教職員同士…、そして学園を訪問してくださる方々と元気に挨拶
を交わし合う学園を目指し、あいさつキャンペーン 「にこにこ あいさつ運動」 を 2016 年
11 月より始めました。毎月“にこにこ”の語呂合わせで 25 日に実施しています。

　
東
京
家
政
大
学
家
政
学
部
に
は
、
人
の
生

（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
た
め
の
学
科
が
６
学

科
あ
り
ま
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
の
伝
統
を
持
つ
服
飾
美
術
学

科
は
、
衣
生
活
を
通
し
て
人
の
心
を
豊
か
に
し

ま
す
。
衣
料
の
機
能
性
を
追
求
し
着
心
地
の
良

さ
な
ど
衣
料
を
科
学
し
ま
す
。
児
童
学
科
・
保

育
科
は
、
人
の
育
ち
を
豊
か
に
し
、
子
育
て
を

支
え
る
人
材
を
育
て
ま
す
。
児
童
教
育
学
科
は
、

小
学
校
期
の
人
間
形
成
に
関
わ
り
生
き
る
力
を

育
て
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
栄
養
学
科
・
栄
養
科
は
、
食
を
通
し
て
人
の

健
康
を
支
え
、
そ
の
た
め
の
食
育
に
も
力
を
入

れ
ま
す
。
環
境
教
育
学
科
は
、
人
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
、
身
近
な
視
点
か
ら
人
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
道
を
探
求
し
ま
す
。
造
形
表
現
学

科
は
、
創
造
と
い
う
人
の
根
元
的
な
発
露
を
通

し
て
、
人
を
つ
な
げ
、
人
を
幸
福
に
し
て
い
く

こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
家
政
学
部
で
は
様
々
な
資
格
取
得
や
、
校
祖

の
考
え
で
も
あ
る
教
育
の
重
要
性
を
意
識
し
た

教
員
養
成
に
加
え
て
、
専
門
的
な
能
力
を
社
会

の
中
で
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
に
人
間
力
・

社
会
人
基
礎
力
の
育
成
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
と
合
同
で
行
わ
れ
る
共
通
教
育
は
必

修
の
コ
ア
科
目
を
お
き
、
人
間
力
育
成
科
目
等

は
人
と
し
て
の
幅
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
学
附
置
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
社

会
で
の
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
や
地
域

連
携
、
産
業
連
携
も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ（
人
口
知
能
）
の
目
覚
ま
し
い
進
化
の

中
、
急
激
な
社
会
変
革
が
起
こ
る
の
は
必
然
で

す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
等
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）・

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

教
育
は
必
須
で
あ
り
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く

に
は
、
前
向
き
で
、
創
造
的
な
思
考
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
専
門
的
な
能
力
の
強
化
は
勿
論
で

す
が
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
で
き
る
教
育
も
強

化
し
ま
す
。

　
豊
か
で
楽
し
く
、
公
平
で
幸
せ
な
社
会
を
築

い
て
い
く
人
材
を
、
よ
り
多
く
輩
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

原寸制作で学ぶ授業
「客人をもてなす空間」

東
京
家
政
大
学
は
「
１
４
０
周
年
と
そ
の
先

を
目
指
し
て
―
本
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
―
」
を

掲
げ
、
東
京
家
政
大
学
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ひ
と
の
生
（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
学
の

構
築
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
命
の
誕
生

期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と

生
活
場
面
を
健
康
で
安
心
・
安
全
に
、
生
き
が

い
を
も
ち
、
生
き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
、
課
題
解
決
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
本
学
の
教
育
・
研
究
を
世
に
問
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
急
速
に
変
化
し
進

展
す
る
社
会
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
技
術

を
駆
使
し
、
多
く
の
人
工
物
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
と
関
わ
る
「
超
ス
マ
ー
ト

社
会
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
人
々
を
変
化

さ
せ
、
家
庭
で
営
ま
れ
て
い
た
生
活
や
諸
活
動
、

大
切
に
さ
れ
て
い
た
価
値
の
追
求
は
社
会
が
分

担
し
、
家
族
だ
け
で
担
う
こ
と
は
困
難
に
な
り

ま
し
た
。
科
学
・
技
術
の
急
速
な
進
歩
は
一
人

歩
き
し
、
人
々
の
生
活
と
の
関
り
が
不
明
瞭
・

不
分
明
の
ま
ま
提
示
さ
れ
、
混
乱
の
中
に
利
・

活
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
今
、
多
様
な
人
の

生
き
方
を
認
め
、
支
え
、
家
庭
・
職
場
・
社
会

で
貢
献
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
で
活
躍

す
る
女
性
を
輩
出
し
ま
す
。
学
部
、
大
学
院
に

加
え
、
本
学
が
有
す
る
、
生
活
科
学
研
究
所
、

女
性
未
来
研
究
所
な
ど
の
附
置
機
関
を
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
と
し
て
、
社
会
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
組

織
へ
と
改
革
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教

育
・
研
究
の
成
果
を
課
題
解
決
に
生
か
し
、
地

域
・
社
会
の
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
還
元
す

る
大
学
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
産
学
官

民
と
連
携
す
る
大
学
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
一
層
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

次
々
と
変
化
す
る
生
活
と
環
境
に
、
卒
業
生
、

地
域
・
社
会
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
力

を
高
め
、
生
き
る
力
を
支
援
で
き
る
大
学
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

本
学
が
取
り
組
む
「
生
命
・
生
活
・
生
涯
」

に
つ
い
て
の
研
究
と
教
育
は
、
時
代
が
大
き
く

変
化
す
る
と
き
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

図書館 2階閲覧席

　
人
文
学
部
で
は
、
専
門
性
の
高
い
資
格
取
得

が
可
能
で
、
専
門
職
業
人
と
し
て
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
貢
献
で
き
る
汎
用
性

の
高
い
教
育
に
も
注
力
し
、
３
学
科
と
も
豊
富

な
演
習
・
実
習
に
よ
っ
て
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
」

で
す
。
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は

異
な
る
言
語
、
文
化
、
宗
教
等
を
も
つ
人
々
、

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
で
は
う
つ
病
や
い

じ
め
・
不
登
校
な
ど
心
の
問
題
を
抱
え
る
人
々
、

教
育
福
祉
学
科
で
は
高
齢
、
障
害
、
虐
待
な
ど

様
々
な
困
難
を
抱
え
た
人
々
を
理
解
し
、
課
題

解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
多
様
な
人
々
と
共
生
し
、
心
や
生
活
の
真
の

豊
か
さ
を
追
求
す
る
こ
と
が
人
文
学
部
の
教
育

テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
代
社
会
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

生
き
る
た
め
の
必
須
事
項
で
す
。
今
後
は
国
境

を
越
え
た
協
働
や
生
活
が
日
常
的
に
な
り
、
家

族
の
形
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
さ
ら
に
多
様
化

す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
全
て
の

人
が
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
の
中
で

で
き
る
こ
と
を
自
ら
考
え
、
専
門
性
を
活
か
し

て
行
動
す
る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
を
目
指
し
、

学
部
独
自
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
一
つ
は
、
蓄
積
型
自
己
評
価
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
w
e
b
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
す
。
こ
れ

は
、
１
年
間
の
学
習
内
容
や
大
学
生
活
に
つ
い

て
学
生
が
回
答
し
、
結
果
が
可
視
化
さ
れ
て
学

生
自
身
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
学
生
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
い
か
に

教
育
・
学
習
支
援
に
活
か
す
か
を
３
学
科
合
同

で
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
教
育
方
法
の
改
善
に
関
す
る

勉
強
会
で
す
。
よ
り
効
果
的
な
教
育
の
た
め
に

は
、
教
員
が
新
し
い
手
法
を
学
び
、
導
入
し
て

い
く
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。
反
転
授
業
を
は
じ

め
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
新

た
な
教
育
方
法
を
テ
ー
マ
に
、
実
践
報
告
や
学

科
混
合
の
集
団
討
議
を
行
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
に
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材

を
育
て
る
に
は
、
我
々
教
員
が
専
門
を
超
え
て

視
野
を
広
げ
、

常
に
変
化
し
て

い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

グループワーク授業風景

本年度の 7 月からは、ラクロス部も参加。夏場はポ
ロシャツに短パンの体育部らしい装いで登場し、フレッ
シュで、元気ハツラツな、清々しい「おはようございま
す！」を届けています。また、「みなさん、今日も一日
頑張りましょう」、「課題はちゃんとやってきました

かー？」「先生の話をよく聞きましょう！」などなど、
バリエーション豊かに盛り上げています。登校する学生
も、想定外の掛け声に思わずクスっと笑顔になり、いつ
もよりも元気に１日をスタートできる朝になっているよ
うです。

番外編

多
様
性
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
人
の

豊
か
な
生（
L
i
f
e
）を
支
え
た
い

人
文
学
部
長
　三
浦 

正
江

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
で
き
る

新
た
な
実
学
へ
の
進
化家

政
学
部
長
　手
嶋 

尚
人

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」を

生
き
る
人
を
支
え
る
た
め
に学

長
　山
本 

和
人

2019年11月6日
第4回

2019年11月13日
第5回

2019年11月20日
第6回
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理事長編広告のサブカット写真で
ご紹介している「あいさつ運動」とは？

学生同士、学生と教職員、教職員同士…、そして学園を訪問してくださる方々と元気に挨拶
を交わし合う学園を目指し、あいさつキャンペーン 「にこにこ あいさつ運動」 を 2016 年
11 月より始めました。毎月“にこにこ”の語呂合わせで 25 日に実施しています。

　
東
京
家
政
大
学
家
政
学
部
に
は
、
人
の
生

（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
た
め
の
学
科
が
６
学

科
あ
り
ま
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
の
伝
統
を
持
つ
服
飾
美
術
学

科
は
、
衣
生
活
を
通
し
て
人
の
心
を
豊
か
に
し

ま
す
。
衣
料
の
機
能
性
を
追
求
し
着
心
地
の
良

さ
な
ど
衣
料
を
科
学
し
ま
す
。
児
童
学
科
・
保

育
科
は
、
人
の
育
ち
を
豊
か
に
し
、
子
育
て
を

支
え
る
人
材
を
育
て
ま
す
。
児
童
教
育
学
科
は
、

小
学
校
期
の
人
間
形
成
に
関
わ
り
生
き
る
力
を

育
て
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
栄
養
学
科
・
栄
養
科
は
、
食
を
通
し
て
人
の

健
康
を
支
え
、
そ
の
た
め
の
食
育
に
も
力
を
入

れ
ま
す
。
環
境
教
育
学
科
は
、
人
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
、
身
近
な
視
点
か
ら
人
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
道
を
探
求
し
ま
す
。
造
形
表
現
学

科
は
、
創
造
と
い
う
人
の
根
元
的
な
発
露
を
通

し
て
、
人
を
つ
な
げ
、
人
を
幸
福
に
し
て
い
く

こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
家
政
学
部
で
は
様
々
な
資
格
取
得
や
、
校
祖

の
考
え
で
も
あ
る
教
育
の
重
要
性
を
意
識
し
た

教
員
養
成
に
加
え
て
、
専
門
的
な
能
力
を
社
会

の
中
で
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
に
人
間
力
・

社
会
人
基
礎
力
の
育
成
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
と
合
同
で
行
わ
れ
る
共
通
教
育
は
必

修
の
コ
ア
科
目
を
お
き
、
人
間
力
育
成
科
目
等

は
人
と
し
て
の
幅
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
大
学
附
置
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
社

会
で
の
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
や
地
域

連
携
、
産
業
連
携
も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ（
人
口
知
能
）
の
目
覚
ま
し
い
進
化
の

中
、
急
激
な
社
会
変
革
が
起
こ
る
の
は
必
然
で

す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
等
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）・

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

教
育
は
必
須
で
あ
り
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く

に
は
、
前
向
き
で
、
創
造
的
な
思
考
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
専
門
的
な
能
力
の
強
化
は
勿
論
で

す
が
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
で
き
る
教
育
も
強

化
し
ま
す
。

　
豊
か
で
楽
し
く
、
公
平
で
幸
せ
な
社
会
を
築

い
て
い
く
人
材
を
、
よ
り
多
く
輩
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

原寸制作で学ぶ授業
「客人をもてなす空間」

東
京
家
政
大
学
は
「
１
４
０
周
年
と
そ
の
先

を
目
指
し
て
―
本
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
―
」
を

掲
げ
、
東
京
家
政
大
学
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ひ
と
の
生
（
L
i
f
e
）
を
支
え
る
学
の

構
築
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
命
の
誕
生

期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と

生
活
場
面
を
健
康
で
安
心
・
安
全
に
、
生
き
が

い
を
も
ち
、
生
き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
、
課
題
解
決
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
本
学
の
教
育
・
研
究
を
世
に
問
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
急
速
に
変
化
し
進

展
す
る
社
会
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
技
術

を
駆
使
し
、
多
く
の
人
工
物
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
と
関
わ
る
「
超
ス
マ
ー
ト

社
会
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
人
々
を
変
化

さ
せ
、
家
庭
で
営
ま
れ
て
い
た
生
活
や
諸
活
動
、

大
切
に
さ
れ
て
い
た
価
値
の
追
求
は
社
会
が
分

担
し
、
家
族
だ
け
で
担
う
こ
と
は
困
難
に
な
り

ま
し
た
。
科
学
・
技
術
の
急
速
な
進
歩
は
一
人

歩
き
し
、
人
々
の
生
活
と
の
関
り
が
不
明
瞭
・

不
分
明
の
ま
ま
提
示
さ
れ
、
混
乱
の
中
に
利
・

活
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
今
、
多
様
な
人
の

生
き
方
を
認
め
、
支
え
、
家
庭
・
職
場
・
社
会

で
貢
献
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
で
活
躍

す
る
女
性
を
輩
出
し
ま
す
。
学
部
、
大
学
院
に

加
え
、
本
学
が
有
す
る
、
生
活
科
学
研
究
所
、

女
性
未
来
研
究
所
な
ど
の
附
置
機
関
を
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
機
構
と
し
て
、
社
会
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
組

織
へ
と
改
革
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教

育
・
研
究
の
成
果
を
課
題
解
決
に
生
か
し
、
地

域
・
社
会
の
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
還
元
す

る
大
学
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
産
学
官

民
と
連
携
す
る
大
学
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
一
層
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

次
々
と
変
化
す
る
生
活
と
環
境
に
、
卒
業
生
、

地
域
・
社
会
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
力

を
高
め
、
生
き
る
力
を
支
援
で
き
る
大
学
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

本
学
が
取
り
組
む
「
生
命
・
生
活
・
生
涯
」

に
つ
い
て
の
研
究
と
教
育
は
、
時
代
が
大
き
く

変
化
す
る
と
き
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

図書館 2階閲覧席

　
人
文
学
部
で
は
、
専
門
性
の
高
い
資
格
取
得

が
可
能
で
、
専
門
職
業
人
と
し
て
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
貢
献
で
き
る
汎
用
性

の
高
い
教
育
に
も
注
力
し
、
３
学
科
と
も
豊
富

な
演
習
・
実
習
に
よ
っ
て
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
」

で
す
。
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は

異
な
る
言
語
、
文
化
、
宗
教
等
を
も
つ
人
々
、

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
で
は
う
つ
病
や
い

じ
め
・
不
登
校
な
ど
心
の
問
題
を
抱
え
る
人
々
、

教
育
福
祉
学
科
で
は
高
齢
、
障
害
、
虐
待
な
ど

様
々
な
困
難
を
抱
え
た
人
々
を
理
解
し
、
課
題

解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
多
様
な
人
々
と
共
生
し
、
心
や
生
活
の
真
の

豊
か
さ
を
追
求
す
る
こ
と
が
人
文
学
部
の
教
育

テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
代
社
会
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

生
き
る
た
め
の
必
須
事
項
で
す
。
今
後
は
国
境

を
越
え
た
協
働
や
生
活
が
日
常
的
に
な
り
、
家

族
の
形
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
さ
ら
に
多
様
化

す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
全
て
の

人
が
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
の
中
で

で
き
る
こ
と
を
自
ら
考
え
、
専
門
性
を
活
か
し

て
行
動
す
る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
を
目
指
し
、

学
部
独
自
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
一
つ
は
、
蓄
積
型
自
己
評
価
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
w
e
b
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
す
。
こ
れ

は
、
１
年
間
の
学
習
内
容
や
大
学
生
活
に
つ
い

て
学
生
が
回
答
し
、
結
果
が
可
視
化
さ
れ
て
学

生
自
身
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
学
生
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
い
か
に

教
育
・
学
習
支
援
に
活
か
す
か
を
３
学
科
合
同

で
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
教
育
方
法
の
改
善
に
関
す
る

勉
強
会
で
す
。
よ
り
効
果
的
な
教
育
の
た
め
に

は
、
教
員
が
新
し
い
手
法
を
学
び
、
導
入
し
て

い
く
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。
反
転
授
業
を
は
じ

め
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
新

た
な
教
育
方
法
を
テ
ー
マ
に
、
実
践
報
告
や
学

科
混
合
の
集
団
討
議
を
行
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
に
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材

を
育
て
る
に
は
、
我
々
教
員
が
専
門
を
超
え
て

視
野
を
広
げ
、

常
に
変
化
し
て

い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

グループワーク授業風景

本年度の 7 月からは、ラクロス部も参加。夏場はポ
ロシャツに短パンの体育部らしい装いで登場し、フレッ
シュで、元気ハツラツな、清々しい「おはようございま
す！」を届けています。また、「みなさん、今日も一日
頑張りましょう」、「課題はちゃんとやってきました

かー？」「先生の話をよく聞きましょう！」などなど、
バリエーション豊かに盛り上げています。登校する学生
も、想定外の掛け声に思わずクスっと笑顔になり、いつ
もよりも元気に１日をスタートできる朝になっているよ
うです。

番外編

多
様
性
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
人
の

豊
か
な
生（
L
i
f
e
）を
支
え
た
い

人
文
学
部
長
　三
浦 

正
江

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が
で
き
る

新
た
な
実
学
へ
の
進
化家

政
学
部
長
　手
嶋 

尚
人

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」を

生
き
る
人
を
支
え
る
た
め
に学

長
　山
本 

和
人

2019年11月6日
第4回

2019年11月13日
第5回

2019年11月20日
第6回



若
年
女
性
に
お
け
る
心
身
の
不
調
に
注
目

総
合
研
究
プ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
5
つ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
健
康
生
活
研
究
の
内
、
青
年

期
を
研
究
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
青
年
期
は
、
ヒ

ト
の
一
生
の
中
で
体
力
的
に
最
も
活
発
で
あ
り
、

元
気
で
健
康
な
時
期
で
す
。
青
年
期
の
初
期
に
あ

た
る
学
生
の
食
生
活
の
乱
れ
や
不
定
愁
訴
に
つ
い

て
は
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
骨
粗
鬆
症
発
症
な
ど

に
も
関
わ
る
こ
の
時
期
に
日
常
よ
り
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
生
活
を
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
は
重

要
な
事
で
す
。
若
年
女
性
に
お
け
る
心
身
の
不
調

は
自
身
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に

は
母
体
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

の
日
本
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
す
。

不
定
愁
訴
を
栄
養
面
・

食
事
の
摂
り
方
か
ら
改
善

女
子
学
生
の
不
定
愁
訴
と
食
事
の
摂
取
状
況
に

つ
い
て
、
正
確
な
食
事
調
査
や
血
液
生
化
学
検
査
、

臨
床
診
査
、
身
体
計
測
を
総
合
し
て
検
討
し
た
報

告
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
女
子
大
学

生
を
対
象
に
、
質
問
票
に
よ
る
食
事
調
査
お
よ
び

健
康
調
査
を
行
い
、
現
在
の
女
子
大
学
生
の
食
事

状
況
お
よ
び
不
定
愁
訴
の
実
態
を
把
握
し
、
栄
養

素
の
過
不
足
と
特
定
の
訴
え
と
の
間
に
関
連
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
解
析
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
研
究
3
年
目
に
は
、
女
子
学

生
に
食
事
の
介
入
研
究
を
行
い
、
自
他
覚
症
状
の

変
化
を
捉
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
よ
り
、

未
病
や
健
康
増
進
の
た
め
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
、
改
善
案
を
提
案
・
発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

対
象
と
な
る
栄
養
学
科
の
学
生
は
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
と
し
て
人
々
の
健
康
に
関
わ
る
職
に
就
く

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
学
生
の
う
ち
か
ら
健
康
的

な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
は
、
専
門
教
育
の
側
面
か
ら
も
必
要

で
す
。

本
研
究
で
は
、
日
常
に
み
ら
れ
る
不
定
愁
訴
を

栄
養
面
あ
る
い
は
食
事
の
摂
り
方
か
ら
改
善
し
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
よ
る
解
決
法
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
解
決
法
は
、各
自
の「
健
康
生
活
」

に
つ
な
が
り
、ど
の
世
代
に
お
い
て
も
Q
O
L
（
ク

オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
科
間
に
お
け
る
栄
養
摂
取
状
況
の
差

2
0
1
8
年
10
月
に
行
っ
た
調
査
の
対
象
者
は
、

栄
養
学
科
4
年
生
1
1
5
名
と
児
童
学
科
43
名
の

計
1
5
8
名
。
学
科
間
を
比
較
す
る
と
、
ビ
タ
ミ

ン
D
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
B6
の
摂
取
量
は
、

栄
養
学
科
の
学
生
が
児
童
学
科
よ
り
有
意
に
多
く

と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
栄
養
学
科

の
学
生
よ
り
も
児
童
学
科
の
学
生
の
方
が
、
健
康

状
態
が
悪
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
児
童
学
科

の
学
生
の
栄
養
素
摂
取
状
況
が
悪
い
こ
と
も
一
因

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

と
し
て
就
職
し
て
い
く
学
生
た
ち
が
、
心
身
と
も

に
健
康
に
働
き
続
け
る
た
め
に
食
生
活
の
実
態
を

把
握
し
改
善
点
を
探
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、
微
量
元
素
の
中
で
も
亜
鉛
に
関
し

研
究
者
：
家
政
学
部
栄
養
学
科
　＊峯
木
眞
知
子
／
関
目
綾
子
／
澤
田
め
ぐ
み
／

和
田
涼
子
／
田
中
寛
／
太
田
一
樹
／
冨
田
知
里
　
　

大
学
生
の
不
定
愁
訴
と

食
事
状
況
の
関
連
と
解
決
策
の
提
案

て
、
そ
の
多
彩
な
栄
養
学
的
意
義
が
明
ら
か
に
な

り
、
亜
鉛
欠
乏
症
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
18
〜
20
歳
の
健
常
若
年
女
性
に
お
い
て

79
％
が
低
亜
鉛
血
症
を
認
め
た
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
の
で
、
女
子
大
学
生
に
お
け
る
亜
鉛
の
摂
取

不
足
が
血
清
亜
鉛
値
お
よ
び
自
覚
症
状
に
及
ぼ
す

影
響
も
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

研
究
モ
ッ
ト
ー
は
「
教
育
に
還
元
！
」

本
研
究
の
対
象
者
は
、
女
子
学
生
で
す
。
自
分

の
デ
ー
タ
に
興
味
を
持
っ
て
観
察
す
る
こ
と
で
栄
養

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
理
解
し
、
臨
床
栄
養
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
、
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
と
し
て
の
専

門
職
へ
の
自
覚
を
促
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
職
業
人
と

し
て
自
信
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。〝
研
究

成
果
を
通
じ
て
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
〞
こ
れ
が
本
研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

＊執筆者

「
ひ
と
の
生（Life

）を
支
え
る
学
の
構
築
」研
究
の
挑
戦
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Tokyo Kasei Press Vol.83
学校法人渡辺学園　広報誌なでしこ
2020 年 1 月発行

次号（2020年4月）は、新入生向け企画、学生・生徒の活動につ
いて特集する予定です。
掲載希望の記事がありましたら、学園運営室にご連絡ください。

Tokyo Kasei Press 広報誌なでしこ
創設時の校章に「愛を意味し、母性愛と教育愛を象徴している」
撫子（なでしこ）の花が形どられています。“平成”から“令和”
の時代となった本年発行の Tokyo Kasei Press を A4 サイズで
の広報誌にリニューアルし『なでしこ』の通称名を付けました。
これからの時代を“しなやかに凛と生きる”女性として社会で活
躍できるよう、願いを込めて多くの情報を発信していきます。

■キャンパス　季節の風景

ある日、都内を歩いていたら警察官等が各交差点に立
ち、信号機を操作している場面に遭遇しました。人々が道
路沿いに集まり始め、ただならぬ気配を感じ、警備の方に
どなたがいらっしゃるのかと厚かましくも尋ねたところ、
上皇、上皇后両陛下とのことでした。早速通り沿いに場所
を確保し、興奮して車を待っていました。恥ずかしながら
大声でお名前を叫んでしまいました。ほんの数秒でした
が、人生初のことだったので、とても幸せな気持ちになれ
た体験でした。平成から令和の良き想い出となりました。

83号発行にあたり、多忙な中寄稿してくださった皆様に
心より感謝申し上げます。（A.K）

新しい年になりました。どんな１年にしたいと思いなが
ら除夜の鐘を聞かれましたか。

2020 年は東京を中心に２回目のオリンピックが開催さ
れます。そして今年は【子年】にあたり、新しい十二支の
サイクルがスタートする年でもあります。

また 2020 年は、本学の創立者渡邉辰五郎先生が文京区
湯島に本学の原点、和洋裁縫伝習所を開設して 140 年目を
迎える前年でもあり、未来に向かって大学が大きく発展す
るための準備の年でもあります。活躍する卒業生や在学生
の様子は、毎号この広報誌「なでしこ」でも掲載していま
すが、卒業生が脈々と築いてきた社会でいきいき活躍する
実績は、何にも代えがたい財産であり、その活躍に改めて
感謝の念を抱きます。

東京家政大学は 2021 年から家政学部を再編し新家政学
部・児童学部・栄養学部の３学部となり、大学全体で人文
学部・健康科学部・子ども学部の６学部 14 学科になります。
さらに短大保育科・栄養科を含めどの分野も、「ひとの生
(life) を支え、一人ひとりの生活を輝かせる人材養成」を目
指します。2021 年４月からの新体制の詳細は、次号に掲
載いたします。

お読みくださった皆さまにとって、2020 年・子年が幸
多き１年でありますようご祈念申し上げます。83 号の発
行においては、年末の業務繁忙期に快くご協力くださいま
した皆様ありがとうございました。（K.I）

小学生低学年の頃に通っていた学童保育で、わたしは「国
旗かるた」に没頭していた。壁に張られた国旗付きの世界
地図を毎日見続け、子どもゆえに脳が柔軟だったことも手
伝って、国旗をすいすい記憶することができた。ソウル五
輪が開催された際には（歳の頃合いがバレる…）、世界各国
の国旗がテレビに映るたび、瞬時に国名を連呼して、両親
に褒められるのも嬉しかった。その後、世界地図が球体に
なった地球儀なるものを知り、おもちゃではなく学習用品
に分類されるそれを、祖母はすんなり買ってくれた。くる
くるとその球体を回しながら、湾岸戦争が起きていた中東
の位置を探してみた。これが、わたしと世界との出会いだっ
た。2020 年は何と言っても東京五輪、平和の風に吹かれ、
東京の空に揺れる世界の国旗を見上げたい。今回も記事作
成にご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。（N.K）
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ク
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健
康
生
活
研
究
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、
青
年

期
を
研
究
課
題
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ま
す
。
青
年
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で
体
力
的
に
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も
活
発
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あ
り
、

元
気
で
健
康
な
時
期
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。
青
年
期
の
初
期
に
あ
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学
生
の
食
生
活
の
乱
れ
や
不
定
愁
訴
に
つ
い

て
は
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
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ン
ド
ロ
ー
ム
や
骨
粗
鬆
症
発
症
な
ど

に
も
関
わ
る
こ
の
時
期
に
日
常
よ
り
栄
養
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ラ
ン

ス
の
良
い
食
生
活
を
身
に
着
け
て
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く
こ
と
は
重

要
な
事
で
す
。
若
年
女
性
に
お
け
る
心
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不
調
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身
の
問
題
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け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に

は
母
体
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

の
日
本
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
す
。

不
定
愁
訴
を
栄
養
面
・

食
事
の
摂
り
方
か
ら
改
善

女
子
学
生
の
不
定
愁
訴
と
食
事
の
摂
取
状
況
に

つ
い
て
、
正
確
な
食
事
調
査
や
血
液
生
化
学
検
査
、

臨
床
診
査
、
身
体
計
測
を
総
合
し
て
検
討
し
た
報

告
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
女
子
大
学

生
を
対
象
に
、
質
問
票
に
よ
る
食
事
調
査
お
よ
び

健
康
調
査
を
行
い
、
現
在
の
女
子
大
学
生
の
食
事

状
況
お
よ
び
不
定
愁
訴
の
実
態
を
把
握
し
、
栄
養

素
の
過
不
足
と
特
定
の
訴
え
と
の
間
に
関
連
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
解
析
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
研
究
3
年
目
に
は
、
女
子
学

生
に
食
事
の
介
入
研
究
を
行
い
、
自
他
覚
症
状
の

変
化
を
捉
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
よ
り
、

未
病
や
健
康
増
進
の
た
め
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
、
改
善
案
を
提
案
・
発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

対
象
と
な
る
栄
養
学
科
の
学
生
は
、
管
理
栄
養
士
・

栄
養
士
と
し
て
人
々
の
健
康
に
関
わ
る
職
に
就
く

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
学
生
の
う
ち
か
ら
健
康
的

な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
は
、
専
門
教
育
の
側
面
か
ら
も
必
要

で
す
。

本
研
究
で
は
、
日
常
に
み
ら
れ
る
不
定
愁
訴
を

栄
養
面
あ
る
い
は
食
事
の
摂
り
方
か
ら
改
善
し
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
よ
る
解
決
法
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
解
決
法
は
、各
自
の「
健
康
生
活
」

に
つ
な
が
り
、ど
の
世
代
に
お
い
て
も
Q
O
L
（
ク

オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
生
活
の
質
）
の
維
持
・

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
科
間
に
お
け
る
栄
養
摂
取
状
況
の
差

2
0
1
8
年
10
月
に
行
っ
た
調
査
の
対
象
者
は
、

栄
養
学
科
4
年
生
1
1
5
名
と
児
童
学
科
43
名
の

計
1
5
8
名
。
学
科
間
を
比
較
す
る
と
、
ビ
タ
ミ

ン
D
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
B6
の
摂
取
量
は
、

栄
養
学
科
の
学
生
が
児
童
学
科
よ
り
有
意
に
多
く

と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
栄
養
学
科

の
学
生
よ
り
も
児
童
学
科
の
学
生
の
方
が
、
健
康

状
態
が
悪
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
児
童
学
科

の
学
生
の
栄
養
素
摂
取
状
況
が
悪
い
こ
と
も
一
因

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

と
し
て
就
職
し
て
い
く
学
生
た
ち
が
、
心
身
と
も

に
健
康
に
働
き
続
け
る
た
め
に
食
生
活
の
実
態
を

把
握
し
改
善
点
を
探
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、
微
量
元
素
の
中
で
も
亜
鉛
に
関
し

研
究
者
：
家
政
学
部
栄
養
学
科
　＊峯
木
眞
知
子
／
関
目
綾
子
／
澤
田
め
ぐ
み
／

和
田
涼
子
／
田
中
寛
／
太
田
一
樹
／
冨
田
知
里
　
　

大
学
生
の
不
定
愁
訴
と

食
事
状
況
の
関
連
と
解
決
策
の
提
案

て
、
そ
の
多
彩
な
栄
養
学
的
意
義
が
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ら
か
に
な

り
、
亜
鉛
欠
乏
症
へ
の
関
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が
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ま
っ
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す
。

わ
が
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の
18
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の
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79
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が
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血
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を
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と
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値
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影
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す
。
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は
「
教
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に
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！
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で
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ア
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。
こ
れ
が
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業
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と
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に
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が
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ま
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。〝
研
究

成
果
を
通
じ
て
、
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の
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。
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伝って、国旗をすいすい記憶することができた。ソウル五
輪が開催された際には（歳の頃合いがバレる…）、世界各国
の国旗がテレビに映るたび、瞬時に国名を連呼して、両親
に褒められるのも嬉しかった。その後、世界地図が球体に
なった地球儀なるものを知り、おもちゃではなく学習用品
に分類されるそれを、祖母はすんなり買ってくれた。くる
くるとその球体を回しながら、湾岸戦争が起きていた中東
の位置を探してみた。これが、わたしと世界との出会いだっ
た。2020 年は何と言っても東京五輪、平和の風に吹かれ、
東京の空に揺れる世界の国旗を見上げたい。今回も記事作
成にご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。（N.K）
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理事長コラム

理
事
長
コ
ラ
ム〝
世
界
を
生
き
る
〞

米
国
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
群
像
①

Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
長
と
世
界
初
の
単
独
会
見

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長
　菅
谷 

定
彦

日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
③

１
９
７
１
年
か
ら
３
年
間
の
日
本
経
済
新
聞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
、
経
済
界
を
中
心

に
米
国
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
50
名
以
上
へ
の
単

独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
２
度
の
ニ
ク
ソ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
中
国
の
国
連
代
表
権
問
題
な

ど
多
忙
な
報
道
活
動
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
月
１
・

５
人
の
単
独
会
見
を
こ
な
し
た
計
算
に
な
る
。

当
時
の
日
米
関
係
は
、
わ
が
国
が
１
９
６
８

年
に
西
独
を
抜
き
米
国
に
次
ぐ
世
界
２
位
の
経

済
大
国
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
貿
易
、
資
本

の
対
外
開
放
の
テ
ン
ポ
が
遅
い
一
方
、
円
安
を

利
し
て
の
対
米
輸
出
急
増
を
続
け
、
米
国
経
済

界
指
導
者
は
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
私
は
、
伝
聞
情
報
で
な
く
、
生
（
ナ

マ
）
の
声
を
わ
が
国
指
導
層
の
必
読
紙
、
日
本

経
済
新
聞
に
掲
載
す
べ
き
と
考
え
た
。
赴
任
１

０
０
日
間
で
私
が
真
っ
先
に
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
の
は
ペ
プ
シ
コ
会
長
で
、
経
済
界

首
脳
で
構
成
す
る
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｔ（
緊
急
貿
易
対
策
委

員
会
）
会
長
を
務
め
、
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
に
近
い
ケ
ン
ド
ー
ル
氏
、
日
米
繊
維
交
渉
で

米
繊
維
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
、
マ
ッ
カ

ラ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｉ（
米
繊
維
製
造
業
者
協
会
）
会
長
、

全
米
商
業
連
盟
の
シ
ャ
ム
ウ
エ
イ
会
長
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
任
後
３
日
目
に
、
訪
米

中
の
牧
田
三
菱
重
工
社
長
か
ら
、
２
日
後
の
土

曜
日
の
夜
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
で
パ
ー
テ
ィ
を
す

る
の
で
ど
う
し
て
も
来
て
く
れ
」
と
の
電
話
が

あ
り
、
引
き
継
ぎ
期
間
中
の
多
忙
な
日
程
を
や

り
く
り
し
て
出
か
け
た
。
そ
の
席
で
三
菱
重
工

と
提
携
関
係
に
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
リ
カ
ー

ド
社
長
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ブ

ラ
ッ
キ
ー
会
長
を
紹
介
さ
れ
、
２
人
と
も
１
カ

月
以
内
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
出
来
た
。

要
人
と
の
単
独
会
見
で
私
は
「
通
訳
を
つ
け

な
い
」、「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
も
使
わ
な
い
」

の
２
点
を
貫
き
通
し
た
。
私
の
英
語
の
発
音
は

完
璧
で
は
な
い
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
秘
か
な

自
信
が
あ
っ
た
。
先
方
も
通
訳
、テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
無
し
の
私
に
敬
意
を
持
ち
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
対
応
、
い
ず
れ
も
中
味
の
濃
い
会
見
に
な
っ

た
。Ｇ

Ｍ（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
）
の
ガ
ス
テ

ン
バ
ー
グ
会
長
、
エ
ッ
ソ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
の
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
会
長
ら
世
界
一
企
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
も
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
経
済
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
人
物
紹
介
の
「
ワ
ー
ル

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
に
紹
介
。
内
外
か
ら
評

価
を
得
た
と
こ
ろ
で
私
が
ね
ら
い
を
定
め
た
の

は
、
ト
ッ
プ
が
単
独
会
見
し
な
い
ポ
リ
シ
ー
を

堅
持
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ー
ン
）
の
ケ
リ
ー
会
長
だ
。

１
９
７
２
年
夏
、Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
海
外
事
業
総
括
会

社
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
社
の
デ
ュ
ー

ン
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
に
ケ
リ
ー
会

長
の
紹
介
を
依
頼
し
た
が
「
本
社
の
歴
代
ト
ッ

プ
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
と
も
会
っ
た
こ
と

が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
ケ
リ
ー
会
長

へ
の
要
請
文
書
を
数
度
出
し
た
。

１
９
７
２
年
夏
の
終
わ
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

日
経
オ
フ
ィ
ス
に
、
米
国
屈
指
の
企
業
ト
ッ
プ

斡
旋
会
社
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
会
長
が
訪
ね
て
来

た
。「
Mr.
菅
谷
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
を
代
表
す
る

特
派
員
で
日
本
企
業
の
ト
ッ
プ
と
親
し
い
と
聞

い
て
い
る
。
私
は
日
本
の
商
社
活
動
に
強
い
関

心
が
あ
り
、
在
米
の
商
社
ト
ッ
プ
を
紹
介
し
て

欲
し
い
」
と
の
こ
と
。
私
は
旧
知
の
木
戸
米
国

三
菱
商
事
社
長
に
そ
の
場
で
電
話
し
、
引
き
合

わ
せ
た
。

数
日
後
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
会
長
か
ら
お
礼
の
夕

食
会
を
と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
近
い
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
自
宅
に
招
か
れ
た
。
そ
の
時
私

は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ケ
リ
ー
会
長
を
知
っ
て
い
た
ら

紹
介
し
て
欲
し
い
」
と
問
う
と
「
フ
ラ
ン
ク
（
ケ

リ
ー
氏
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
）
な
ら
友
人
だ
、

コ
ン
タ
ク
ト
す
る
」
と
の
返
事
。

一
週
間
後
「
フ
ラ
ン
ク
は
О
Ｋ
し
た
。
但
し

菅
谷
特
派
員
の
人
柄
を
知
り
た
い
の
で
、
２
人

が
メ
ン
バ
ー
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
プ

レ
ー
し
た
い
」
と
の
電
話
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
ゴ
ル
フ
場
で
出
会
っ
た

ケ
リ
ー
会
長
は
私
に
ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
上
限
３
ド

ル
の
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
提
案
。
結
果
は
大
接
戦

の
末
、
私
が
１
ド
ル
を
獲
得
し
て
ケ
リ
ー
会
長

に
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
っ
た
の
が
、
写
真
の
一

ド
ル
紙
幣
で
あ
る
。

プ
レ
ー
終
了
後
食
堂
で
雑
談
し
た
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
「
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」。
年

末
に
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ー
ド
で
１
時
間
余
、
世
界
の
マ
ス
コ
ミ
で

初
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
会
長
単
独
会
見
と
な
り
、
内
外
に

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
取
締
役
、
テ
レ
ビ
東
京

代
表
取
締
役
社
長
・
会
長
を
歴
任
し
、
現
在
渡

辺
学
園
理
事
長
）

※
次
号
は
日
経
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
④

「
米
国
ト
ッ
プ
経
営
者
群
像
②
」
で
す
。

IBMケリー会長（当時）からの手紙

IBMケリー会長（当時）のサイン入り1ドル札
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